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序

　本報告書は浦添市都市建設部都市計画課による那覇広域都

市計画道路事業3・3・16号国際センター線整備に伴って実施

された前田・経塚近世墓群（首里大名地区）の発掘調査成果

を収めたものです。

　那覇市内には、銘苅古墓群や、ナーチュー毛古墓群、安謝

西原古墓群、首里崎山古墓群など多くの遺跡が知られていま

す。遺跡からは、蔵骨器をはじめ、副葬品が多数得られてお

り、これらの遺跡を調査することによって、市内はもとより

沖縄における葬墓制の在り方や死生観などをうかがい知るこ

とができるようになってきました。

　本遺跡は那覇市の北東部に位置し、平成 20 ～ 22 年度に調

査が行われました。調査は、約80基の古墓が対象となり、そ

の殆どが基盤の細粒砂岩（方言でニービ）を掘り込むだけで、

かつ小規模なものでした。その中で、第 62 号墓と第 63 号墓

では、主に古い形の蔵骨器が安置された状態で検出され、ま

た、第48号墓から得られた資料には年代観を示すものとして

康煕 53（1714）年の銘書（ミガチ）が得られるなど、墓群の

成り立ちを把握する上で貴重な成果も挙がっています。

　本墓群の所在する首里大名地区は、発掘調査が比較的希薄

な地域でした。しかし近年、近接する浦添市の都市計画に伴

って多くの遺跡が調査されるようになってきています。周辺

地区の調査成果に留意しながら、比較研究を進めることによ

って、同地域における詳細な歴史が明らかになるものと期待

されます。

　本報告書が、市民の皆様はもとより多くの方々に活用され

ることを希望いたします。

　末尾になりましたが、発掘調査作業ならびに、本報告書を

作成するにあたってご協力いただきました関係各位に深く感

謝申し上げます。

平成 24 年 2 月　

　　　　　　　　　　　　　　　那覇市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　教育長　城間　幹子



例　言

１．本書は、那覇市教育委員会が浦添市（都市建設部都市計画課）の委託を受けて、平成 21・22 年度

に実施した「前田・経塚近世墓群（首里大名地区）緊急発掘調査」の成果及び平成 20 年度に実施

した確認調査を併せて収録したものである。

２．平成 21・22 年度の発掘調査は、有限会社　ティガネーに委託した。

３．出土遺物のうち、人骨の分析については、株式会社　文化財サービス（青山奈緒氏　土肥直美氏

比嘉洋子氏　徳嶺理江氏）に委託した。

４．出土遺物のうち、銅製品及び有機質遺物の保存処理は、株式会社　文化財サービスに委託した。

５．第１・２図に使用した那覇市全図、巻首図版１および図版１の空中写真（2009 年撮影　Ｓ＝ 1：

8000）は、国土地理院発行のものを複製した。

６．巻首図版２および図版２の空中写真は、株式会社　パスコによって撮影（平成 19 年撮影　Ｓ＝ 1：

2500）されたものを使用した。

７．第３図は、浦添市都市建設部都市計画課から提供いただいた図に加筆して作成した。

８．第３～ 35 図および第１表の作成・編集作業等は、有限会社　ティガネー（吉岡宏氏　友寄英人氏

慶田秀美氏　髙江洲かい氏　譜久里昌代氏　宮城龍一氏）に委託した。

９．第 36・37 図は、実測と略測にて作図した。

10．本報告書の執筆は以下の通りである。なお、編集は城間千栄子、真栄城和美、山下真利子の協力

を得て、仲宗根が行った。

　　第Ⅰ・Ⅱ章・第Ⅴ章　樋口麻子

　　第Ⅲ・Ⅳ章・第Ⅵ章　仲宗根啓　城間千栄子

　　第Ⅵ章　第 10・11・15 ～ 17 節　城間千栄子

　　第Ⅶ章　　仲宗根啓　樋口麻子　城間千栄子

　　附篇１　　㈱文化財サービス

　　附篇２　　㈱文化財サービス



11．発掘調査では下記のメンバーに協力を得た。記して感謝申し上げる。

　　比嘉君子　請盛智秋　真栄城和美　上江洲由昇　喜瀬彰　浦添市教育委員会文化課

12．資料整理では、下記のメンバーに協力を得た。記して感謝申し上げる。

　　長堂綾　渡辺幸夫　豊里加奈子　泉谷塁　仲宗根美奈子　

13．遺物実測図の番号と写真図版の番号は一致するように配置してある。

14．出土遺物は那覇市教育委員会文化財課で保管している。



『前田・経塚近世墓群（首里大名地区）』報告書目次

巻首図版１　遺跡一帯の空中写真（2009 年撮影　S ＝１：8000）

巻首図版２　遺跡一帯の空中写真（平成 19 年撮影　S ＝１：2500）

巻首図版３　遺跡の状況と第 62 号墓の状況

巻首図版４　第 62 号墓の主な出土遺物

序

例言

第Ⅰ章　　調査に至る経緯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１

第Ⅱ章　　遺跡の位置と環境・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３

第Ⅲ章　　調査経過と調査組織・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７

　　　　　第 1 節　調査経過・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７

　　　　　第 2 節　調査組織・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12

第Ⅳ章　　遺構・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17

第Ⅴ章　　蔵骨器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・56

第Ⅵ章　　その他の遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・76

　　　　　第１節　第 62 号墓出土遺物		・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・80

　　　　　第 2 節　中国産陶磁器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・85

　　　　　第 3 節　本土産陶磁器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・88

　　　　　第 4 節　沖縄産陶器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・92

　　　　　第 5 節　硯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・		101

　　　　　第 6 節　人形・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・		101

　　　　　第 7 節　円盤状製品・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・		103

　　　　　第 8 節　釘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・		103

　　　　　第 9 節　指輪・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・		103



　　　　　第 10 節　簪・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・		106

　　　　　第 11 節　鏡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・		108

　　　　　第 12 節　煙管・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・		110

　　　　　第 13 節　ガラス製品・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・		114

　　　　　第 14 節　プラスチック製品・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・		114

　　　　　第 15 節　銭貨・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・		116

　　　　　第 16 節　貝類遺殻・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・		124

　　　　　第 17 節　脊椎動物遺体・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・		126

第Ⅶ章　　総括・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・		127

附篇１　前田・経塚近世墓群（首里大名地区）出土の人骨・・・・・・・・・・・・・		131

附篇２　前田・経塚近世墓群（首里大名地区）出土の遺物保存処理・・・・・・・・・		141

報告書抄録



挿図目次

第 １ 図　那覇市の位置と遺跡の位置・・・・		5

第 ２ 図　那覇市内の主な古墓群・・・・・・		6

第 ３ 図　国際センター線と調査位置・・・・14

第 ４ 図　遺構配置・・・・・・・・・・・・15

第 ５ 図　第１・２号墓・・・・・・・・・・23

第 ６ 図　第３号墓・・・・・・・・・・・・24

第 ７ 図　第４号墓・・・・・・・・・・・・25

第 ８ 図　第６号墓・・・・・・・・・・・・26

第 ９ 図　第７号墓・・・・・・・・・・・・27

第 10 図　第８号墓・・・・・・・・・・・・28

第 11 図　第11号墓・・・・・・・・・・・・29

第 12 図　第13号墓・・・・・・・・・・・・30

第 13 図　第17号墓・・・・・・・・・・・・31

第 14 図　第25号墓・・・・・・・・・・・・32

第 15 図　第26号墓・・・・・・・・・・・・33

第 16 図　第28号墓・・・・・・・・・・・・34

第 17 図　第29号墓・・・・・・・・・・・・35

第 18 図　第30号墓・・・・・・・・・・・・36

第 19 図　第31号墓・・・・・・・・・・・・37

第 20 図　第32号墓・・・・・・・・・・・・38

第 21 図　第34号墓・・・・・・・・・・・・39

第 22 図　第35−１号墓・・・・・・・・・・40

第 23 図　第36号墓周辺・・・・・・・・・・41

第 24 図　第39号墓・・・・・・・・・・・・42

第 25 図　第45号墓・・・・・・・・・・・・43

第 26 図　第46号墓・・・・・・・・・・・・44

第 27 図　第47号墓・・・・・・・・・・・・45

第 28 図　第48号墓・・・・・・・・・・・・46

第 29 図　第49号墓・・・・・・・・・・・・47

第 30 図　第51号墓・・・・・・・・・・・・48

第 31 図　第62号墓・・・・・・・・・・・・49

第 32 図　第63号墓・・・・・・・・・・・・50

第 33 図　第69号墓・・・・・・・・・・・・51

第 34 図　第70号墓・・・・・・・・・・・・52

第 35 図　第71号墓・・・・・・・・・・・・53

第 36 図　第76号墓・・・・・・・・・・・・54

第 37 図　第77・78・79号墓・・・・・・・・55

第 38 図　第62号墓出土専用蔵骨器（ⅡＡ類）		

　　　　 ・・・・・・・・・・・・・・・・73

第 39 図　第62号墓出土専用蔵骨器（ⅡＡ類）

　　　　 ・・・・・・・・・・・・・・・・74

第 40 図　第62号墓出土専用蔵骨器（ⅡＡ類）・

　　　　（Ⅲ類）・・・・・・・・・・・・・75

第 41 図　第62号墓出土遺物①・・・・・・・82

第 42 図　第62号墓出土遺物②・・・・・・・83

第 43 図　中国産陶磁器・・・・・・・・・・87

第 44 図　本土産陶磁器・・・・・・・・・・91

第 45 図　沖縄産陶器①・・・・・・・・・・93

第 46 図　沖縄産陶器②・・・・・・・・・・95

第 47 図　沖縄産陶器③・・・・・・・・・・97

第 48 図　沖縄産陶器④・・・・・・・・・・99

第 49 図　沖縄産陶器⑤・・・・・・・・・		100

第 50 図　硯・人形・・・・・・・・・・・		102

第 51 図　円盤状製品・釘・指輪・・・・・		105

第 52 図　簪・鏡・・・・・・・・・・・・		109

第 53 図　煙管・・・・・・・・・・・・・		113

第 54 図　ガラス製品・プラスチック製品

　　　　 ・・・・・・・・・・・・・・・		115

第 55 図　銭貨①・・・・・・・・・・・・		121

第 56 図　銭貨②・・・・・・・・・・・・		122

第 57 図　銭貨③・・・・・・・・・・・・		123

第 58 図　ⅡＡ類専用蔵骨器　口径・器高相関

　　　　 ・・・・・・・・・・・・・・・		129

第 59 図　簪の長さと頭部の幅の関係

　　　　 ・・・・・・・・・・・・・・・		129



挿表目次

第 １ 表　遺構計測一覧・・・・・・・・・・18

第 ２ 表　身・蓋相関・・・・・・・・・・・56

第 ３ 表　専用蔵骨器観察一覧・・・・・・・58

第 ４ 表　転用蔵骨器観察一覧・・・・・・・67

第 ５ 表　形式分類と洗骨年相関・・・・・・70

表 ６ 表　蔵骨器出土一覧・・・・・・・・・71

第 ７ 表　遺物出土一覧・・・・・・・・・・76

第 ８ 表　第62号墓出土遺物一覧・・・・・・80

第 ９ 表　第62号墓出土遺物観察一覧①・・・81

第 10 表　第62号墓出土遺物観察一覧②・・・84

第 11 表　中国産陶磁器出土一覧・・・・・・85

第 12 表　中国産陶磁器観察一覧・・・・・・86

第 13 表　本土産陶磁器出土一覧・・・・・・88

第 14 表　本土産陶磁器観察一覧・・・・・・90

第 15 表　沖縄産陶器観察一覧①・・・・・・92

第 16 表　沖縄産陶器観察一覧②・・・・・・94

第 17 表　沖縄産陶器観察一覧③・・・・・・96

第 18 表　沖縄産陶器観察一覧④・・・・・・98

第 19 表　沖縄産陶器観察一覧⑤・・・・・・98

第 20 表　硯・人形観察一覧・・・・・・・		101

第 21 表　釘計測一覧・・・・・・・・・・		103

第 22 表　指輪計測一覧・・・・・・・・・		104

第 23 表　簪出土一覧・・・・・・・・・・		106

第 24 表　簪計測一覧・・・・・・・・・・		107

第 25 表　簪・鏡観察一覧・・・・・・・・		108

第 26 表　煙管出土一覧・・・・・・・・・		110

第 27 表　煙管計測一覧・・・・・・・・・		111

第 28 表　ガラス製品・プラスチック製品

　　　　 観察一覧・・・・・・・・・・・		114

第 29 表　銭貨出土一覧・・・・・・・・・		116

第 30 表　銭貨計測一覧①・・・・・・・・		117

第 31 表　銭貨計測一覧②・・・・・・・・		118

第 32 表　銭貨計測・観察一覧・・・・・・		119

第 33 表　貝類出土一覧（巻貝）・・・・・・124

第 34 表　貝類出土一覧（二枚貝）・・・・・125

第 35 表　サカナ出土一覧・・・・・・・・		126

第 36 表　イヌ出土一覧・・・・・・・・・		126

第 37 表　ブタ出土一覧・・・・・・・・・		126

第 38 表　ウシ出土一覧・・・・・・・・・		126

第 39 表　ウシorウマ出土一覧・・・・・・		126



図版目次

図版	1	　遺跡一帯の空中写真

図版	2	　遺跡一帯の空中写真

図版	3	　遺跡の遠景と近景

図版	4	　平成 21 年度調査状況

図版	5	　第１号・第１−１号墓・第２号墓

図版	6	　第３号墓・第４号墓

図版	7	　第６号墓

図版	8	　第７号墓・第７−１号墓

図版	9	　第８号墓・第８−１号墓

図版 10　第９号墓

図版 11　第 11 号墓

図版 12　第 12 号墓

図版 13　第 12 −１号墓

図版 14　第 13 号墓・第 13 −１号墓

図版 15　第 13 号墓・第 13 −１号墓

図版 16　第 13 号墓・第 13 −１号墓

図版 17　第 14 号墓

図版 18　第 20 号墓・第 21 号墓

図版 19　第 22 号墓及び

　　　　	近接する踏査時の古墓

図版 20　第 23 号墓

図版 21　第 25 号墓

図版 22　第 26 号墓

図版 23　第 27 号墓

図版 24　第 28 号墓

図版 25　第 29 号墓

図版 26　第 30 号墓

図版 27　第 31 号墓

図版 28　第 32 号墓

図版 29　第 34 号墓

図版 30　第 35 号墓

図版 31　第 35 −１号墓

図版 32　第 36 号墓・第 37 号墓

図版 33　第 37 −１号墓

　　　　	（及び第 42 号墓室の確認状況）

図版 34　第 38 号墓・第 38 −１号墓

図版 35　平成 22 年度の調査状況

図版 36　平成 22 年度の調査状況

図版 37　第 15 号墓

図版 38　第 16 号墓・第 18 号墓

図版 39　第 17 号墓・第 17 −１号墓

図版 40　第 39 号墓・第 41 号墓

図版 41　第 42 号墓

図版 42　第 43 号墓・第 44 号墓

図版 43　第 45 号墓・第 46 号墓

図版 44　第 47 号墓

図版 45　第 48 号墓

図版 46　第 49 号墓・第 64 号墓

図版 47　第 51 号墓

図版 48　第 52 号墓

図版 49　第 53 号墓・第 54 号墓・第 55 号墓

図版 50　第 56 号墓・第 57 号墓

図版 51　第 58 号墓・第 59 号墓

　　　　	第 60 号墓・第 61 号墓

図版 52　第 62 号墓

図版 53　第 62 号墓

図版 54　第 63 号墓

図版 55　第 65 号墓・第 66 号墓

図版 56　第 69 号墓

図版 57　第 70 号墓

図版 58　第 71 号墓

図版 59　第 72 号墓・第 73 号墓

図版 60　第 74 号墓・第 75 号墓

図版 61　第 76 号墓

図版 62　第 77 号墓・第 78 号墓

図版 63　第 78 号墓・第 79 号墓

図版 64　第 62 号墓出土専用蔵骨器

図版 65　第 62 号墓出土専用蔵骨器

図版 66　第 62 号墓出土専用蔵骨器

図版 67　第 63 号墓出土専用蔵骨器



図版 68　第 62 号墓出土転用蔵骨器　

　　　　	第 63 号墓出土転用蔵骨器

図版 69　第 21 号墓出土専用蔵骨器

図版 70　第 46・48・17・46 号墓出土

　　　　	専用蔵骨器

図版 71　第 21・17・46・69 号墓出土

　　　　	専用蔵骨器

図版 72　第 77・78・29・21 号墓出土

　　　　	専用蔵骨器

図版 73　第 62 号墓出土遺物①

図版 74　第 62 号墓出土遺物②

図版 75　中国産陶磁器

図版 76　本土産陶磁器

図版 77　沖縄産陶器①

図版 78　沖縄産陶器②

図版 79　沖縄産陶器③

図版 80　沖縄産陶器④

図版 81　沖縄産陶器⑤

図版 82　硯・人形

図版 83　円盤状製品・釘・指輪

図版 84　簪・鏡

図版 85　煙管

図版 86　ガラス製品・プラスチック製品

図版 87　銭貨①

図版 88　銭貨②

図版 89　銭貨③

図版 90　上：貝類遺殻

　　　　	下：脊椎動物遺体





— 1 —

前田・経塚近世墓群（首里大名地区）発掘調査報告書

第Ⅰ章　調査に至る経緯

　本遺跡の発掘調査に至る経緯を下記に略記する。

平成 17 年 7 月 8 日 那覇広域都市計画道路事業 3･3･16 号国際センター線の工事に伴い、那覇

市首里大名町３丁目 100 番・18・99 番 1・99 番３（約 2,600㎡）の土地に

ついて、浦都都第 114 号「埋蔵文化財事前審査願」が浦添市長 儀間光男

より提出される（事前審査番号 17-68）。

平成 20 年９月 24 〜 29 日　現場踏査及び試掘調査を行う。

平成 20 年 10 月 14 日 調査の結果、約 60 基の古墓が確認され、「埋蔵文化財事前審査報告書」にて、

「保存のための調整が必要」と回答する。

平成 20 年 11 月 20 日 11 月 19 日付浦都都第 184 号「発掘調査について（依頼）」を受領する。

平成 20 年 12 月 17 日 上記文書を受け、調査が那覇市文化財課の対応能力を超えることから、那

教生文第 307 号にて、浦添市教育委員会教育長　西原廣美あて「埋蔵文化

財発掘調査に関する協議について」の文書を送付し、調査の分担について

依頼した。

 協議内容については、以下の通りである。

 （１）　発掘調査区域を二分割し、北側丘陵部（12 基）を浦添市教育委員会

　　　文化課が、南側丘陵部（18 基）を那覇市教育委員会文化財課が調査

　　　する。

 （２）　調査費用については、浦添市都市計画課が負担する。調査は、同課

　　　と浦添市文化課・那覇市文化財課が個別に協定書を締結し、実施する。

 （３）　発掘通知（文化財保護法第 94 条）は、浦添市都市計画課から那覇

　　　市文化財課を経由して、沖縄県教育委員会へ提出する。調査着手通

　　　知・終了報告は、浦添市文化課・那覇市文化財課それぞれが県教育

　　　委員会へ提出する。

 （４）　調査報告書は、浦添市文化課・那覇市文化財課が個別に資料整理を

　　　行い、それぞれで発刊する。

平成 20 年 12 月 22 日 12月19日付浦教文第181号「埋蔵文化財発掘調査に関する協議について（回

答）」にて、上記内容に同意する旨の文書を受領する。

平成 20 年 12 月 24 日 那教生文第 342 号「発掘調査について（回答）」にて、浦添市教育委員会

との協議結果を、浦添市長　儀間光男あて送付する。

平成 20 年 12 月 26 日 那教生文第 345 号「埋蔵文化財予備調査報告（埋蔵文化財包蔵地の新規発

見について）」を県教育委員会に提出する。
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平成 21 年 1 月 8 日 １月６日付教文第 1472 号「埋蔵文化財包蔵地の新規発見について（回答）」

にて、県が当該地を埋蔵文化財包蔵地として了承し、遺跡名を「前田・経

塚近世墓群（首里大名地区）」と決定する。

平成 21 年 1 月 14 日 １月 14 日付浦都都第 220 号「那覇広域都市計画道路事業 3･3･16 号国際セ

ンター線に係わる埋蔵文化財に関する協定書について」を受領する。

平成 21 年 1 月 27 日 那教生文第 363 号にて、上記協定を締結し、送付する。

平成 21 年 2 月 16 日 浦添市長 儀間光男より、２月 16 日付浦都都第 220 号「那覇広域都市計画

道路事業 3・3・16 号国際センター線に伴う埋蔵文化財発掘の通知について」

（文化財保護法第 94 条第１項）が提出される。この文書を、県教育委員会

へ進達する。

平成 21 年 3 月 5 日 ３月３日付教文第 1719 号「周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事に

ついて（回答）」にて、県教育委員会より発掘調査の実施などについて指

示がある。同文書を、３月９日付那教生文第 463 号として、浦添市に送付

する。

平成 21 年 3 月 26 日 那教生文第 494 号「承諾書について（依頼）」を送付する。

平成 21 年 4 月 22 日 ４月 22 日付浦都都第 31 号「那覇広域都市計画道路事業 3･3･16 号国際セ

ンター線に係わる埋蔵文化財発掘調査並びに資料整理に要する経費見積等

の提示について（依頼）」を受領する。

平成 21 年 4 月 24 日 那教生文第 27 号「那覇広域都市計画道路事業 3・3・16 号国際センター線

に係わる埋蔵文化財発掘調査並びに資料整理に要する経費見積等の提示に

ついて（回答）」を送付する。

平成 21 年 6 月 22 日 ６月 22 日付浦都都第 92 号「那覇広域都市計画道路事業 3・3・16 号国際

センター線に係わる埋蔵文化財発掘調査委託契約書について（送付）」を

受領する。

平成 21 年 6 月 25 日 那教生文第 107 号にて、委託契約書を締結し、送付する

 （当初契約期間は、平成 22 年２月 19 日まで）。

平成 21 年 6 月 30 日 那教生文第 115 号「那覇広域都市計画道路事業 3・3・16 号国際センター

線に係わる実施計画書（送付）」を浦添市長あて送付する。

平成 21 年 8 月 3 日 調査に着手する。なお、調査は、入札の結果「有限会社ティガネー」に委

託した。

平成 21 年 8 月 6 日 那教生文第 170 号「埋蔵文化財発掘調査について」（発掘調査着手届・文

化財保護法第 99 条第１項）を提出する。

　なお、本調査は、平成 22 年度まで実施した。
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第Ⅱ章　遺跡の位置と環境

那覇市の地理的環境

　那覇市は、沖縄本島南西部に位置し、北は浦添市、東は西原町・南風原町、南は豊見城市と接し、

西は東シナ海に面する。面積は 39.23㎢、人口 320,706 人（平成 24 年 1 月現在）を擁する県都である（第

1・2 図）。

　市域の東側には、標高約 165 ｍの弁ヶ嶽を頂点とする首里台地がある。首里台地は、基盤の島尻層

の上に形成された石灰岩段丘からなる。市域の北側には、標高約 30 〜 50 ｍの緩やかな天久台地が、

南側には標高約 30 〜 60 ｍの起伏のある小禄台地がある。これらの台地に囲まれ、中央部は標高約 10

ｍの低地となっている。

　市域北側に安謝川、中央部に安里川、南側に国場川が東から西に流れ、東シナ海へと注いでいる。

　国場側下流域は、漫湖と呼ばれ、大きな入江となっていたが、現在では埋め立てられ、川幅も狭くなり、

その景観は大きく変貌している。

　那覇市は、第三紀島尻層群を基盤層としており、この層は下位から上位へ豊見城層・与那原層・新

里層に細分される。豊見城層は、砂岩と泥岩の互層からなり、小禄周辺には砂岩が分布している。市

域の大部分は、与那原層下部のシルト岩が分布している。

　この島尻層群を不整合に覆っているのが、第四紀更新世琉球石灰岩層であり、首里周辺部・山下町

周辺部に分布している。

　市域西側の低地には、第四紀完新世の堆積物である沖積層が広く分布しており、特に安謝川・安里川・

国場川下流ではよく発達している。

遺跡の地理的環境

　前田・経塚近世墓群（首里大名地区）は、那覇市北東部、首里大名町３丁目に位置し、浦添市字経

塚と隣接している。近接して大名市営住宅があり、近隣を県道 241 号（宜野湾南風原）線が通っている。

　地勢的には、首里台地の北端、安謝川の上流域であり、土地の起伏に富む丘陵地である。谷底部分は、

古くから水田や畑として利用されていた。地質は、第三紀島尻層群の砂岩で構成され、丘陵斜面部に

はこれらを堀込んで墓群が形成されている。この一帯は、浦添市字前田と字経塚における浦添南第一

土地区画整理事業に伴う発掘調査において、総数 1,000 基を超える墓群が次々と発見されている。今回

報告する首里大名地区も、その墓群の中の南端に位置している。

遺跡の歴史的環境

　大名は、方言では「ウフナ」と呼称され、広い野を意味するという。かつてはいたる所に畑地、墓

地があり、中には具志頭親方蔡温、宜湾朝保など著名人の墓もある。

　大正末期から昭和初期にかけての民俗地図によると、住戸は、現在の大名 1 丁目周辺に在り、2 丁目

ならびに 3 丁目は、畑と墓の広がる原野であったことがわかる。

　この集落は、農業が主な生業であったが、大規模な農家は少なかった。そのような中、養豚、山羊・
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牛馬の飼育が盛んだったという。

　町内の西側、大名町 1 丁目に存する平良馬場は、康熙 34（1695）年に造られたもので、毎年 10 月

20 日に沖縄神社祭の奉祝行事が開催され、馬勝負が行われていた。島尻、中頭から馬が一堂に集まり、

県内各地から見物人も訪れるなど沖縄一の馬場として有名であった。

　また、町内の中央に南北に貫く小道があり、かつてはこの道が、浦添城と首里城を結ぶ要路であった。

　大名市営住宅の西端には、「イチンニー墓地」があり、その名称から「この一帯での古い最初の葬所

地帯を指した地名」との指摘がある。

　この地には、明治 12（1879）年の廃藩置県によって失職した首里士族が移り住み、屋取集落を形成した。

かつては、西原村字末吉（現在の首里末吉町）に含まれる地であったが、大正 9（1920）年に末吉が首

里区に編入された際、真地原（現在の大名町 1 丁目）・大名原（大名町 2 丁目）・後原（大名町 3 丁目）

を合わせて字大名となった。その後、大正末期に大名町となった。註 1

　昭和 20（1945）年の沖縄戦の際には、首里防衛の為の重要地点として、この地を死守しようとする

日本軍と、奪取しようとする米軍との間で激しい戦闘が繰り広げられた。米軍は、ダイナマイト・火

炎放射器などあらゆる砲火器を投入し、攻撃した。一方の日本軍は、大名集落そのものだけでなく、墓、

岩穴をも陣地化し、対戦車砲・機関銃などを使って防衛に努めた。戦闘は苛烈を極め、住民の犠牲も

多大なるものがあった。この戦闘によって、一帯は廃墟となったが、戦後、再び人々が居住し始めた。

　昭和 29 年に那覇市大名町となり、昭和 31 年から首里を冠して那覇市首里大名町となっている。

　現在は、宅地化ならびに道路拡張工事などの開発が進み、かつての農村地帯の面影はない。

註１　『沖縄県首里市制十周年記念誌』には、「字末吉の内マーヂ原、大名原、イヤナグ原を合して大名字となる。」とある。
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第１図　那覇市の位置と遺跡の位置
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第２図　那覇市内の主な古墓群
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第Ⅲ章　調査経過と調査組織

第１節　調査経過

　本古墓群の発掘調査は、2008（平成 20）年度に確認調査（古墓分布調査及び試掘調査、第 77 〜 79

号墓発掘調査）を実施し、2009（平成 21）年度と 2010（平成 22）年度で本発掘調査が行われた。

　以下、調査経過を略記する。

2008（平成 20）年度調査

　  9 月 24 日（水）〜 29 日（月）

　平地（駐車場）部分と丘陵斜面部分の試掘調査および墓群の分布調査を実施する。平地部分

は、遺跡の存在を確認できず。丘陵斜面部分では、蔵骨器片や人骨片が確認された。墓群の分

布調査の結果では、40 基の古墓を確認。その後、開発部局との調整等を行いながら、11 月ま

での調査が断続的に実施されることとなった。

　10 月 30 日（木）

　丘陵斜面部分で確認された蔵骨器片および人骨片について調査を実施する。三箇所にて遺構

を確認。墓域の分布調査にて 40 基の古墓が調査対象と判明していたため、同地域で確認され

た三箇所の遺構は、第 41 －１・２・３号墓として調査を開始した。その後の資料整理の段階で、

第 41 － 1 号墓→第 77 号墓、第 41 －２号墓→第 78 号墓、第 42 －３号墓→第 79 号墓として報

告することとした。

　第 77 号墓にて人骨集中部を検出する。第 79 号墓で人骨片を確認。

　11 月  5 日（水）

　第 77 号墓で人骨集中部の掘下げ作業を行う。

　　　  6 日（木）

　第 77・78・79 号墓の平面実測作業を行う（平板実測）。

　　　 12 日（水）

　調査地での測量作業を実施する。

　　　 14 日（金）

　第 78 号墓の完掘作業を行う。

　　　 18 日（火）

　第 77・78・79 号墓の断面実測作業を実施する。

　　　 19 日（水）

　三基（第 77 〜 79 号墓）すべての調査を終了する。
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2009（平成 21）年度調査

　  8 月  3 日（月）

　調査開始。第１〜８・12 号墓周辺の草木の伐採作業を行う。

　　　  7 日（金）

　第１・２号墓の手掘り作業を開始する。

　　　 11 日（火）

　第７・８号墓の表土掘削作業を開始する。第２号墓東側で確認された窪みは、古墓であるこ

とが判明。新規調査対象古墓として扱うこととする。

　　　 18 日（火）

　第３号墓の掘下げ作業を実施。墓室内に安置された蔵骨器２基を確認する。

　　　 26 日（水）

　蔵骨器の集中していた第５号墓は、掘下げ作業が進行するに従い、第６号墓のサンミデー部

分であることが確認された。

　  9 月  7 日（月）

　第 13 号墓の崩落土を取り除き、墓口を確認する。

　　　  8 日（火）

　第 15 〜 19 号墓周辺の磁気探査作業を実施。異常なし。

　　　 16 日（水）

　第 15 〜 19 号墓の調査は、都合により第 20 〜 24 号墓に振り替えて実施する。

　　　 25 日（金）

　調査が進行するに従って、新たな遺構が発見されることが多くなった。このことから、本格

的に調査区における新規古墓発見のための掘削作業を開始する。

　10 月  2 日（金）

　第７・８・13 号墓の写真撮影及び写真測量作業を行う。

　　　 14 日（水）

　雨天のため現地作業を中止。出土遺物洗浄作業を実施。

　　　 16 日（金）

　第 25 号墓室の半裁作業を行う。蔵骨器片、銭貨、陶製人形が出土。

　　　 21 日（水）

　第 25 号墓室の蔵骨器周辺の精査作業を実施した結果、陶製人形、銭貨、数種の貝類が得られた。

　　　 22 日（木）〜 26 日（月）

　雨天のため室内作業を強いられる。

　11 月  9 日（月）

　第 11 〜 13、21 〜 23、26 号墓の調査行う。第 26 号墓左隅から出土した小型の壺は、地山直

上に据えられており、内部には骨片が確認できる。

　　　 16 日（月）
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　遺跡全体写真撮影のための精査作業を行う。午後からラジコンヘリによる空撮を実施。その

後、近景写真を足場上から撮影。

　　　 27 日（金）

　第 23・24・27 号墓について墓室完掘状況の写真撮影を行う。第 13 号墓屋根部のトレンチを

地山面まで掘削。第 26 号墓庭より、瓶・猪口・煙管等が出土。

　　　 30 日（月）

　第 13 号墓室の完掘作業を行い、写真撮影及び写真測量作業を実施。同墓室には、一次葬に

関連する施設が確認された。また、墓口からサンミデー部にかけて暗渠を設けるなど、造墓に

おける興味深い成果が得られた。

　12 月  1 日（火）〜２日（水）

　伐採材及び残土などの処理を行う。調査区内より不発弾を発見。関係機関へ連絡し後撤去さ

れる。

　　　  8 日（火）

　第 28 〜 32 号墓の調査及び残土処理作業を行う。第 28 号墓庭にて人骨を確認。ボタン・金

属片が一緒に得られた。

　　　 14 日（月）

　第 29・33・38 号墓の調査を行う。

　　　 25 日（金）

　雨天のため現地作業は中止。第 28 号墓庭出土の人骨について、関係機関への引渡しを行う。

　　　 28 日（月）

　仮設事務所周辺の清掃等を行い、年内の作業を終了する。

2010（平成 22）年

　  1 月  5 日（火）

　新年の調査を開始する。第 28 〜 30・32・35 号墓の調査行う。

　　　 11 日（月）

　第 30 〜 32・35・37・38 号墓の調査行う。第 30・31 号墓庭の暗渠に使用された琉球石灰岩

礫を取り外す。

　　　 13 日（水）

　第 28 〜 32・35・37・38 号墓の調査を行う。第 28 号墓室のシルハラシドゥクマには、琉球

石灰岩礫が４個置かれた状態で確認された。一次葬に伴うものと考えられた。

　　　 26 日（火）

　新規古墓の増加により、次年度へ調査を持ち越す。そのため、調査中の遺構（第 35-1 号墓

庭暗渠及び第 42 号墓）の養生作業を行う。

　　　 29 日（金）

　本日にて現地の調査を終了する。
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2010（平成 22）年度調査

　  7 月 20 日（火）

　調査開始。調査区内の伐採作業を行う。

　　　 26 日（月）

　掘下げ作業に向けて調査区内の磁気探査作業を行う。

　  8 月  5 日（木）

　第 16 〜 18 号墓調査及び周辺の遺構確認作業を行う。正午前より降雨のため、現地作業を中

止し、室内作業を行う。雨天は、８月 10 日まで続き、室内作業を余儀なくされる。

　　　 12 日（木）

　古墓の左右の呼称に関し検討を行う。前年度の調査と同様、墓室から墓庭の方向を見て、遺

構の左右を称することとした。

　　　 16 日（月）

　第 15 〜 17 号墓の調査を行う。第 17 号墓内には、蔵骨器が集中して確認されている。

　　　 21 日（土）

　第 17 号墓の調査を行う。墓室の遺物出土状況の写真撮影及び写真測量作業を行う。

　　　 26 日（木）

　第 17 号墓室の遺物（主に蔵骨器）の取り上げ作業を行う。仮設事務所の設置を行う。

　  9 月  2 日（木）

　第 45 〜 49 号墓の調査を行う。

　　　 17 日（金）

　第 46 号墓庭では、陶製無頸甕形蔵骨器片の出土が目立つ。

　　　 22 日（水）

　第 46 号墓庭出土遺物の写真撮影及び写真測量を行い、その後、遺物の取り上げ作業を実施。

　　　 28 日（火）

　第 46 号墓の埋土完掘状況の写真撮影及び写真測量作業を行う。

　10 月 19 日（火）

　雨天のため、現地作業を中止する。雨天は 10 月 21 日（木）まで続く。

　　　 26 日（火）

　台風接近のため、調査区の養生作業を行う。その影響は、10 月 29 日（金）まで続く。

　11 月  8 日（月）

　第 50 〜 57、62・63 号墓の調査行う。第 62・63 号墓は、墓室埋土の除去作業から開始。

　　　 10 日（水）

　第 62・63 号墓室の精査作業を行う。同墓とも陶製無頸甕形蔵骨器を主体に蔵骨器が多数確

認される。

　　　 16 日（火）

　第 51・52・58・59・62 号墓の調査を行う。第 62 号墓室の蔵骨器主体の遺物について取り上
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げ作業を実施。取り上げ作業の過程で、新たな遺物の確認が相次ぐ。

　　　 18 日（木）

　第 62 号墓室の掘下げ作業を行う。その覆土から瓶、猪口、煙管、簪、刀子などが確認される。

　　　 22 日（月）

　第 70 号墓室埋土の掘下げ作業を行う。室内から人骨が検出され、その周辺からボタン、ガ

ラス瓶、板材などが伴う。また、隣接する第 69 号墓室からも鉄兜、ガラス瓶などが確認され

ている。

　　　 23 日（火）

　第 63 号墓口にて、円形の土坑が確認された。土坑内には獣骨と見られる骨片が検出された。

　　　 29 日（月）

　調査区の清掃を行い、全景撮影を行う。調査終了に伴い、仮設事務所周辺の片付けを行い現

地施設の一部撤去を行う。

　　　 30 日（火）

　現地での調査を全て完了する。

　12 月  1 日（水）

　遺跡の遠景撮影作業を行う。浦添ようどれ、弁ケ岳、虎瀬公園からの撮影作業。

　　　 24 日（金）

　工事中に古墓 1 基が発見される。現地を確認した結果、墓室に 8 基の蔵骨器が安置。

2011（平成 23）年

　  1 月  4 日（火）

　発見された古墓の調査準備を行う。

　　　  5 日（水）

　古墓の調査を開始する。墓の前面に堆積する埋土の除去を行う。第 76 号墓とした。

　　　  6 日（木）

　墓口及び墓室埋土の掘下げ作業を完了する。墓室より煙管が出土。

　　　  7 日（金）

　掘下げ完了後の写真撮影を行う。その後、平板実測等にて、測量作業を開始。

　　　 11 日（火）

　蔵骨器の取り上げを行った後、墓室の完掘作業を実施。追加の測量等を行う。本日にて現地

の調査を終了する。
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第２節　調査組織

本遺跡の調査組織は次の通りである。

事業主体　　　那覇市教育委員会　　　教育長　　　桃原致上（平成 20・21 年度）

　　〃　　　　　　　〃　　　　　　　　〃　　　　城間幹子（平成 22・23 年度）

事業所管　　　　文化財課　　　　　　課　長　　　古塚　達朗（平成 20 〜 23 年度）

　　　　　　　　　　〃　　　　　　　副参事　　　島　　　弘（平成 20 〜 23 年度）

調査総括　　　　　　〃　　　　　　　副参事　　　島　　　弘（平成 20 〜 23 年度）

調査事務　　　　　　〃　　　　　　　副参事　　　島　　　弘（平成 20 〜 23 年度）

　　　　　　　　　　〃　　　　　　　主　幹　　　田端　睦子（平成 20 年度）

　　　　　　　　　　〃　　　　　　　主　幹　　　内間　　靖（平成 21 〜 23 年度）

　　　　　　　　　　〃　　　　　　　主　査　　　會澤　一大（平成 23 年度）

　　　　　　　　　　〃　　　　　　　主任主事　　仲宗根　健（平成 21 〜 23 年度）

　　　　　　　　　　〃　　　　　　　主　事　　　新里真知子（平成 20 年度）

　　　　　　　　　　〃　　　　　　　主　事　　　宮城　奈里（平成 22 年度　臨時職員）

　　　　　　　　　　〃　　　　　　　主　事　　　麻生佐矢香（平成 23 年度　臨時職員）

調査員　　　　　　　〃　　　　　　　副参事　　　島　　　弘

　　　　　　　　　　〃　　　　　　　主　幹　　　内間　　靖

　　　　　　　　　　〃　　　　　　　専門員主査　玉城　安明

　　　　　　　　　　〃　　　　　　　専門員主査　北條　真子

　　　　　　　　　　〃　　　　　　　主任専門員　仲宗根　啓

　　　　　　　　　　〃　　　　　　　主任専門員　樋口　麻子

　　　　　　　　　　〃　　　　　　　主任専門員　當銘　由嗣

　　　　　　　　　　〃　　　　　　　専門員　　　知念　政樹

　　　　　　　　　　〃　　　　　　　発掘調査補助員　高良　夏枝（平成 21 年度　臨時職員）

　　　　　　　　　　〃　　　　　　　発掘調査補助員　翁長しのぶ（平成 22 年度　臨時職員）

発掘調査

　平成 21 年度　有限会社　ティガネー

　　吉岡宏　友利盛雄　具志誠　石川毅　尾崎真太郎　友寄英人　糸満盛人　下里卓也　慶田秀美
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　　髙江洲かい　大城健榮　大城敏子　金城正克　金城美津子　古波津司　島袋正敏　武島毅

　　名嘉健　花城可裕　比嘉正洋　比嘉義正　宮城誠　屋我勝彦　与儀清　與那嶺久美子　

　　安座間香代子　廣瀬みどり　福原かおり　山内裕美

　平成 22 年度　有限会社　ティガネー

　　吉岡宏　友利盛雄　具志誠　石川毅　尾崎真太郎　友寄英人　糸満盛人　下里卓也　慶田秀美

　　髙江洲かい　上地博子　大城健榮　大城敏子　神谷昇　北川正男　金城正克　宜次富紹誠

　　島袋正敏　謝敷毅　武島毅　仲本聖也　比嘉正洋　比嘉義正　宮城健栄　宮城親正　宮城誠

　　向出義三郎　屋我勝彦　山口栄子　山城佳代子　与儀清　與那嶺久美子　安座間香代子　

　　廣瀬みどり　福原かおり　山内裕美

資料整理　文化財課非常勤職員

　平成 22 年度

　　調査指導員　　城間千栄子

　　資料整理員　　山城千夏　山下美也子　仲西美那子　宮良知子　金城薫　真栄城和美　

　　　　　　　　　山下真利子

　　副資料整理員　泉谷塁　翁長しのぶ

　

　平成 23 年度

　　調査指導員　　城間千栄子

　　資料整理員　　山下美也子　山下真利子　真栄城和美　金城薫　宮良知子　高良夏枝

　　　　　　　　　志良堂恵

　　副資料整理員　翁長しのぶ
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第３図　国際センター線と調査位置
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第Ⅳ章　遺構

　本遺跡は、那覇市の北東部、首里大名町三丁目地内に位置する（第２図）。標高約１００ｍを頂点と

する丘陵の斜面に構築された墓群である。基盤は、細粒砂岩（方言でニービ）と第三紀泥岩の互層を

なす地質に掘り込まれた墓群である（第３図）。そのうち、袖墓と考えられるものや小振りで単室のも

のも含め 84 基の遺構を調査した（第４図）。

　「前田・経塚近世墓群」は、主に浦添市の区画整理事業地で調査された墓群であり、本遺跡は遺跡の

名称として（首里大名地区）とした。

  ここでは、遺構の特徴を簡記する。なお、遺構各部の名称は、調査時に呼称した語句を使用し、各墓

の左右は、墓室から墓庭を見た状況で呼称した。

　

遺構の外観は、以下のとおりである。

　① 屋根が亀甲墓を意識した装飾を施すもの（第 11 号墓）。

　② 基盤を利用して掘り込んで墓室を造り、前面は、琉球石灰岩を積み上げて装飾するもの（第 13 号墓）。

　③ 墓口周辺のみを琉球石灰岩等で塞ぐもの。

　④ 遺構全体に小振りでその造りも簡素なもの。

　亀甲墓である第 11 号墓（第 11 図）は、屋根部に石列を廻らせて亀甲墓を意識させるが、石敷き等

は確認できなかった。上段の第 26 号墓を造る際の造成土が屋根部をかなりの土量で覆われ、調査開始

時には、亀甲墓の外観はうかがえない状況であった。

　墓域としては、立地する丘陵の斜面を利用して二〜三段の高低からなる様相を呈していた。墓域の

形成過程をうかがう上で注意される。遺構の特徴や出土遺物などから推測すると、以下のような形成

過程が想起された。

　丘陵の西側斜面に位置する第 62・63 号墓、第 46・47 号墓が比較的古い時期に造られたと考えられ

る。第 62 墓は、墓室に蔵骨器を安置するための「タナ」は設けられていない。第 63 号墓は、墓室の

奥、右側に比較的低い「タナ」を設ける。第 46・47 号墓は、室内の奥、左右に「タナ」が設けられるが、

かなり高い位置で、墓室の様相は、他の古墓とは明らかに異なる。

　近年、県内においては、古墓の調査事例が増加しており墓室の形態による分類が試みられている。

今後、さらなる検討が加えられることによって、古墓の研究が大いに発展するものと考える。

　なお、第５〜 37 図に遺構の実測図を、第１表にその特徴を示した。参照いただきたい。

参考文献

『前田・経塚近世墓群２』首里大名地区　浦添市教育委員会　2011（平成 23）年２月
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第１表　遺構計測一覧

挿図番号
図版番号 墓番号

立地
場所

の基盤

外観
形式

墓口の
構築
方法

座標値(m) 墓口
庭の
構築
方法

サンミ
デー

の有無

墓室の
平面形

墓室
(㎡）

墓室 タナ数
蔵骨器
有無

一次葬
の有無 備考X座標

Y座標
Z座標

奥行
幅

高さ

奥行
幅

高さ

奥
右
左

1 第５図
図版５ 第1号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25838.096
22397.886

84.236

78
62
116

基盤を
掘込む × 方形 2.14

137
156

（135）

1
—
—

○ ×

第2号墓と墓庭を共有する。墓庭からは蔵骨器片・
瓶子・猪口・指輪・板材などが出土する。墓室左側
壁には円形に掘り広がった部分が確認できる。

（墓口方位：N-1 -゚E）

2 第５図
図版５ 第1-1号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25838.877
22398.808

不明
不明
不明

基盤を
掘込む × 方形 不明

不明
19
30

―
―
―

○ ×

第1号墓右側の壁面に穴が穿たれ、枝サンゴが詰
まった小型の壺が安置されていた。（墓口方位：
N-20 -゚W）

3 第５図
図版５ 第2号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25837.788
22400.007

84.646

114
75
121

基盤を
掘込む × 方形 3.7

200
185

（120）

1
1
―

○ ×

第1号墓と墓庭を共有する。墓庭の高さは第1号墓
と比べるとやや高くなっている。墓口前床面には
細礫が広がる。（墓口方位：N-1 -゚E）

4 第６図
図版６ 第3号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25835.621
22418.323

85.959

94
40

（65）

基盤を
掘込む × 方形 1.39

108
155

（74）

―
―
―

○ ○

墓庭は配水管工事により失われている。墓口前面
から天井の一部にかけて崩落している。墓室埋土
から3基、床面から4基の蔵骨器が出土した。シル
ハラシドゥクマから頭を南に向けた一次葬の人
骨が出土した。墓口の右壁際に暗渠が設けられて
いる。（墓口方位：N-5 -゚E）

5 第７図
図版６ 第4号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25834.132
22420.516

86.341

84
56
137

基盤を
掘込む × 方形 2.61

133
196

（124）

1
1
1

× ×

墓口前の閉塞石は原位置を保っていない。墓室の
掘り方はシルハラシドゥクマ中央が窪み、墓口か
ら墓庭に向けて傾斜して下る。墓庭は配水管工事
により失われている。（墓口方位：N-12 -゚E）

第5号墓
ニービ･
クチャ
互層

― ―
25835.197
22422.794

86.504
― ― ― ― ― ― ― ― ―

調査当初第5号墓とした範囲は第6号墓の一部で
あることが判明。第5号墓は欠番とした。

6 第８図
図版７ 第6号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25835.112
22423.234

86.504

63
55

(58）

基盤を
掘込む ○ 方形 3.72

153
243

（115）

1
1
1

○ ×

墓庭の大半は配水管工事で失われている。礫を並
べてサンミデーを設け、上部には陶製有形甕形の
蔵骨器4基が置かれていた。墓口から墓庭にかけ
て暗渠が設けられている。（墓口方位：N-10 -゚E）

7 第９図
図版８ 第7号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25828.013
22422.158

89.929

121
53
132

基盤を
掘込む × 方形 3.62

182
199

（146）

1
―
―

○ ×

床面は2面ある。上位の床面は崩落土などを造成
して平坦面を成形した面で、墓庭にコンクリート
製墓が置かれていた。下位の床面は墓口前に細礫
が広がる。墓口側の壁面に約25×20cmの小さな
掘り込み、左側に横穴を掘り広げた痕跡がある。
墓庭の左側壁面に墓口を東に向ける第7-1号墓が
ある。（第7号墓口方位：N-12 -゚E・第7-1号墓口方位：
S-82 -゚E）8 第９図

図版８ 第7-1号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25830.852
22420.921

不明
不明
不明

基盤を
掘込む × 方形 1.53

132
116

（83）

―
―
―

× ×

9 第10図
図版９ 第8号墓

ニービ･
クチャ
互層

不明 基盤を
掘込む

25830.107
22418.324

89.396

192
82
195

基盤を
掘込む × 方形 4.03

185
218

（153）

―
―
―

○ ×

墓庭の床面上には大量の土砂が堆積し、墓口はそ
の上面からコンクリートブロックで閉塞されて
いた。墓室内奥壁に40×27cmの半月形で小さな掘
り込みがある。右壁角から横穴が掘られ、第7号墓
横穴の方向へ向かっているが貫通はしていない。
突き当りの壁面には小さな掘り込みがある。墓庭
右カキ端部に墓口を北に向ける小振りの第8-1号
墓がある。（第8号墓口方位：N-10 -゚W・第8-1号墓口
方位：N-12 -゚E）

10 第10図
図版９ 第8-1号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25832.413
22420.396

不明
不明
不明

基盤を
掘込む × 方形 0.43

69
63

（53）

―
―
―

× ×

11 図版10 第9号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

22825.603
22402.465

86.393

90
48
132

基盤を
掘込む × 不定形 0.38

52
79

（86）

―
―
―

○ ×

現況で墓口に人骨を含む陶製有頸甕形の蔵骨器
が2基置かれていた。墓室は小振りである。（墓口
方位：S-16 -゚E）

第10号墓
ニービ･
クチャ
互層

― ―
22825.462
22404.1 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

調査当初第10号墓とした範囲は第11号墓の一部
であることが判明。第10号墓は欠番とした。

12 第11図
図版11 第11号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

22824.127
22404.754

86.772

94
22

不明

基盤を
掘込む ○ 方形 3.75

175
237

（152）

1
1
1

○ ×

サンミデー部分は盛土と石を並べて構築する。屋
根部分には盛土を施し、周囲に石を並べることで
ワラビヌティを設けている。墓室上部及び墓前面
は崩落により失われている。シルハラシドゥクマ
は墓口床面よりも一段下がる。（墓口方位：S-54゜
-W）

13 図版12 第12号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓
基盤と
石積み
を併用

25826.006
22415.901

92.445

48
57
74

基盤を
掘込む ○ 楕円形 0.54

81
57
86

―
―
―

× ×

サンミデーは石組みで構築する。墓室は小振りで
ある。墓庭下に第12-1号墓墓室が埋没している。

（墓口方位：S-38 -゚W）

14 図版13 第12-1号
墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓
基盤と
石積み
を併用

25824.278
22414.321

91.532

87
124

（56）

基盤を
掘込む ○ 方形 4.38

187
234
不明

1
1
1

× ×

シルハラシドゥクマは墓口床面よりも一段下が
る。サンミデーは礫組みで構築されている。第12-1
号墓は廃絶あるいは埋没後に盛土をして第12号
墓を構築している。（墓口方位：S-28 -゚W）

15
第12図
図版

14・15・16
第13号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 石積み
25819.280
22411.629

87.092

118
62
86

基盤を
掘込む ○ 方形 5.8

201
289
158

2
2
2

○ ×

両ソデは盛土で造成されている。右カキ上面には礫
を並べ階段が造られている。墓室内のタナから羨
道部、サンミデーを通り墓庭に排水されるように暗
渠が設けられている。シルハラシドゥクマには切り
石を組んで造った棺箱を置く台座が設けられてい
る。（墓口方位：S-57 -゚W）

16
第12図
図版

14・15・16

第13-1号
墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25820.900
22410.269

53
53
―

基盤を
掘込む × 方形 1.72

152
113
―

1
0
0

○ ×

第13号墓の右ソデを利用して構築されている。
（墓口方位：S-24 -゚E）

17 図版17 第14号墓
ニービ･
クチャ
互層

不明 不明
25822.866
22424.238

94.067

不明
不明
不明

不明 ― 方形 （3.46）
（149）

237
（144）

1
1
1

○ ×

斜面の崩落により墓庭部分は失われており、墓室
床面と壁面の一部のみが確認できる。奥壁側のタ
ナは両側壁のタナに比べてやや高い。左側タナ上
から蔵骨器1基が出土した。（墓口方位：N-42 -゚E）

備考：①座標値は世界測地系、②墓口・墓室の単位は㎝
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挿図番号
図版番号 墓番号

立地
場所

の基盤

外観
形式

墓口の
構築
方法

座標値(m) 墓口
庭の
構築
方法

サンミ
デー

の有無

墓室の
平面形

墓室
(㎡）

墓室 タナ数
蔵骨器
有無

一次葬
の有無 備考X座標

Y座標
Z座標

奥行
幅

高さ

奥行
幅

高さ

奥
右
左

18 図版37 第15号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25800.638
22428.212

91.950

168
99

（92）
不明 ○ 不明 ―

不明
不明
不明

不明
不明
不明

○ ×

墓室・墓庭を掘り抜いて、壕として改変した可能
性が高いと考えられた。西側は入口に相当し、琉
球石灰岩が並んでいた。（墓口方位：N-83 -゚W）

19 図版38 第16号墓
ニービ･
クチャ
互層

平葺墓

基盤と
ｺﾝｸﾘｰﾄ
ﾌ ﾛ゙ｯｸを
併用

25795.754
22436.130

97.860

20
53
90

基盤と
セメント
を併用

○ 方形 0.82
159
62
78

—
—
—

○ ×

正面はコンクリートにより補強していた。（墓口
方位：S-80 -゚W）

20 第13図
図版39 第17号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25793.585
22434.321

97.261

55
77
62

基盤を
掘込む × 楕円形 5.1

175
327

（122）

1
―
―

○ ×

墓室の天井及び壁面の一部は崩落により失われ
ている。墓庭には囲いはなく、西側が大きく崩落
し失われている。墓口は西向きに2箇所あり、共に
琉球石灰岩礫により閉塞されていた。それぞれの
墓口に対応する明瞭な墓室の区切りはないが、境
界線部分に琉球石灰岩が1段並べられており、床
面の高さは左の墓室に比べて右の墓室が低い位
置にある。タナ上には蔵骨器が原位置を保った状
態で出土し、シルハラシドゥクマからは大量の蔵
骨器片が出土した。中には沖縄産陶器壺に蓋を被
せて蔵骨器に転用したと考えられるものもあっ
た。（墓口方位：N-61 -゚W）

21 第13図
図版39

第17-1号
墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25792.212
22433.586

38
40
36

基盤を
掘込む × 楕円形 5.1

175
327

（122）

1
―
―

○ ×

22 図版38 第18号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓

基盤と
セメント
製の枠
を併用

25788.811
22437.471

96.400

15
65
82

不明 ○ 方形 1.93
125
154
101

―
―
―

× ×

墓口は斜面地に設けられ、明瞭な平坦面を有する
墓庭は確認できない。サンミデーはコンクリー
トブロックと盛土で構築している。（墓口方位：
N-31 -゚W）

第19号墓 ― ― ―
25811.080
22431.520 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

調査範囲の対象外。第19号墓は欠番とした。

23 図版18 第20号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25838.443
22403.961

84.865

80
不明
不明

不明 ― 不明 （0.91）
（102）
（103）
（79）

不明
不明
不明

○ ×

崩落により墓室の大半は失われており、床面と壁
面の一部のみ確認できる。埋土中からは蔵骨器片
が多く出土したが、原位置は不明である。（墓口方
位：N-2 -゚E）

24 図版18 第21号墓
ニービ･
クチャ
互層

不明 不明
22407.442
25833.359

88.592

不明
不明
不明

不明 不明 不明 不明
不明
不明
不明

不明
不明
不明

○ ×

明確な墓の形状は確認できないが、蔵骨器が集中
する範囲を確認した。陶製御殿形蔵骨器（素焼き）
の銘書は「康煕六十一年」(1722年)、陶製無頸甕形
の蔵骨器の銘書には「乾隆」（1736〜1795年）の年
号が記されていた。（墓口方位：不明）

25 図版19 第22号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25830.386
22401.332

86.248

（166）
110
不明

不明 × 方形 6.46
240
269

（148）

1
1
1

× ×

崩落により天井部分は失われている。（墓口方位：
S-36 -゚W）

26 図版20 第23号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25820.505
22405.129

86.383

不明
39

不明

基盤を
掘込む × 方形 0.59

117
50

（66）

―
―
―

○ ×

墓室は小振りである。陶製甕形の蔵骨器を原位置
で確認した。（墓口方位：S-33 -゚W）

27 第24号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25818.231
22405.496

86.282

24
16

不明

基盤を
掘込む × 楕円形 0.54

69
78

不明

―
―
―

× ×

墓室は小振りである。削平により墓室右側壁面が
残存するのみである。（墓口方位：N-48 -゚W）

28 第14図
図版21 第25号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25840.078
22402.095

84.542

62
58

不明

基盤を
掘込む × 楕円形 1.61

148
154

（113）

―
―
―

○ ×

墓室は小振りである。奥壁側のタナに陶製無頸甕
形蔵骨器が原位置で確認できた。タナ床面からは
陶製人形2点・銭貨・数点の貝類遺殻が出土した。

（墓口方位：N-2 -゚E）

29 第15図
図版22 第26号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 石積み
25825.948
22411.745

91.085

88
62

（45）

基盤を
掘込む ○ 方形 4.27

239
209

（148）

1
―
―

○ ×

タナ及びシルハラシドゥクマから陶製御殿形4
基、陶製軒付甕形1基の蔵骨器が人骨を含んだ状
態で出土した。大半が崩落により破損し、原形を
留めていない。サンミデーは石敷きを施し、上面
に人骨を含む蔵骨器片が多く出土した。墓庭から
骨片を含んだ壺が1点出土した。（墓口方位：S-52゜
-W）

30 図版23 第27号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25819.536
22405.427

86.332

32
54

不明

基盤を
掘込む × 方形 0.87

159
55

（112）

2
―
―

○ ×

陶製御殿形蔵骨器（コバルト）が原位置で出土し
た。（墓口方位：S-57 -゚W）

31 第16図
図版24 第28号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25816.033
22415.681

87.134

103
62
118

基盤を
掘込む × 方形 3.39

174
195
121

1
―
―

○ ○

墓庭は第29号墓と共有。右カキは第13号墓との境
界となる。サンミデーはないが墓口前床面に琉球
石灰岩の細礫が広がる。シルハラシドゥクマから
は棺箱に北向きの姿勢の一次葬人骨が出土した。
タナやシルハラシドゥクマからは破損した蔵骨
器が10基以上出土した。墓庭右カキ際から頭を西
にした仰向けの状態の旧日本軍人とみられる人
骨（「金山出石寺」銘入り金属製品を伴う）が出土
した。なお、同人骨は、担当部署へ引き渡した。（墓
口方位：S-44 -゚W）

32 第17図
図版25 第29号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25813.614
22416.707

87.260

80
71
144

基盤を
掘込む × 方形 3.15

164
192

（81）

―
―
―

○ ×

墓庭は第28号墓と共有。左カキは第30号墓の右カ
キとの境界となる。明瞭なタナはないが奥壁側の
床面はやや高まりを持つ。人骨を含む蔵骨器が約
17基あり、壁面に沿ってコの字状に直立して置か
れている。（墓口方位：S-82 -゚W）

33 第18図
図版26 第30号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25810.825
22419.885

87.366

199
71
137

基盤を
掘込む × 不定形 1.31

109
140
93

―
―
―

○ ×

墓庭は第31号墓と共有。右カキは第29号墓の左カ
キとの境界となる。墓庭には礫を並べ、右カキの
地山壁面との間に暗渠を設けている。また暗渠は
墓口前から第31号墓側に伸び、第31号墓の暗渠と
合流する。（墓口方位：S-62 -゚W）

34 第19図
図版27 第31号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25808.915
22420.424

87.598

90
94
134

基盤を
掘込む × 方形 2.79

154
181
124

1
―
―

○ ×

墓庭は第30・32号墓と共有。墓口前に切り石が置
かれ、墓庭との境界線を成している。墓庭の掘り
方には暗渠が設けられている。墓口前で第30号墓
と繋がっており、それぞれの本線と支線を合わせ
た暗渠の平面形はH字状を成す。（墓口方位：S-67゜
-W）
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挿図番号
図版番号 墓番号

立地
場所

の基盤

外観
形式

墓口の
構築
方法

座標値(m) 墓口
庭の
構築
方法

サンミ
デー

の有無

墓室の
平面形

墓室
(㎡）

墓室 タナ数
蔵骨器
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一次葬
の有無 備考X座標

Y座標
Z座標

奥行
幅

高さ

奥行
幅

高さ

奥
右
左

35 第20図
図版28 第32号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 石積み
25806.820
22421.301

87.637

56
64
96

基盤を
掘込む × 方形 2.87

168
171

（108）

1
―
―

○ ○

墓庭は第31・34号墓と共有。シルハラシドゥクマ
から棺箱に入った状態の一次葬人骨が出土した。
頭部は南を向いている。胸骨直上に琉球石灰岩礫
2点が載っている。タナ及びシルハラシドゥクマ
南側からは人骨を含む蔵骨器が約8基出土した。
墓庭には細い暗渠が設けられ、第31号墓暗渠の方
向に伸びる。（墓口方位：S-66 -゚W）

36 第33号墓
ニービ･
クチャ
互層

不明 不明
25808.346
22412.458

不明
不明
不明

不明 不明 不明 不明
不明
不明
不明

不明
不明
不明

○ ×

歯・蔵骨器片・瓶子・碗・簪などの遺物が集中する
状況は確認できるが、墓の平面形は不明である。

（墓口方位：不明）

37 第21図
図版29 第34号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25803.136
22420.843

87.879

95
68
123

基盤を
掘込む ○ 方形 2.66

165
161
115

1
―
―

○ ×

墓庭は第32・39号墓と共有。サンミデーは礫を組
んで構築する。蔵骨器は5基出土した。墓口左側壁
際に暗渠が設けられ、ニービの礫が溝内に入って
いる。（墓口方位：N-89 -゚W）

38 図版30 第35号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓
基盤と
石積み
を併用

25797.374
22423.919

89.811

152
60
115

盛土を
して

平場を
成形

○ 方形 1.32
132
100

（108）

―
―
―

○ ×

墓庭下に第35-1号墓が埋没し、盛土で上面を平坦
にすることで床面を成形している。墓口に頭骨を
含む人骨と蔵骨器片が出土する。（墓口方位：S-41゜
-W）

39 第22図
図版31

第35-1号
墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 石積み
25797.783
22421.450

88.611

98
60

（90）

基盤を
掘込む ○ 方形 4.05

226
179

（196）

3
1
1

○ ×

天井部は崩落し、壁面は一部残存している。シル
ハラシドゥクマには琉球石灰岩礫を敷き詰めて
いる。シルハラシドゥクマ及びタナ上には蓋を中
心とした蔵骨器片が少量出土した。暗渠は地山を
掘り込み、溝内に琉球石灰岩礫を入れ込んでい
る。第35-1号墓が廃絶あるいは埋没後に盛土を施
し第35号墓を構築している。（墓口方位：N-65 -゚W）

40 第23図
図版32 第36号墓

ニービ･
クチャ
互層

不明 基盤を
掘込む

25795.435
22421.068

88.656

125
75

（102）

基盤を
掘込む × 方形 （4.39）

（179）
274
不明

1
1
1

○ ×

墓口の両側に石積みが成されていたと考えられ
る。天井部は全て崩落し、壁面も一部のみ残存し
ている。奥壁のタナは低く削平され、壁面は南に
4m以上掘り広げられ、さらに丘陵内部に続く。左
側タナ上面からは三叉の鋤・燃えた衣類が出土し
た。シルハラシドゥクマは墓口から一段低い位置
にある。なお、本墓周辺の図を第23図に掲載した。

（墓口方位：N-63 -゚W）

41 第23図
図版32 第37号墓

ニービ･
クチャ
互層

不明 基盤を
掘込む

25792.411
22420.231

89.846

105
62

（55）

基盤を
掘込む ○ 方形 1.76

130
135
不明

1
―
―

× ×

天井部は全て崩落し、壁面は一部のみ残存してい
る。タナ中央には深さ15cmの円形の穴が設けら
れ、左側にも薄い円形の凹みが確認できる。墓口
前は切り石を並べ、両側は地山を同じ高さに削り
残している。第37-1号墓が廃絶あるいは埋没後に
盛土をして第37号墓を構築する。なお、本墓周辺
の図を第23図に掲載した。（墓口方位：N-70 -゚W）

42 第23図
図版33

第37-1号
墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25793.277
22418.895

88.744

67
53

不明

基盤を
掘込む ○ 楕円形 0.71

75
95

（83）

―
―
―

○ ×

墓室は第37号墓の墓口下層に位置する。墓室は小
振りである。墓室にはニービの90×60cmの平石を
配する。下層には第43号墓が埋没している。なお、
本墓周辺の図を第23図に掲載した。（墓口方位：
N-64 -゚W）

43 図版34 第38号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25784.068
22419.221

88.505

101
58

不明

基盤を
掘込む × 方形 3.03

158
192
127

―
―
―

○ ×

第38号墓右カキに掘り込みがあり、第38-1号墓が
位置する。墓庭は第40号墓と共有する。（第38号墓
口方位：N-33 -゚W　第38-1号墓口方位：N-77 -゚W）

44 図版34 第38-1号
墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25788.425
22417.987

88.467

33
29

不明

基盤を
掘込む × 不定形 0.19

38
56

不明

1
1
1

× ×

45 第24図
図版40 第39号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25801.419
22421.393

87.831

30
63
121

基盤を
掘込む × 方形 0.64

106
60
79

―
―
―

○ ×

左カキは地山を削り残して構築する。左カキ際に
溝を設けている。墓庭は第30･31･32･34号墓と共
有する。墓室は小振りである。蔵骨器が地山上面
に2基直立した状態で出土した。（墓口方位：N-75゜
-W）

46 第40号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25805.414
22418.404

88.670

116
66
69

基盤を
掘込む × 不明 ―

不明
（143）

不明

―
―
―

× ×

崩落が著しく墓室は大きく失われている。崩落の
影響は第61号墓前面まで広がっている。墓室の床
上面からは板材が出土した。墓庭は第38号墓と共
有する。（墓口方位：N-57 -゚W）

47 図版40 第41号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25799.783
22422.320

88.424

94
56
108

基盤を
掘込む × 方形 2.16

193
112
139

1
1
1

○ ×

右カキは地山を削り残して構築する。墓庭は第
35-1・36・37-1号墓と共有する。両側壁のタナは奥
壁側に比べてやや低くなっている。墓庭を共有し
ているため、明確な遺物の区分けはできないが、
墓庭からは陶磁器片や棺箱の板材が出土した。な
お、本墓周辺の図を第23図に掲載した。（墓口方
位：S-16 -゚W）

48 図版41 第42号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25792.116
22419.125

88.630

108
67

（127）

基盤を
掘込む × 方形 0.66

76
93

（83）

―
―
―

○ ×

左カキは地山を削り残して構築する。墓室は小振
りである。墓室には方形の切り石を2個配置して
棺箱や蔵骨器を置く台座を設けている。墓庭には
伏せた蔵骨器で北方向に続く暗渠を構築してい
る。その際、北隣にある第73号墓左カキの石列を
一部削平したものと考えられる。なお、本墓周辺
の図を第23図に掲載した。（墓口方位：S-30 -゚W）

49 図版42 第43号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25793.381
22418.886

88.390

―
―
―

基盤を
掘込む × 楕円形 0.51

66
81

（68）

―
―
―

× ×

左カキは地山を削り残して構築する。第37-1号墓
の墓口下に構築された小振りの墓である。天井部
及び壁面は大きく失われ、床面と壁面の立ち上が
り部分のみが残存する。なお、本墓周辺の図を第
23図に掲載した。（墓口方位：N-54 -゚W）

50 図版42 第44号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25794.036
22416.213

88.090

57
66

（48）

基盤を
掘込む × 方形 0.96

72
134

（32）

―
―
―

× ×

天井部及び壁面は大きく失われ、床面と壁面の立
ち上がり部分のみが残存する。墓室は小振りであ
る。墓室から棺箱の板材が出土した。人骨1点、こ
はぜ1点が板材上面から出土した。墓庭は第73･74
号墓と共有する。なお、本墓周辺の図を第23図に
掲載した。（墓口方位：S-46 -゚W）

51 第25図
図版43 第45号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25824.834
22420.992

93.192

19
62
82

基盤を
掘込む ○ 楕円形 0.43

43
92
76

―
―
―

○ ×

右カキは地山を削り出して構築する。墓口は第46
号墓の墓室奥壁に当たる地山の掘り込みにより
構築されている。墓庭は第46号墓の廃絶あるいは
埋没後さらに盛土して床面を形成している。墓室
は小振りである。墓室内からは石製家形蔵骨器や
本土産陶器を蔵骨器に転用したと考えられる資
料が出土した。（墓口方位：S-31 -゚W）
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奥
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52 第26図
図版43 第46号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25823.308
22419.802

91.772

54
72

（50）

基盤を
掘込む ○ 方形 6.3

192
328

（208）

1
1
1

○ ×

両カキとも地山を削り出し、琉球石灰岩の石積み
で構築する。サンミデーは琉球石灰岩の石組みで
構築されている。奥壁のタナは中央を削り残すこ
とで左右2箇所に分かれている。奥タナ、左右タナ
とも比較的高い位置に設けられる。墓庭から出土
した蔵骨器の銘書に「康煕弐七年」(1688年）の年号
が記されていた。（墓口方位：S-49 -゚W）

53 第27図
図版44 第47号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25819.474
22422.090

91.689

93
57

（64）

基盤を
掘込む × 方形 4.3

166
259

（128）

1
2
1

○ ×

両カキとも地山を削り出して構築する。右カキに
小振りの掘り込みが設けられている。内部から煙
管の雁首と吸い口が出土した。左右のタナの角部
分は一部不整形に掘り広げられている。両タナと
も比較的高い位置に設けられる。墓庭から蔵骨
器片や瓶子が出土した。蔵骨器片は1箇所にまと
まって出土した。（墓口方位：S-43 -゚W）

54 第28図
図版45 第48号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25816.795
22423.499

92.115

31
93

（71）

基盤を
掘込む ○ 楕円形 2.18

184
200

（174）

1
―
―

○ ×

両カキとも地山を削り出して構築する。左カキに
第75号墓が構築され、墓庭を共有する。墓室から
は原位置を保った蔵骨器が出土した。倒れた蔵骨
器の上に板状のサンゴ石が載っている状況が確
認できた。墓庭から蔵骨器片・瓶子・猪口・煙管・
簪・鏡が出土した。鏡は保存処理を施した。（墓口
方位：S-48 -゚W）

55 第29図
図版46 第49号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓
基盤と
石積み
を併用

25784.329
22437.969

98.726

208
59
101

基盤を
掘込む ○ 方形 3.82

152
251
155

1
1
1

○ ×

両カキとも地山の削り出しで右カキは琉球石灰
岩石積みで構築されている。左カキに第64号墓が
構築され、墓庭を共有する。サンミデーは琉球石
灰岩の石組みで右側角にカビアンジドゥクマが
設けられている。墓庭からは瓶子・猪口・指輪・板
材・簪を伴う毛髪が土坑内より出土した。毛髪は
保存処理を施した。また、戦争遺物なども得られ
ている。（墓口方位：S-49 -゚E）

第50号墓
ニービ･
クチャ
互層

― ―
25814.862
22425.052 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

調査当初第50号墓とした範囲は第51号墓の一部
（墓庭）であることが判明。第50号墓は欠番とし
た。

56 第30図
図版47 第51号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25815.991
22425.733

92.717

40
60

（40）

基盤を
掘込む ○ 方形 1.47

137
107

（81）

―
―
―

○ ○

右カキは地山を削り出して構築する。サンミデー
は琉球石灰岩の石組みで構築されている。墓室床
面上から一次葬人骨が出土、簪を伴う毛髪が伴っ
ていた。毛髪は保存処理を施した。第51号墓は第
75号墓廃絶あるいは埋没後、上面に盛土をして床
面を成形している。（墓口方位：S-25 -゚W）

57 図版48 第52号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25816.348
22427.934

92.860

109
61

（126）

基盤を
掘込む × （方形） ―

不明
259
不明

―
1
―

○ ×

右カキは地山を削り出して構築する。墓室の東側
は別の墓もしくは壕が設けられているとみられ
る。墓室からは猪口や本土産磁器片が出土した。
墓庭から蔵骨器片・銭貨（寛永通宝）・貝類遺殻が
出土した。墓庭は第53･54号墓と共有する。（墓口
方位：S-31 -゚W）

58 図版49 第53号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25811.790
22428.062

92.670

―
―
―

基盤を
掘込む × （方形）（1.26）

200
63

（79）

―
―
―

○ ×

墓庭は第54･55号墓と共有する。墓室は天井部及
び奥壁を除く壁面は大きく失われている。（第54
号墓と共に墓室が残存した凹み部分に琉球石灰
岩の石積みが加えられ、調査対象外〔古墓Ｎ〕の左
カキとして改変されていた。）（墓口方位：N-76゜
-W）

59 図版49 第54号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25810.288
22427.818

92.690

59
81

（31）

基盤を
掘込む × 楕円形 0.82

70
129
71

―
―
―

○ ×

墓庭は第53･55号墓と共有する。天井部及び奥壁
を除く壁面は大きく失われている。墓室は小振り
である。（第53号墓と共に墓室が残存した凹み部
分に琉球石灰岩の石積みが加えられ、調査対象外

〔古墓Ｎ〕の左カキとして改変されていた。）（墓口
方位：N-73 -゚W）

60 図版49 第55号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25808.456
22427.931

92.780

35
53

（28）

基盤を
掘込む × 方形 1.26

210
94

（89）

―
―
―

○ ×

墓庭は第53･54号墓と共有する。天井部及び壁面
の一部は失われている。床面の奥側は一段高くな
り、蔵骨器が2基直立した状態で出土した。掘削調
査時に墓口周辺の埋土中から簪・土製人形が出土
した。（墓口方位：N-58 -゚W）

61 図版50 第56号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25807.243
22430.702

94.440

107
29
(64)

基盤を
掘込む × 楕円形 1.43

88
165

（77）

―
―
―

○ ×

墓室からは直立した蔵骨器が3基出土した。その
うち1基は小型でつまみ付の平らな蓋を持つ。蔵
骨器が安置されていた床面はそれぞれの大きさ
に合わせて掘り窪められていた。墓室は墓口を
含めると左壁が大きく膨らむいびつな楕円形に
なっている。（墓口方位：N-66 -゚W）

62 図版50 第57号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25804.345
22428.394

92.230

107
125
132

基盤を
掘込む × 方形 2.86

157
182

（112）

―
―
―

○ ×

墓室の天井部は崩落により失われている。埋土中
から蔵骨器片が大量に出土したが原位置を保っ
た遺物は出土しなかった。（墓口方位：S-75 -゚W）

63 図版51 第58号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25793.769
22431.154

93.770

―
―
―

基盤を
掘込む × 方形 2.01

183
110

（147）

―
―
―

○ ×

崩落が著しく残存状態が良くない。墓室内の崩落
土中からは人骨を伴う蔵骨器片が大量に出土し
たが、原位置を保った遺物は出土しなかった。（墓
口方位：S-53 -゚W）

64 図版51 第59号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25790.489
22432.750

97.060

―
―
―

不明 ― （楕円形） ―
（82）
（83）
（72）

―
―
―

○ ×

墓口を含めた床面の半分、天井部と壁面が崩落に
より大きく失われているため、明確な墓室の平面
形や墓口の方向は不明である。墓室からは小型の
蔵骨器が3基出土した。（墓口方位：N-39 -゚W）

65 図版51 第60号墓
ニービ･
クチャ
互層

― ―
25785.922
22429.587

92.880
― ― ― ― ― ― ― ○ ×

崩落が著しく原形を保っていない。崩落土には蔵
骨器片が含まれている。

66 図版51 第61号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25784.647
22426.547

93.930

72
58

（101）
不明 × （方形） ―

（221）
（322）
（114）

不明
不明
不明

○ ×

崩落が著しく墓口と墓室左壁面のみ残存する。墓
室の平面形は残存状況から方形と推測できる。
墓口には琉球石灰岩礫が閉塞石として積まれて
いた。墓口から北側で墓庭に相当する範囲は第40
号墓の崩落の影響を受け、失われる。（墓口方位：
N-64 -゚W）

67
第31図
図版
52・53

第62号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25784.112
22423.076

94.086

109
62

（87）

基盤を
掘込む ○ 楕円形 3.51

111
282

（129）

―
―
―

○ ×

墓室からは直立した状態を含め、蔵骨器が16基出
土した。その他、瓶子(肥前焼含む）・猪口・煙管など
が出土した。墓口は琉球石灰岩とニービの礫で閉
塞されていた。墓庭は崩落により失われている。

（墓口方位：N-34 -゚W）
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挿図番号
図版番号 墓番号

立地
場所

の基盤

外観
形式

墓口の
構築
方法

座標値(m) 墓口
庭の
構築
方法

サンミ
デー

の有無

墓室の
平面形

墓室
(㎡）

墓室 タナ数
蔵骨器
有無

一次葬
の有無 備考X座標

Y座標
Z座標

奥行
幅

高さ

奥行
幅

高さ

奥
右
左

68 第32図
図版54 第63号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25779.293
22422.391

94.229

105
54
(68)

基盤を
掘込む × 方形 3.47

180
193

（118）

1
1
―

○ ×

墓室床面から直立した状態を含め蔵骨器が5基出
土した。内訳は沖縄産陶器（水甕）を蔵骨器に転用
した資料2基、陶製無頸甕形蔵骨器（ボージャー）3
基である。墓口の前方に円形の土坑が掘り込まれ
ている。脊椎動物遺体（豚の頭部）が内部から出土
した。（墓口方位：N-66 -゚W）

69 第29図
図版46 第64号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓
基盤と
石積み
を併用

25783.191
22442.600

98.670

70
61

（146）

基盤を
掘込む ○ 方形 ―

不明
不明
不明

不明
不明
不明

○ ×

第49号墓の左カキに構築されている。サンミデー
は琉球石灰岩の石組みで構築され、右角にカビア
ンジドゥクマが設けられている。墓口前から歩兵
銃、墓室から防毒マスク・箱入りの弾が出土した。
墓庭は第49号墓と共有する。（墓口方位：S-27 -゚W）

70 図版55 第65号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25777.278
22437.382

98.830

―
51
43

基盤を
掘込む × 方形 0.2

46
44
41

―
―
―

× ×

左カキは地山を削り出し構築する。墓室は小振り
である。琉球石灰岩が2個墓口前に積まれ、閉塞さ
れていた。（墓口方位：S-26 -゚E）

71 図版55 第66号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25775.245
22434.922

97.930

180
58

（28）
不明 × 方形 ―

187
（178）
（199）

（1）
（1）
（1）

○ ×

墓室右側は建物の基礎工事により攪乱を受けて
いる。コの字状のタナが1段巡っていたと推測で
きる。墓口には琉球石灰岩が閉塞石として使用さ
れていた。（墓口方位：S-17 -゚E）

72 第67号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 不明
25773.869
22429.960

98.070

不明
不明
不明

不明 ― （方形） ―
（206）
（258）
（167）

3
1
1

○ ×

墓室の南半分は建物の基礎工事により攪乱を受
け、北側半分が残存するのみである。墓口は南を
向くと推測できる。（墓口方位：S-19 -゚E）

73 第68号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25772.759
22427.388

98.390

75
46

（15）
不明 × 方形 0.31

75
41

（67）

1
―
―

○ ×

墓室は小振りである。墓口の南側は建物の基礎工
事により攪乱を受ける。（墓口方位：S-39 -゚E）

74 第33図
図版56 第69号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25770.364
22426.022

88.011

156
62

（91）

基盤を
掘込む × 方形 5.42

242
224

（198）

3
1
1

○ ×

右カキは地山を削り出し構築している。左側は建
物の基礎工事により攪乱を受けている。墓室右壁
に第70号墓につながる通路が設けられている。墓
室から蔵骨器12基、鉄兜、陶器片やガラス瓶、羨道
から水筒が出土した。墓庭からは人骨と鉄が出土
した。（墓口方位：S-42 -゚E）

75 第34図
図版57 第70号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25767.405
22422.795

97.516

188
64

（62）
不明 ○ 方形 4.71

170
277

（180）

2
1
1

○ ×

左カキは地山を削り出し構築している。墓室両壁
には第69･71号墓につながる通路が設けられてい
る。羨道部・サンミデーの縁は琉球石灰岩の石組
みで構築されている。墓室床面より高い位置で人
骨が出土した。その周囲からは戦争遺物が出土し
たことなどから、旧日本軍人とみられる。（墓口方
位：S-30 -゚E）

76 第35図
図版58 第71号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25765.343
22420.472

97.911

113
56
47

不明 ○ 方形 3.35
164
204

（128）

1
1
1

○ ×

右カキは地山を削り出し構築している。サンミ
デーの石組みは琉球石灰岩の石組みで構築され
ている。墓室の左壁には東隣の第70号墓につなが
る通路が設けられている。墓室内からは蔵骨器の
蓋・瓶が出土し、墓室の掘り込みからは歯ブラシ・
石鹸箱（「六四〇三　一法師隊　船越隆郷」銘入
り）・ものさし（「天口軍曹」などの銘入り）・銭貨が
出土した。（墓口方位：S-36 -゚E）

77 図版59 第72号墓
ニービ･
クチャ
互層

― ―
25791.435
22417.258

88.540
― ― ― ― ― ― ― ○ ×

蔵骨器が13基直立して集中している箇所がある
が、周囲の状況から墓室ではないと考えられる。

78 図版59 第73号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25794.847
22415.086

87.940

―
38

（37）

基盤を
掘込む × 方形 0.37

92
40

（26）

―
―
―

○ ×

墓室は小振りである。墓庭は第44･74号墓と共有
する。墓室埋土中から猪口が出土した。なお、本墓
周辺の図を第２3図に掲載した。（墓口方位：S-42゜
-W）

79 図版60 第74号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25792.866
22417.250

88.250

35
87
88

基盤を
掘込む × 方形 0.59

65
91

（77）

1
1
1

× ×

左カキのみ琉球石灰岩の石積みで構築している。
墓室は小振りである。シルハラシドゥクマから棺
箱を置くための琉球石灰岩小礫が出土した。墓庭
は第44･73号墓と共有する。なお、本墓周辺の図を
第23図に掲載した。（墓口方位：S-44 -゚W）

80 図版60 第75号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25813.280
22424.074

92.030

70
64

（62）

基盤を
掘込む × 方形 0.87

128
68

（56）

1
―
―

○ ×

第48号墓の左カキに構築されている。墓庭は第48
号墓と共有する。第75号墓は廃絶あるいは埋没後
に盛土をして第51号墓を構築している。（墓口方
位：N-67 -゚W）

81 第36図
図版61 第76号墓

ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25784.938
22413.910

88.343

116
58
88

基盤を
掘込む × 方形 2.81

155
126
93

―
―
―

○ ×

平成22年度、工事開始後に発見され緊急対応にて
確認調査。墓口及び墓庭は埋没していた。墓室に
は、８基の蔵骨器が安置されていた。墓口より銭
貨等が出土。（墓口方位：N-22 -゚E）

82
第37図
図版
62・63

第77号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25839.402
22414.477

85.440

76
46
―

不明 × 楕円形 0.34
86
40
―

―
―
―

○ ×

平成20年度、配水管工事に伴い緊急対応にて確認
調査。全体的に攪乱が著しく詳細は判然としな
い。３体分の人骨が集中する掘り込みを確認。（墓
口方位：N-13 -゚E）

83
第37図
図版
62・63

第78号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25839.452
22412.419

84.960

48
52
―

不明 × 方形 1.9
100
190
―

―
―
―

○ ×

平成20年度、配水管工事に伴い緊急対応にて確認
調査。全体的に攪乱が著しく詳細は判然としな
い。陶製無頸甕形蔵骨器、転用蔵骨器や中国産磁
器、貝類遺殻などが出土。（墓口方位：N-13 -゚E）

84
第37図
図版
62・63

第79号墓
ニービ･
クチャ
互層

掘込墓 基盤を
掘込む

25839.905
22411.506

85.400

―
―
―

不明 × 不定形 ―
―
―
―

―
―
―

○ ×

平成20年度緊急対応にて確認調査。全体的に攪乱
が著しく詳細は判然としない。１個の琉球石灰岩
と人骨片が出土。（墓口方位：N-13 -゚E）
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第５図 （図版５）　第１・２号墓
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第６図 （図版６）　第３号墓
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第７図 （図版６）　第４号墓
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第８図 （図版７）　第６号墓
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第９図 （図版８）　第７号墓
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第10図 （図版９）　第８号墓
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第11図 （図版11）　第11号墓
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第12図 （図版14・15・16）　第13号墓
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第13図 （図版39）　第17号墓
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第14図 （図版21）　第25号墓
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第15図 （図版22）　第26号墓
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第16図 （図版24）　第28号墓
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第17図 （図版25）　第29号墓
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第18図 （図版26）　第30号墓
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第19図 （図版27）　第31号墓
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第20図 （図版28）　第32号墓
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第21図 （図版29）　第34号墓
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第22図 （図版31）　第35－1号墓
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第23図 （図版32）　第36号墓周辺
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第24図 （図版40）　第39号墓
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第25図 （図版43）　第45号墓
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第26図 （図版43）　第46号墓
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第27図 （図版44）　第47号墓
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第28図 （図版45）　第48号墓
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第29図 （図版46）　第49号墓



— 48 —

第30図 （図版47）　第51号墓
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第31図 （図版52・53）　第62号墓
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第32図 （図版54）　第63号墓
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第33図 （図版56）　第69号墓
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第34図 （図版57）　第70号墓



— 53 —

第35図 （図版58）　第71号墓
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第36図 （図版61）　第76号墓
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第37図 （図版62・63）　第77・78・79号墓
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第Ⅴ章　蔵骨器

　本遺跡における蔵骨器の出土総数は、身 739 点、蓋 538 点の計 1,277 点である（第６表参照）。総数は、

胴部を除く口縁部・底部・口縁〜底部・完形を数えた。なお、身と蓋はセット関係にあり、身の出土数から、

少なくとも 739 セットの蔵骨器が存していたと考えられる。

　調査した墓の内、第 62・63 号墓においては蔵骨器が最も良好な状態で検出された。

　第 38 図〜第 40 図に掲載した図は、第 62 号墓より出土した蔵骨器である。同墓からは、これ以外に、

沖縄産無釉陶器の底部、甕形陶製有頸蔵骨器（マンガン）の蓋が出土している。

　図版 64 〜図版 72 は、第 62・63 号墓から出土した蔵骨器に加え、乾隆年間以前の銘書があるものの内、

撮影が可能なものを選別し、掲載した。

　蔵骨器の身は、下記のように分類した。

また、蔵骨器の蓋に関しては、身の各類型に合わせて分類した。身と蓋の相関は、第 2 表のようになる。

第２表　身・蓋相関

身 蓋

Ⅰ 家形

A 石製
① 切妻
② 寄棟
③ 入母屋B 陶製 a 陶質土器（赤焼）

b 施釉陶器（上焼）

Ⅱ 甕形

A 陶製無頸（ボージャー）
① 宝珠形つまみ
② まんじゅう形つまみ
③ つまみ無し

B 陶製有頸
　（マンガン）

a 軒無し

1 文様無し
2 貼付文
3 貼付文＋線彫文
4 線彫文

① 5mm以上の「き」
② 5mm未満の「き」
③ 「き」無し

b 軒有り 1 降棟に装飾有り
2 降棟に装飾無し

① 降棟に装飾有り
② 降棟に装飾無し

Ⅲ　円筒形 ① 宝珠形つまみ

蔵骨器（身） 専用 Ⅰ 家形

転用

Ⅱ 甕形

Ⅲ 円筒形

A 石製
B 陶製 a 陶質土器（赤焼）

b 施釉陶器（上焼）

A 陶製無頸（ボージャー）
B 陶製有頸（マンガン） a 軒無し

b 軒有り

1 文様無し
2 貼付文
3 貼付文＋線彫文
4 線彫文
1 降棟に装飾有り
2 降棟に装飾無し
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　Ⅰ類蓋は、屋根形式による細分が可能である。しかし、本遺跡においては、Ⅰ A 類（石製）は、屋

根形状が不明であり、Ⅰ Ba 類（赤焼）は、出土したのは寄棟のみであった。同様に、Ⅰ Bb 類（上焼）

も入母屋のみであった。

　Ⅱ類（甕形）は、大きさなどで細分類が可能であるが、今回は割愛する。本遺跡で出土した蔵骨器は、

口径が 20 〜 30㎝、器高が 45 〜 55㎝の間に属する（P129 第 58 図参照）。

　出土蔵骨器の種類で最多のものは、Ⅱ Ba 類（甕形陶製有頸軒無し・マンガン）である。身 407 点、

蓋 379 点、総数 786 点が出土している。これは、少なくとも 407 セットの蔵骨器が存していたという

ことであり、総セット数の 55％を占める。一方、Ⅱ A 類（甕形陶製無頸・ボージャー）は、身 143 点、

蓋 115 点であり、総セット数の 19％である。

　第３表は、専用蔵骨器のうち図版を掲載したものと、掲載してはいないが、銘書のあるものを収録

した表である。

　銘書を判読すると、「大中村」（連番号№ 15・20）との表記から、首里に居住していた人々が含まれ

ていることが伺える。名字は、儀間・比嘉・照屋・濱里などが見受けられる。筑登之・筑登之親雲上・

里之子親雲上・親雲上などの位階名があり、士族層に属する人々が含まれていることがわかる。

　判読できた銘書年号の内、最も古いものが康熙 25（1686）年（連番号№ 153）であり、最も新しい

ものが昭和 47（1972）年（連番号№ 32）である。この一帯が、約 290 年間にわたって墓所として利用

されていたことがわかる。

　第４表は、出土した転用蔵骨器の内、胴部を除いたものを収録した表である。

　転用蔵骨器は身 58 点、蓋 14 点が出土しており、身の出土数から少なくとも 58 セットの蔵骨器があ

ったことがわかる。身は壺や甕の転用品であり、蓋は皿や鉢を転用している。その殆どが壺屋焼であ

るが、喜名焼とみられるもの（連番号№ 50・55）や、薩摩焼とみられるもの（連番号№ 42・62）もある。

　第５表は、形式分類と洗骨年の相関表である。銘書中に複数の洗骨年を有するものについては、新し

い洗骨年を採用した。

　身は、銘書を有するものが少ないが、Ⅱ Ba ３類（陶製有頸軒無し貼付文＋線彫文）が、19 世紀初

頭〜 20 世紀初頭に属している。蓋は、Ⅱ Ba ①類（陶製有頸軒無しで 5mm 以上の「き」を有するもの）は、

18 世紀後半〜 19 世紀中頃、Ⅱ Ba ②類（5mm 未満の「き」を有するもの）は、19 世紀中頃〜 20 世紀

初頭、Ⅱ Ba ③類（「き」無し）は、20 世紀初頭〜中頃に集中する傾向がみられる。

参考文献

那覇市教育委員会 2001『銘苅古墓群（Ⅲ）－那覇新都心土地区画整理事業に伴う緊急発掘調査報告書Ⅸ－』那覇市文化財調査報告書第 50 集

沖縄県立埋蔵文化財センター 2001「第 3 部 第 3 章 第 1 節　厨子」『ヤッチのガマ　カンジン原古墓群－県営かんがい排水事業（カンジン地区）

　　　　　　　　　　　　　　　　に係る埋蔵文化財発掘調査報告書－』沖縄県立埋蔵文化財センター第６集

浦添市教育委員会 2004『前田・経塚近世墓群－市道 111 号線埋蔵文化財発掘調査－』

浦添市教育委員会 2007『市内遺跡発掘調査報告書（1）－平成 13 〜 18 年度調査報告－』

浦添市教育委員会 2011『前田・経塚近世墓群２　首里大名地区－那覇広域都市計画道路事業 3･3･16 号国際センター線に伴う埋蔵文化財発掘

　　　　　　　　　　　調査－』
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第３表　専用蔵骨器観察一覧

連番 挿図番号   
図版番号 墓番号 身・蓋 名称又は仮称 形式

分類 法量 対№ 銘　　　　書 氏 家名 名乗頭 死去年 洗骨年 備考

1 第1号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa② …□日洗骨　四代前□亀五女カナ歳四ツ…

2 第1号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa② …年癸巳八月廿□…
乾隆38年(1773)癸巳
道光13年(1833)癸巳
明治25年(1893)癸巳

3 第3号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa① …三年七月…

4 第3号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
9.1
─

18.5
大清道光拾八年…永…，…年辛丑十一月廿□日
洗□骨，

道光18年(1838)戊戌
道光21年(1841)辛丑

5 第3号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③ 光緒…，…男佐□…，

6 第3号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
12.0
29.0
18.6

大清咸豊七年丁巳六月十八日三男□□□□,十
月…洗骨,

咸豊7年(1857)丁巳
対は遺物No.60

7 第6号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
8.0
─

10.3
昭和二□卯□二月八日洗骨□…,　　　　　　
長女…, 昭和2年(1927)丁卯

8 第6号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
紀元二□千…百年,昭□和…年辰年一月八日(旧十一
月…,　　　　　　　　　　　　　　　           
…儀間春子享年…,

儀間
昭和3年(1928)戊辰
昭和15年(1940)庚辰
昭和27年(1952)壬辰
昭和39年(1964)甲辰

9 第6号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa …洗骨儀間…, 儀間

10 第6号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa① 大□清嘉慶□…,

11 第6号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa① □嘉慶七年壬□戌□月廿九日洗□骨…,
…□道光二十□…,

嘉慶7年
(1802)

12 第6号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
─
─

18.5
□富□□□城□,嫡…,

13 第6号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
9.2
28.0
14.0

18
(外)大清同治三年甲□□□平良,
(内)□□□□□門□□親□雲□上,大清同冶三年□甲子
□八月五日安骨□…,

同冶3年
(1864)

14 第6号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA③
9.5
30.5
9.4

…□月□日□儀間洗骨, 儀間

15 第6号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
11.0
26.7
14.5

20 大中村…,妻□か□,□嘉慶六年辛酉,二月□□か, 嘉慶6年(1801)辛酉   

16 第6号墓 身 陶製有頸甕形
ⅡBa3        
または      
ⅡBa4

…月八日(旧十一月□…

17 第6号墓 身 陶製有頸甕形
ⅡBa3        
または      
ⅡBa4

…骨儀間□…, 儀間

18 第6号墓 身 陶製有頸甕形 ⅡBa3
26.2
32.0   
─

48.4
13

(外)大清同治三年甲子,八月五日安骨□□　　
平良附□門□親雲上,
(内)…□□□□□平良附本文平良□□　□た□い□ら
□姉之□子□他系□□□□●幼少□王□附より　□
…□新□城□□…□之□墓,

平良
新城

同治3年
(1864)

19 第6号墓 身 陶製無頸甕形 ⅡA …村□新…,

20 第6号墓 身 陶製有頸甕形 ⅡBa3 15 (外)大中村新城親雲上…,妻か…,…年辛酉二…,
(内)…□□□…,…□□…年辛酉二…, 新城 嘉慶6年(1801)辛酉    

21 第7号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA②
─
─

10.3
□真□栄城,□死□□年□壷…葬,…樽金…, 真栄城

22 第7号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
11.3
25.7
11.8

明治三十五年寅旧八月二十三□日洗骨,真栄城長
女ツル 二女オト 三女カメ 合葬 真栄城 明治35年

(1902)

23 第7号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
10.8   
22.8   
11.1

嘉手苅玄達三男童名松金,明治四拾五年旧十二
月□□□□, 嘉手苅 明治45年(大正元年・

1912)壬子

24 第7号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
13.7 
─

18.0

大清…,三月…,真栄□城…,光緒二十一年□乙未□
六月□□八□日四代嘉手苅親□雲□上洗骨□い□た□す□□,
光緒三十二年丙午六月…,嘉手苅蒲戸次男…,

真栄城
嘉手苅

光緒21年
(1895)

25 第7号墓 蓋 陶製軒付甕形 ⅡBb① …□真□栄城□親□雲□上…,…三女 真栄□城…,…辰□月
十四日死, 真栄城

26 第7号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
─

28.5
─

…□□安次男徳…旧四月三日□…

27 第7号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA③ 女元祖玄宣妻長□男□□母也,…年甲戌八月九日
真栄城親雲上玄快母洗骨, 真栄城 玄

同治13年(1874)甲戌
嘉慶19年(1814)甲戌
乾隆19年(1754)甲戌

28 第7号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③ …嘉手苅… 嘉手苅

29 第7号墓 身 陶製無頸甕形 ⅡA …□□親雲上紹始□…,…正月十三日死去…月
六日洗骨,

30 第7号墓 身 陶製有頸甕形
ⅡBa3        
または      
ⅡBa4

大清咸豊…, 咸豊(1851〜1862)

31 第8号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa② …旧四月三日洗骨ス,明治, 明治(1868〜1912)

32 第8号墓 蓋 陶製円筒形 Ⅲ
5.2
14.0
4.5

33 (縁)一九七二年一月二十一日
(内) 洗骨日 妻崎間ウト旧十二月六日, 崎間 昭和47年

(1972)

33 第8号墓 身 陶製円筒形 Ⅲ
13.0
14.2
12.0
21.4

32 (外)崎間ウト, 崎間 三脚・高台はみられ
ない

34 第9号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA② □□□…,□□…,

35 第9号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa …十一月五□日…

36 第9号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
12.0
27.8
12.5

朝篤次□男高嶺朝重洗骨 昭和十年旧十月□十□日号
名□□□, 高嶺 朝 昭和10年

(1935) 対は遺物№154(表外)

（cm）              
蓋：上部径

下部径
器高         

※( )は残存値

身：口径
胴径
底径
器高
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連番 挿図番号   
図版番号 墓番号 身・蓋 名称又は仮称 形式

分類 法量 対№ 銘　　　　書 氏 家名 名乗頭 死去年 洗骨年 備考

37 第9号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
7.2  
20.0   
9.5

40
(縁)…七年辛卯九月十七日洗骨，
(内)十三世朝重唐名向邦俊 次女鶴享年五歳 光
緒十一年乙酉五月廿二日卒，

向 朝 光緒11年
(1885)

光緒17年?
(1891) 光緒17年(1891)辛卯

38 第9号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
11.0   
28.0    
12.6

 …年旧十月□日洗骨 朝重長男, 朝

39 第9号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
12.0    
─ 

11.5
…□□丁酉□□□□洗骨□…，

40 第9号墓 身 陶製有頸甕形 ⅡBa3
21.5  
22.5   
13.5    
35.0

37 (縁)十三世朝重 唐名向邦俊次女鶴享年五歳，　                               
(外)朝重次女鶴，　　　　 向 朝

41 第12/13
号墓間 蓋 陶製家形 ⅠBb③ ─ 同人嫡子宮城筑登之男子亀， 宮城

42 第13号墓 蓋 陶製家形 ⅠBb③
32.0   
37.0   
36.0

51 明治四拾□壱年申　旧十一月三日　死去
大正弐年正月三日　旧十一月二十六日　洗骨

明治41年
(1908)

大正2年
(1913)

43 第13号墓 蓋 陶製家形 ⅠBb③
32.0   
38.0    
39.0

明治参拾□九年□□ 旧九月二十二日死去,　　      
明治四拾参年申旧十一月参日洗骨,

明治39年
(1906)

明治43年
(1910)

対は遺物No.13－4
(表外)

44 第13号墓 蓋 陶製家形 ⅠBb③
41.0    
50.0    
40.0

明治□□癸旧二月十□□嫡子比嘉□□， 比嘉

明治 6年(1873)癸酉
明治16年(1883)癸未
明治26年(1893)癸巳
明治36年(1903)癸卯
対は遺物No.13-5(表
外)

45 第13号墓 蓋 陶製家形 ⅠBb③
35.0
47.0
36.0

52
明治三十九年申旧三月十六日洗骨，明治二十八
年光緒二十二年申旧五月七日死去　嫡子比嘉
加□那，

比嘉
明治28年

(1895)       
光緒22年

(1896)  

明治39年
(1906)

明治28年(1895)乙未 
光緒22年(1896)丙申
明治39年(1906)丙午

46 第13号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
10.0
34.0
18.0

大清光緒五年□寅九月十七日死去 嫡子比嘉加
那□妻□□　　同九年八月四日洗骨,明治三十三
年丙□四月三日死去…比嘉□蒲□長□女思戸 明治
三十三年□□十二月八日洗骨,

比嘉
光緒5年
(1879)

明治33年
(1900)

光緒9年
(1883)

明治33年
(1900)

光緒5年(1879)己卯
明治33年(1900)庚子
対は遺物No.13－7
(表外)

47 第13号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
6.0
10.0
─

光緒十三年□四月二十五日嫡子蒲□□死去　
同十七年…，

光緒13年
(1887)

光緒17年(1891)辛卯
対は遺物No.13－9
(表外)

48 第13号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
7.0
─
─

明治二十年□□月□□年卯 旧十二月□□，
明治20年(1887)丁亥
対は遺物No.13－10
(表外)

49 第13号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
9.5
21.0
12.0

昭和十五年旧□…，八十八年，一九五四年
午□年旧三月廿五日洗骨，

昭和29年
(1954) 昭和15年(1940)庚辰

50 第13-1号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③ …□□□旧十月□一日洗骨ｽ 座波仁王六十二
…， 座波

51 第13号墓 身 陶製家形 ⅠBb
35.0
43.0
28.0
─

42 明治四十一年申旧十一月三日死去，大正元年子
旧十一月二日洗骨ス，

明治41年
(1908)

大正元年
(1912)

52 第13号墓 身 陶製家形 ⅠBb
47.0
─

40.0
42.0

45 明治弐拾八　光緒弐拾弐　申旧五月七日死去
嫡子比□嘉□・・ 比嘉

明治28年
(1895)

光緒22年
(1896)

明治28年(1895)乙未
光緒22年(1896)丙申

53 第14号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
14.8
─

17.5
光緒五年朔日死去 高江洌筑登之…，同十三年
□月□日洗骨，大正十五年寅八月十□日洗骨， 高江洌 光緒5年

(1879)

光緒13年
(1887)

大正15年
(1826)

大正15年(昭和元年)
対は遺物No.93(表外)

54 第14号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③ ─ …□同治三□拾…月…, 同治年間は13年ま
で

55 第14号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA②
─
─

13.0
(外)…年癸亥九月十一日…□髙江洲…，
(内)高江洲…， 高江洲

56 第14号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③ ─ (縁)…咸豊□五年乙卯…， 咸豊5年(1855)乙卯

57 第15号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa① ─ …六日八世向進徳…，…年同日同人娘…，
…嫡子眞□…， 向

58 第17号墓 蓋 陶製軒付甕形 ⅡBb① ─
…□又吉□親…光緒□六年□十一月…洗骨,光緒十八
年壬辰…廿二日□□又□吉親雲上建憲洗骨…，…九
日□洗□骨…

又吉 光緒6年(1880)庚辰
光緒18年(1892)壬辰

59 第17号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
9.35   
26.8   
13.7

明治三拾年□旧六□月…，…又吉親雲上建憲長女□洗
骨， 又吉 建 明治30年(1897)丁酉

60 第17号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa ─
(外)…照屋…，…□□□…，…親…，…峯…，…洗
骨…，
(内)咸豊二□年…,…思仁王…,…□洗□骨…，

照屋 咸豊2年(1852)壬子

61 第17号墓 蓋 陶製軒付甕形 ⅡBb①
15.5
35.0
─

咸豊二年□□□…□□□□□照屋□□親雲上
女子真鶴洗骨，嘉慶拾五年午四月八日死去 充
維仁嫡子照屋筑登之親雲上建峯妻真呉勢 嘉慶
拾九年戌八月廿三□□洗骨，

照屋 建 嘉慶15年
(1810)

嘉慶19年
(1814)

咸豊2年
(1852)

対は遺物No.43(表外)

62 第17号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
13.0
30.5
14.5

嘉慶十二年卯六月十七日洗骨 次男照屋筑登之
親雲上建僖， 照屋 建 嘉慶12年

(1807) 対は遺物No.31(表外)

63 第17号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
10.5
26.5
15.0

嘉慶七年壬戌六月廿二日洗骨 次男照屋里之子
親雲上妻， 照屋 嘉慶7年

(1802)

64 第17号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
6.5
20.0
9.5

明治二十九年旧酉年九月朔二日死亡ス 明治四
□年旧午年十二月十二日洗骨，

明治29年
(1896)

明治39年(1906)丙午
明治40年(1907)丁未

65 図版71の2 第17号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA③
10.0
34.0
10.4

乾隆□四十三年戊戌十月廿九日□照屋里之子親
雲上母…洗骨， 照屋 乾隆43年

(1778)

66 図版70の3 第17号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA③
9.0
25.4
7.5

乾隆□十□一年丙□寅七月七日□骨 次男照屋親雲上
□□□□， 照屋 乾隆11年

(1746)

身：口径
胴径
底径
器高

（cm）              
蓋：上部径

下部径
器高         

※( )は残存値
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連番 挿図番号   
図版番号 墓番号 身・蓋 名称又は仮称 形式

分類 法量 対№ 銘　　　　書 氏 家名 名乗頭 死去年 洗骨年 備考

67 第17号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
11.4
30.2
15.6

72
照屋筑登之親雲上建福洗骨，道光二十一年辛丑
九月十日嫡子 次男照屋筑登之親雲上嫡子
嘉慶十五年庚午四月九日洗骨嫡子照屋筑登之
親雲上建福妻，

照屋 建 嘉慶15年(1810)
道光21年(1841)

68 第17号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
12.0
33.0
15.5

(縁)照屋建典 同人妻，
(内)長男照屋建典 明治三拾三年旧子五月九日
洗骨，同人妻光緒十年正月十五日洗骨，

照屋 建
光緒10年

(1884)
明治33年

(1900)

69 第17号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
6.5
19.0
8.5

同治十年辛未九月十六日□□，□□呉勢嫡子□戸
洗骨，

同治10年
(1871)

70 第17号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA ─ …□□三人，

71 第17号墓 身 陶製有頸甕形 ⅡBa3 ─ 道光廿二年…，三日照屋□…，妻真加…， 照屋 道光22年(1842)壬寅

72 第17号墓 身 陶製有頸甕形 ⅡBa3
31.0
38.0
25.0
57.0

67
嘉慶十五年庚午四月九日洗骨 嫡子照屋筑登之
親雲上建福妻思戸□，道光二十一年辛丑九月十
日照屋筑登之親雲上建福洗骨，

照屋 建
嘉慶15年

(1810)
道光21年

(1841)

73 第17号墓 身 陶製有頸甕形 ⅡBa3 ─ 嘉慶七年壬戌六月□六□日…□□…□筑□登□之親雲上
…建□徳， 建 嘉慶7年(1802)壬戌

74 第17－1号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
─

26.5
─

嘉慶四年己未七月七日洗骨 儀間筑登之□□□
□次男照屋□親雲上女子，

儀間
照屋

嘉慶4年
(1799)

75 第17－1号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
─

17.0
6.5

嘉慶十二年辛卯六月十七日洗骨 三男照屋筑登
之□女子蒲戸， 照屋 嘉慶12年

(1807) 嘉慶12年(1807)丁卯

76 第17－1号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
10.2
─
─

道光三年癸未…月廿九日…□照□屋…， 照屋 道光3年(1823)癸未

77 第20号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA③
10.7
33.0
12.0

…□□□□城，…，…□□，

78 第21号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA③
─
─
8.2

全□備…

79 第21号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA③
─
─
8.0

…□十一月九，…□三男濱里筑…， 濱里

80 図版69の1 第21号墓 蓋 陶製家形 ⅠBa②
32.6
56.0
21.0

康熙六拾一年壬寅八月十八日洗骨 濱里筑之親
□上全安，□濱里筑登之親雲上□安□儀，雍正
拾四年丙辰八月二十七日洗骨，
乾隆十六年辛末七月七日洗骨，□乾□隆□弐□拾□九甲申
全□屋□思□加戸洗骨，

濱里 全

康煕61年
(1722)

雍正14年
(1736)

乾隆16年
(1751)

乾隆29年?
(1764)

雍正14年(乾隆元年)        
対は遺物No.171－4
(表外)

81 第21号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
11.0
28.0
15.2

嘉慶八年癸亥九月六日洗骨嫡子濱里□筑登之親
雲上， 濱里 嘉慶8年

(1803)

82 第21号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA 乾隆三十四， 乾隆34年(1769)己丑

83 第21号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
10.2
27.0
14.0

(縁)…七年丁酉…洗骨 嫡子濱里筑登之親雲上
方□源動□嫡子，
(内)□嘉慶…七月□四日 嫡子濱里筑登之親雲上妻
并…濱里筑登之□□□，

濱里 源 道光17年(1837)丁酉

84 第21号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa② …筑登之親雲上，…備童名□加那，…同人妻マト，
…同子□孫マト,

85 図版71の1 第21号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA③
8.3
─

10.6
乾隆四拾年乙未九月…，□宮□城…， 宮城 乾隆40年(1775)乙未

86 第21号墓 蓋 陶製軒付甕形 ⅡBb
─

31.0
─

(縁)金紀濱里筑登之親雲上□同人妻□女子孫
思加那女子まか□と同治…，…年癸子九月十□洗
骨，

濱里 同治2年(1863)癸亥
同治3年(1864)甲子

87 第21号墓 身 陶製無頸甕形 ⅡA (外)三男濱里筑登之親雲上妻洗□骨…, 濱里

88 図版72の4 第21号墓 身 陶製無頸甕形 ⅡA
25.5
35.4
23.4
52.0

乾隆四十年乙未八月廿八日洗骨 濱里親雲上全
備， 濱里 全 乾隆40年

(1775)

89 第23号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
8.0
22.0
9.5

昭和拾九年七月十七日骨上 鍋長男亀， 昭和19年
(1944)

90 第23号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
9.0
22.0
10.0

大正七年□午十二月十二日死去行□六歳，大正
拾弐年□丙亥六月五日洗骨 宮城鍋次女カメ，

大正7年
(1918)

大正12年
(1923)

91 第23号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
10.6
29.7
15.5

渡久原里之子親雲上妻 寅丑七月二十八日， 渡久原 対は遺物No.183(表
外)

92 第26号墓 蓋 陶製家形 ⅠBb③
32.8
37.0
37.5

(縁)…十月□日□洗骨三女…， 対は遺物No.159－1,
－2,－3(表外)

93 第26号墓 蓋 陶製家形 ⅠBb③
39.0
50.5
49.0

(縁)四代新垣親雲上童名□□同人妻山戸 大□
□□□九月廿一日洗骨□□， 新垣 対は遺物No.160－1,

－2,－3(表外)

94 第26号墓 蓋 陶製家形 ⅠBb③
(内)道光二十七年丁未十一月廿七日新里にや妻
マカト洗骨 同人妻マカ同冶□七年戊辰十一月
九日親垣妻洗骨シテ□厨之ヲ

新里 道光27年
(1847)

同冶7年(1868)戊辰
対は遺物No.161－2
(表外)

95 第26号墓 蓋 陶製家形 ⅠBb③
大清道光二拾九年九月九月廿八日洗骨，仲…，
大清道光二拾□年辛丑七月七日洗骨仲間村仲
門…□代…□
…親雲上妻，…童名蒲戸，

道光29年
(1849)

道光21年(1841)辛丑
対は遺物No.162－1,
－2,－4(表外)

96 第26号墓 蓋 陶製軒付甕形 ⅡBb①
11.1
29.5
16.8

道光六年丙戌八月廿日新垣□にや母， 新垣
道光6年(1826)
対は遺物No.163－1,
－2(表外)

97 第26号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
8.0
22.0
─

光緒二十二年丙申九月五日死亡ス，五代仁王新
垣筑登之次女ウタ行歳七才， 新垣 光緒22年

(1896)

身：口径
胴径
底径
器高

（cm）              
蓋：上部径

下部径
器高         

※( )は残存値
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連番 挿図番号   
図版番号 墓番号 身・蓋 名称又は仮称 形式

分類 法量 対№ 銘　　　　書 氏 家名 名乗頭 死去年 洗骨年 備考

98 第26号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
11.7
29.4
13.7

大正…骨，大正九年…， 大正9年(1920)庚申

99 第27号墓 蓋 陶製家形 ⅠBb③
40.1
50.0
52.0

昭和八年□□年□□十□月□□□,亀，昭和□,
旧寅□，死□，□□洗骨，□□□□亀，

昭和8年(1933)癸酉            
対は遺物No.193－2
(表外)

100 第28号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
7.0
19.5
11.0

光□緒…年七月□二十八日□□□□，

101 第28号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
─

31.6
─

108 明治三拾八年乙巳旧十二月九日 次男…， 明治38年(1905)乙巳 

102 第28号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
10.8
29.8
13.3

二代新城筑登之 同人妻洗骨， 新城

103 第28号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
14.0
31.0
─

道光二十七年酉十一月新城親雲上 同治三年甲
子十一月廿日同人妻， 新城

道光27年(1847)丁未
同治3年(1864)甲子
　

104 第28号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
9.0
23.3
10.0

光緒三年子七月八日 四代新城□にや男子次良洗
骨，同十一年乙酉八月廿二日男□洗骨， 新城

光緒3年
(1877) 

光緒11年
(1885)

光緒3年(1877)丁丑
対は遺物No.231(表
外)

105 第28号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
10.6
30.2
11.0

新城次良大正十三年子旧二月十九日死去 昭和
十四年卯旧四月二十六日洗骨ス 次良当二十九
歳，

新城 大正13年
(1924)

昭和14年
(1939)

対は遺物No.232(表
外)

106 第28号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
12.5
33.5
─

咸豊四年辰十二月 □嫡子新城にや，光緒十一年
乙…廿一日同人妻， 新城 咸豊4年(1854)甲寅

光緒11年(1885)乙酉

107 第28号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
11.0
─
─

□…□…同…，

108 第28号墓 身 陶製有頸甕形 ⅡBa3
31.7
─
─
─

101 光緒三拾一年 明治三拾八年旧十二月九日 次
男新城カ□マ妻子□□人 次男マツヤ洗骨， 新城 光緒31年

(1905) 光緒31年(明治38年)

109 第28号墓 身 陶製有頸甕形 ⅡBa3
31.0
─
─
─

(内)次良，次良，

110 第29号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
13.5
34.0
16.0

咸豊十三年辛□酉十一月廿七日まか戸，
咸豊年間は11年
(1861)辛酉まで
対は遺物No.245(表
外)

111 第29号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
13.0
34.0
15.0

咸豊十壱年□辛□酉十一月□□比嘉□や洗骨□，
光緒□庚□辰十一月…， 比嘉 咸豊11年

(1861)
光緒6年(1880)庚辰
対は遺物No.246(表
外)

112 第29号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
11.5
29.5
15.0

道光元年二月六日死去 同七年丙亥六月九日洗
骨 比嘉筑登之， 比嘉 道光元年

(1821)
道光7年
(1827)

対は遺物No.247(表
外)

113 第29号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
10.2
28.0
15.0

光緒七年辰正月十四日死 同廿二年申九月十七
日洗骨 嫡子三□良知念， 知念 光緒7年

(1881)
光緒22年

(1896)

光緒6年(1880)庚辰
光緒7年(1881)辛巳
対は遺物No.249(表
外)

114 図版72の3 第29号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA①
─

30.0
10.3

122 乾隆二十二年丁丑五月七日 □知□念□， 知念 乾隆22年(1757)丁丑

115 第29号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
10.1
27.0
13.0

光緒十三年戌十月廿八日死 同廿二年申九月
十七日洗骨 嫡子比嘉筑登之親雲上， 比嘉 光緒13年

(1887)
光緒22年

(1896)

光緒12年(1886)丙戌
光緒13年(1887)丁亥
対は遺物No.251(表
外)

116 第29号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
11.5
29.0
15.0

嘉慶十六年末二月十八日先洗　比嘉筑□□□
男子□□ 比嘉 嘉慶16年

(1811)
対は遺物No.252(表
外)

117 第29号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
13.3
27.3
12.0

明□冶元年丙午旧七月十一日 長男比嘉蒲…， 比嘉
明治元年(1868)年戊
辰
対は遺物No.253(表
外)

118 第29号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
13.2
33.0
17.5

光緒六年卯十一月十四日死 同十年三月十一日
洗骨 比嘉筑登之，光緒十一年三月十一日死 同
廿二年申九月十七日洗骨 比嘉親雲上妻…，

比嘉
光緒6年
(1880)

光緒11年
(1885)

光緒10年
(1884)

光緒22年
(1896)

光緒5年(1879)己卯
光緒6年(1880)庚辰
対は遺物No.256(表
外)

119 第29号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
10.0
27.5
13.0

光緒六年辰□四月十五日 妻比嘉知念， 比嘉
知念

光緒6年(1880)庚辰
対は遺物No.258(表
外)

120 第29号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
11.5
27.6
14.0

光緒二十年甲午十二月十八日□□□□□□之
妻カマ，昭和五年閏六月十九日新里ヨ□移入
骨，

新里 光緒20年(1894)庚午
昭和5年(1930)

121 第29号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
9.4
27.3
14.9

嘉慶三年子三月廿日 次男た□る知念洗骨ニ付， 知念 嘉慶3年
(1798) 嘉慶3年(1798)戊午

122 図版72の3 第29号墓 身 陶製無頸甕形 ⅡA
28.0    
33.0  
21.8   
46.0

114 窯印あり

123 第32号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
─

16.6
7.0

大正八年旧正□十八日洗骨 喜瀬□□□名次郎次
男□亀， 喜瀬 大正8年

(1919)
対は遺物No.263(表
外)

124 第32号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
12.5
28.5
13.5

大正八年旧正月二十八日洗骨, 喜瀬四男ノ四男
酉松， 喜瀬 大正8年

(1919)
対は遺物No.264(表
外)

125 第32号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
9.4
22.0
9.2

□□□□□□□□□□□□日二女洗骨， 対は遺物No.264(表
外)

126 第32号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
9.0    
28.2    
12.0

…辛巳八月十八日洗骨ウト， 対は遺物No.265(表
外)

身：口径
胴径
底径
器高

（cm）              
蓋：上部径

下部径
器高         

※( )は残存値
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127 第32号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
12.0
33.8
17.0

昭和二年□□，□昭□和十年亥□□□二十七日喜瀬
□□洗骨， 喜瀬 昭和10年

(1935)
昭和2年(1927)丁卯
対は遺物No.266(表
外)

128 第32号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
11.0
31.0
13.5

大清□乾□隆…□筑登之…，

129 第32号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
11.3    
27.2     
13.3

明治廿六年十一月九日, 喜瀬男山，喜瀬， 喜瀬
明治26年(1893)癸巳      
対は遺物No.269(表
外)

130 第32号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
12.5
─

14.5
…之…，光緒三拾一年乙…□□□新城妻…□カ
マ次男マツ□，□□洗骨， 新城 光緒31年

(1905)

131 第32号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
13.3
36.0
13.0

新城筑登之親雲上女子□鍋 □親雲上□…， 新城

132 第33号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA②
8.5   
─   

11.5
同人…,

133 第34号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
11.6
29.0
14.0

同冶九年庚午 十二月朔日 死去 □□嘉女子 新
城か□男子□高儀八□ツ成□　光緒一年子二月
二十八日 死去

新城
同治9年
(1870)

光緒元年
(1875)

対は遺物No.272(表
外)

134 第34号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
10.5
29.0
16.0

咸豊八年戊午三月十一日 新城筑登之洗骨， 新城 咸豊8年
(1858)

135 第34号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
14.0
32.5
17.7

咸豊十年庚申三月三十日死，同治二年癸亥三月
廿五日死，妻

咸豊10年
(1860)

同治2年
(1863)

対は遺物No.274(表
外)

136 第34号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
7.3
21.0
9.0

三男 三良， 対は遺物No.275(表
外)

137 第35号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
13.2
─

14.0
昭和拾壱年…，四代目長男石川，四代目， 石川 昭和11年(1936)丙子

138 第35号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
14.3
─
─

明治…，二月…，昭和二年…，十六日洗…，
妻， 昭和2年(1927)丁卯

139 第35号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa① …□□親□雲□上，…朝□，…朝安，…□， 朝?

140 第35号墓 身 陶製有頸甕形 ⅡBa3 昭和拾□…，…□□□庚， 昭和15年(1940)庚辰

141 第35－1号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
6.6
20.5
10.0

明□冶三十五年旧九月廿日死去, 昭和貮年旧七月
廿日洗骨，

明治35年
(1902)

昭和2年
(1927)

142 第35－1号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
7.5
20.0
8.2

光緒二十年四月七日死去 加那□□　長女 同
二十六年辛丑三月十二日洗骨，

光緒20年
(1894)

光緒26年
(1900)

光緒26年(1900)庚子
光緒27年(1901)辛丑      

143 第35－1号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA③
6.0
21.0
6.0

次男子 次男嘉数 □子かま， 嘉数

144 第35－1号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
12.5
28.6
13.5

昭和□二年□十一月廿二日加那長男加那洗骨，
昭和三年旧正月廿七日行年二十八才

昭和3年
(1928)

昭和12年(1937)丁丑
昭和22年(1947)丁亥
昭和32年(1957)丁酉

145 第35－1号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
5.7
17.5
8.8

光緒十八年 巳年嫡子嘉数 □加那嫡子蒲死去 同
二十年末四月七日洗骨 嘉数 光緒18年

(1892)
光緒20年

(1894)

光緒18年(1892)壬辰
光緒19年(1893)癸巳
光緒20年(1894)甲午
光緒21年(1895)乙未

146 第35-1号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
─

16.5
6.7

故陸軍輜重兵上第兵賀数三郎 旧卯年三月二十
日死去，昭和十四年五月九日支那事変際中華民
國於テ戰死 享年三十歳，

賀数 昭和14年
(1939)

147 第35－1号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
─

29.0
─

…年，…廿七日死亡，…昭和十二月，…廿二日洗
骨，…□賀数前，…□□蒲， 賀数 対は遺物No.277(表

外)

148 第36号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
7.0
24.2
(7.7)

昭和四十五年庚戌八月三日洗骨，　　 昭和45年
(1970)

149 第37－1号墓 身 陶製家形 ⅠBb (縁)…日死 同十年辛…，　 同治10年(1871)辛未  
大正10年(1921)辛酉

150 第41号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
9.0
32.5
─

光緒十八年辰正月 次男當山筑登之親雲上死去 
同二十二年丙申八月二十日洗骨 寿七十七　童
名樽，光緒廿九年癸卯九月廿四日 次男當山筑
登之親雲上 妻カマト洗骨，同廿九年癸卯九月
廿四日 次男當山筑登之親雲上 長男亀洗骨，

當山 光緒18年
(1892)

光緒22年
(1896)

光緒29年
(1903)

151 第42号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
8.0
22.5
10.0

諸見里里之子親雲上朝□四男□□
四十二年酉七月廿九日洗骨， 諸見里 朝? 明治42年(1909)己酉

152 第46号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
10.8
30.7
16.5

咸豊弐年壬子四月七日 嫡子高□里… 親雲上洗
骨， 高里 咸豊2年

(1852)

153 図版70の1 第46号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA①
10.5
33.8
16.0

康熙弐七年高里□親□雲□上七月廿七日，康熙廿五年
丙寅同人□妻□六月九日， 高里

康熙25年(1686)丙寅     
康熙27年(1688)戊辰
表面に線彫り

154 第46号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa① …巳二月十…　…骨□宮…　…筑登…，

155 第46号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA 大清乾隆…，

156 図版70の4 第46号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA③
8.8
─
6.6

…□乾隆四拾年乙未九月十日洗，桃示仁屋母親
…，

乾隆40年
(1775)

157 図版71の3 第46号墓 蓋 陶製無頸甕型 ⅡA③
9.5
31.3
10.5

乾隆四十四年亥…親雲上妻洗骨， 乾隆44年
(1779)

158 第46号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
─

29.5
─

…□□□…，

身：口径
胴径
底径
器高

（cm）              
蓋：上部径

下部径
器高         

※( )は残存値
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159 第46号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA ─ 與那嶺□親□雲□上…,　同人,　□妻, 與那嶺

160 第46号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
16.0
31.0
15.1

明治三十九年午丙十一月廿二日 新垣親雲上長
男新垣筑登之童名仁王死亡，
明治四十三年旧戌二月一日同人洗骨ｽ，

新垣 明治39年
(1906)

明治43年
(1910)

161 第46号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA② ─ 津□花□…，

162 第46号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa② ─ 嘉慶…拾六年…，

163 第46号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA
10.8
30.6
(8.0)

石川，九□月廿， 石川?

164 第47号墓 身 陶製無頸甕形 ⅡA …乾…, …□□□…,

165 第47号墓 身 陶製無頸甕形 ⅡA …洗骨…,  …□□…

166 第48号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
9.0
23.5
12.5

咸豊九年□己□未一月十八日 四男高里里之子親雲
上 四男武太洗骨， 高里 咸豊9年

(1859)
対は遺物No.132(表
外)

167 図版70の2 第48号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA①
8.0
27.5
12.0

毛氏高里親雲上盛聲乳母 大清康煕五拾三年甲
午十月十三日洗骨， 毛 高里 盛 康煕53年

(1714)

168 第48号墓 蓋 陶製軒付甕形 ⅡBb①
9.0
29.0
17.0

 四男高里里之子親雲上盛普 □□□□子十二
月□日 高里 盛 対は遺物No.156(表

外)

169 第48号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
11.0
30.0
16.0

道光四年甲申七月七日 三男高里里之子親雲上
妻洗骨， 高里 道光4年

(1824)

170 第48号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
9.5
31.0
15.5

咸豊九年未十一月十八日 四男高里里之子親雲
上洗骨盛復，道光弐拾弐年壬寅十月十日 四男
高里里之子親雲上妻洗骨，

高里 盛
道光22年

(1842)
咸豊9年
(1859)

対は遺物No.184(表
外)

171 第48号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
11.5
29.5
14.0

□盛方 四男高里里之子親雲上盛普 嘉慶二十四
年己卯七月十一日洗骨， 高里 盛 嘉慶24年

(1819)

172 第48号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
─

30.5
─

…道光□□庚□子年八月，…洗骨仕，…高□…， 道光20年(1840)庚子

173 第48号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
7.5 
30.5    
15.0

盛傷次妻 光緒十三年丁亥 六月十二日洗骨， 光緒13年
(1887)

174 第48号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA …日洗骨，…親雲上三男，…□和，

175 第48号墓 身 陶製有頸甕形 ⅡBa3
25.5
33.5
21.0
54.0

嘉慶二十二年丑，三□□筑□登□之□，□□十五日洗
骨，

嘉慶22年(1817)丁丑
対は遺物No.182(表
外)

176 第49号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
14.0
28.2
12.5

赤平宮城家先…， 宮城

177 第49号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
5.2
15.0
4.6

(縁)三代山城仁和先妻…，□十九才 山城

178 第49号墓 蓋 陶製軒付甕形 ⅡBb① …□三□七四□歳…，…□同人□弟，…子，

179 第49号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa② (内)光緒十八年… 旧五… …□五年, 
(縁)…死□, 光緒18年(1892)壬辰

180 第49号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
(内)…カメ寅人行歳…，四世□…，…月廿七日洗
骨，新四月十七日，…□□長女也，
(縁)二代知念仁…次男亀□…，十月十日死去
昭和，　

知念

181 第49号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
15.0
28.7
13.4

明治□□□□□九月十九日，□□仁王女カマ歳
□□□，…旧三月□三日，

182 第49号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
8.6
19.5
8.2   

(縁)三代山城仁和妻ウシ 昭和十八年未九月
二十五日死亡 □行□年六十四才，昭和十八年九月
二十五日火葬，

山城 昭和18年
(1943)

183 第49号墓 身 陶製有頸甕形
ⅡBa3        
または      
ⅡBa4

(内)…□寅人□□□□昭和…，
(縁)…□知念仁王□男亀，昭和十三年寅， 知念 昭和13年(1938)戊寅

184 第49号墓 身 不明 …□宮城□…， 宮城

185 第51号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
11.2
28.3     
13.2

…二日卒 宮城徳年四十三歳，…年旧十月十三
日， 宮城

186 第51号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa② 光緒四年戌寅…徳宮城妻…， 宮城 光緒4年(1878)戊寅

187 第51号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
13.7   
32.3   
16.3

192 洗骨明治廿六年□□□…，宮城仁和，…日年
七十一歳，…月四日， 宮城 明治26年

(1893)

188 第51号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
8.2   
23.0  
12.5

大正四年旧卯十月十四日骨洗 伊良波朝邦安童
名□， 伊良波 朝 大正4年

(1915)

189 第51号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
12.0    
32.0    
18.0

伊良波牛次男朝邦 大正六年巳旧十一月十四日
死亡，洗骨日昭和九年旧十一月廿一日，
伊良波朝邦 洗骨日昭和九年十一月廿一日，

伊良波 朝 大正6年
(1917)

昭和9年
(1934)

190 第51号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
5.4   
16.0   
7.0

191 (縁)朝邦 男三郎 □男太郎 三男三郎 五男□太郎，      
(内)…明治拾壱年申二月十日， 朝 明治11年(1878)戊寅

191 第51号墓 身 陶製有頸甕形 ⅡBa4
17.5 
18.5 
10.5  
29.0

190 朝邦 長男牛 三男三郎 五男太郎 朝

192 第51号墓 身 陶製有頸甕形
ⅡBa3        
または      
ⅡBa4

32.5
─
─
─

187 明治□二十□年…四日宮□城仁…， 宮城

身：口径
胴径
底径
器高

（cm）              
蓋：上部径

下部径
器高         

※( )は残存値
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193 第55号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
11.0   
34.0   
18.0

(縁)□□□□年□月拾五日洗骨 宮城筑登之童名
松
(内)光緒十九年乙未閏五月八日死亡 女亀 宮城
筑登之　妻 光緒廿七年壬寅三月廿八日洗骨

宮城 光緒19年
(1893)

光緒27年
(1901)

光緒19年(1893)癸巳
光緒21年(1895)乙未
光緒27年(1901)辛丑
光緒28年(1902)壬寅

194 第55号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
10.5  
19.0  
8.0

宮城松長男 酉未旧四月三日洗骨， 宮城 対は遺物No.420

195 第56号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
9.5   
31.0  
12.0

咸豊拾二年壬戌八月朔日洗骨 渡慶次筑登之　
妻， 渡慶次 咸豊12年

(1862)
咸豊12年(同治元年)
対は遺物No.422

196 第57号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
─

27.4
─

(縁)同治五年卯十一月十一日死去 相永降友寄
英得妻□…， 相? 友寄 同治5年

(1866)
同治5年(1866)丙寅
同治6年(1867)丁卯

197 第57号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa① …□友寄筑登之…，…二年丁未九月七日洗□骨…，
…日□去， 友寄

198 第57号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA③
─
─
7.5

…□□□□未正月八日□…，…辰八月廿六日
…，

199 第57号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA ─ …死去 英□…，…年七月…，…七日…，…英…，

200 第58号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA②
─
─

10.0
…□□□□□…，

201 第58号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③ 大正五年丙辰三月四日死 嫡子宮城仁和…， 宮城 大正5年
(1916)

202 第59号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
6.4  
17.4  
8.4

□□□□□□□□□□新垣樽， 新垣

203 第60号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③ …洗骨，…大正十四年乙…，…月二十二日□朝□
…，…娘…，…朝…，…喜名□小…， 喜名? 大正14年(1925)乙丑

204 第60号墓 身 陶製家形 ⅠBb …寅四月九日…，

205 第62号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa② …才乙丑，日夭同，

206 第62号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa② 同治八年戌巳六月十三日死去 向世徳四男諸見
□里…， 向 諸見里 世 同治8年

(1869) 同治8年(1869)己巳

207 第39図　6
図版65の6 第62号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA

8.2
27.4
(10.9)

218 窯印あり

208 第38図　2
図版64の2 第62号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA①

8.0   
32.1   
17.0

219 線彫模様あり

209 第38図　1
図版64の1 第62号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA①

9.6   
33.2  
17.9

220 表面にハスの線彫
り

210 第40図 11
図版66の11 第62号墓 蓋 陶製円筒形 Ⅲ①

7.3 
34.4 
15.8

221 表面に線彫り+貼り
付け

211 第40図　9
図版66の9 第62号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA③

10.2  
28.5  
6.9

223

212 第38図　3
図版64の3 第62号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA①

7.0 
29.8  
14.0

224

213 第39図　7 
図版65の7 第62号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA②

─
32.0   
10.5

225

214 第39図　5
図版65の5 第62号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA②

─   
33.5   
9.8

226

215 第39図　4
図版65の4 第62号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA

─
28.8
(8.7)

227 □十一月十日□洗□骨 □仲村□□親雲上， 仲村

216 第40図 10
図版66の10 第62号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA②

7.8  
30.2   
10.0

228

217 第40図　8
図版66の8 第62号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA

5.4 
28.6  
(11.7)

229

218 第39図　6
図版65の6 第62号墓 身 陶製無頸甕形 ⅡA

25.5  
35.6   
21.6     
50.6

207 蓮の線彫り

219 第38図　2 
図版64の2 第62号墓 身 陶製無頸甕形 ⅡA

24.0   
37.5   
19.6    
49.6

208 蓮の線彫り+貼り付
け

220 第38図　1 
図版64の1 第62号墓 身 陶製無頸甕形 ⅡA

23.4   
37.4    
20.4    
48.0

209 蓮の線彫り

221 第40図 11
図版66の11 第62号墓 身 陶製円筒形 Ⅲ

32.6   
33.4    
31.9     
43.3

210

222 第62号墓 身 陶製有頸甕形 ⅡBa3
27.5    
36.0    
22.7    
51.0

223 第40図　9
図版66の9 第62号墓 身 陶製無頸甕形 ⅡA

25.0   
32.0    
21.7   
48.3

211 窯印あり　　　　
　　

224 第38図　3
図版64の3 第62号墓 身 陶製無頸甕形 ⅡA

26.5 
41.2  
21.0 
60.5

212 蓮の線彫り+貼り付
け

身：口径
胴径
底径
器高

（cm）              
蓋：上部径

下部径
器高         

※( )は残存値
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225 第39図　7
図版65の7 第62号墓 身 陶製無頸甕形 ⅡA

26.0   
35.5  
21.5  
47.4

213 窯印あり　　　　
　　

226 第39図　5
図版65の5 第62号墓 身 陶製無頸甕形 ⅡA

25.0  
34.8  
20.5  
47.1

214 窯印あり　　　　
　　

227 第39図　4
図版65の4 第62号墓 身 陶製無頸甕形 ⅡA

26.5  
36.7  
21.0 
46.5

215

228 第40図 10 
図版66の10 第62号墓 身 陶製無頸甕形 ⅡA

26.1  
36.9  
27.8  
52.2

216

229 第40図　8
図版66の8 第62号墓 身 陶製無頸甕形 ⅡA

27.5  
35.0  
21.5 
48.2

217 窯印あり　　　　
　　

230 第63号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA③
9.9  
30.0  
10.0  

231 図版67の1 第63号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA①
8.2  
32.7   
14.2

234 表面に波線模様あり

232 図版67の2 第63号墓 身 陶製無頸甕形 ⅡA
22.2   
40.0    
20.0     
50.0

233 図版67の3 第63号墓 身 陶製無頸甕形 ⅡA
28.0   
37.0     
22.0     
51.0

234 図版67の1 第63号墓 身 陶製無頸甕形 ⅡA
24.5
38.3
21.0
52.0

231 窯印あり
蓮の線彫り

235 図版67の4 第63号墓 身 陶製無頸甕形 ⅡA
29.0   
34.7    
24.0   
48.0

窯印あり

236 第67号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA (外)…年辛丑，…仲里筑登之，
(内)…月十一日，…□□□， 仲里

237 第67号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa② …□□筑□□…，□正月四日洗□骨，□□筑登之
妻，□，

238 第69号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
12.0  
29.8  
17.5

嘉慶□□□□□□洗骨，仁王宮城，仁王宮城 宮城 対は遺物No.619(表
外)

239 第69号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
11.4   
33.0   
17.0

道光拾年庚寅七月七日 宮城筑登之親雲上妻洗
骨，同治三年甲子七月七日 宮城筑登之親雲上
洗骨，

宮城
道光10年

(1830)
同治3年
(1864)

240 図版71の4 第69号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA③
8.5
30.0
11.0
　　

乾隆□□壱年丙辰十月二十六日洗骨 □宮城父， 宮城 　　　 乾隆1年(1736)丙辰
乾隆61年(1796)丙辰

241 第69号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
13.5 
35.9  
16.0

…□年正月十日 宮城鍋洗骨，…七年八月廿六
日 宮城ナビ洗骨， 宮城

242 第69号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
11.0
─
─

250 …道光十三年癸巳五月四日十□死…流骨，同年
…， 　…死同十七年，

道光13年
(1833)

243 第69号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
6.3   
17.0  
9.0

明治三十一年戌旧十二月□□ 宮城三□□三男
樽洗骨， 宮城 明治31年

(1898)

244 第69号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa① …年十月二十九日三良死…，□洗骨，

245 第69号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
7.0
22.5
11.0

明治四十二年旧六月廿三日 宮城三良 次良 三
良洗骨，死歳十一， 宮城 明治42年

(1909)
対は遺物No.630(表
外)

246 第69号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
10.0
29.0
13.5

(縁)昭和十九年十月十四日死去，同年廿年三月
十三日洗骨，宮城宗永次女□子三人合葬ス，
(内)昭和拾壱年旧十一月七日，昭和十八年五月
廿九日　死亡，同二十年三月十三日洗骨 宮城
鍋 夫婦合葬三人，

宮城
昭和18年

(1943)
昭和19年

(1944)

昭和20年
(1945)

247 第69号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
13.5
33.1
15.5

昭和五年旧七月十二日洗骨ス，宮城三良，昭和
拾八年三月廿九日洗骨ス，宮城三良妻ウシ
夫婦合葬，

宮城
昭和5年
(1930)

昭和18年
(1943)

248 第69号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
6.5
18.3
8.0

　　　　　　　　　　　　　　　　  サン
大正四年卯正月□日洗骨，六代□長男三良，

大正4年
(1915)

対は遺物No.639(表
外)

249 第69号墓 蓋 陶製家形 ⅠBb③
明治十三年辰六月廿三日死 次良宮城妻骨洗□
□年，次良宮城，次良宮城□孫女二ー□并男次良□
年□□□，

宮城 明治13年
(1880)

対は遺物No.635(表
外)

250 第69号墓 身 陶製有頸甕形 ⅡBa3
28.0
33.0
23.0
54.0

242
大清道光十三年癸巳五月四日死嫡子十八宮
城同十七年　丁酉□六月七日洗骨　　同年十月
二十九日死三良宮城　同十七年丁酉七月七日
洗骨

宮城 道光13年
(1833)

道光17年
(1837)

251 第69号墓 身 陶製有頸甕形 ⅡBa3
31.0     
37.0  
22.5  
63.0

道光拾年庚寅七月七日 宮城筑登之妻洗□， 宮城 道光10年
(1830)

252 第71号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
…年，…光緒二十三年□亨，…旧十一月廿…，□洗骨
玉城□…妻，…□日加□真玉城□女子，…□蔵□田□
…，

玉城 光緒23年(1897)丁酉

身：口径
胴径
底径
器高

（cm）              
蓋：上部径

下部径
器高         

※( )は残存値
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253 第71号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
14.8
31.2
15.6

(縁)…旧正月三日死去 新垣加麻…月十五日洗
骨，
(内)新垣加麻 六十□，

新垣

254 第72号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa② ─ 道光廿拾三年癸卯七月八日洗骨…，…年丁酉六
月廿一日洗骨 石川ノ三男宮城親雲上， 宮城 道光23年

(1843)
道光17年(1837)丁酉
対は遺物No.300

255 第72号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
10.5
30.0
17.0

道光七年丁亥七月七日 □宮城宮城 石川ノ三男
宮城親雲上男子，

宮城
石川 道光7年(1827)丁亥

256 第72号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
11.9   
32.7    
15.0

(縁)…亥旧三月十八日宮里筑登之親…童名樽洗
骨，
(内)明治三十二年亥旧三月十八日 宮里□親雲
上 童名樽洗□骨…，大正□年□旧九月八日妻カ
マド洗骨，

宮里 明治32年
(1899)

257 第72号墓 蓋 陶製軒付甕形 ⅡBb①
19.0   
32.3    
18.5

道光丁□亥七年七月七日 次男宮城男子か□ま宮
城，同治九年庚午八月廿七日 次男宮城仁屋妻
洗骨，

宮城 同治9年
(1870) 道光7年(1827)丁亥

258 第72号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
10.2
29.0
15.0

道光拾七年丁丙六月廿一日洗骨，□□□□□□
□□，道光弐拾三年癸卯七月八日洗骨 石川ノ
三男宮城□親雲上 嫡子宮城□みや同人妻，

宮城
道光17年

(1837)
道光23年

(1843)

259 第72号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
10.6
26.7
13.3

□明治丗一年旧閏三月六日洗骨…， 明治31年
(1898)

260 第72号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
─
─

15.5
道光弐十三年癸卯七月八日洗骨 次男宮城にや 
嫡子宮城□にや， 宮城 道光23年

(1843)
対は遺物No.313(表
外)

261 第72号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
10.5
29.5
15.7

咸豊九年己未七月七日洗骨 □宮城 男子弐人， 宮城 咸豊9年
(1859)

262 第72号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
8.0   
20.5  
11.0

咸豊九年己未洗骨□た□る宮城□にや女子手
宮里彦良二女才（三女チル昭…日洗骨)

宮城
宮里

咸豊9年
(1859)

263 第72号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
7.0
19.0
10.0

大正七年旧九月八日 宮里彦良五男加那洗骨四
才， 宮里 大正7年

(1918)
対は遺物No.308(表
外)

264 第72号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
6.0
17.5
9.0

(縁)宮里□彦□良□□□，
(内)宮里彦良□□□ 咸豊九年己未洗骨ス，
宮城□女子牛，

宮里 咸豊9年
(1859)

265 第72号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa③
6.1
18.6
7.6

三男(三郎洗骨不明) 昭和十九年八月□廿日記ス， 昭和19年(1944)甲申

266 第76号墓 蓋 陶製家形 ⅠBb③
40.0
51.0
42.0

(縁)三男金城筑登之 光緒十八年己八月十六日
死去享年四十九号實□，金城筑登□□□□， 同
廿六年子正月廿一日洗骨，

金城 光緒18年
(1892)

光緒26年
(1900)

光緒18年(1892)壬辰
光緒19年(1893)癸巳
対は計測No.1

267 第76号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
14.0
30.3
15.7

(縁)光緒九年□□五月□□三男 金城筑登之嫡
男□□□□□死，光緒四年己卯六月卅日□死，旧□
□六月□□□死，

金城
光緒4年(1878)戊寅
光緒5年(1879)己卯
光緒9年(1883)癸未  
対は計測No.2(表外)

268 第76号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
6.7
22.0
10.5

三男□□□，女□□，…月十一日□，三月□□，
□□，大□光□元□□十一…， 対は計測No.5(表外)

269 第76号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
8.0
19.2
10.8

三男金城亀嫡子蒲 光緒廿三年酉正月十一日夭
亡 同廿六年子正月廿一日洗骨， 金城 光緒23年

(1897)
光緒26年

(1900) 対は計測No.6(表外)

270 第76号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
9.0
21.4
11.4

(縁)□申洗骨 金城亀三女，(内)金城亀，□光緒…□
年□…洗骨， 金城 対は計測No.7(表外)

271 第76号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa②
8.7
20.7
11.0

三男登，□□三□，□十三年戌，二月死去， 対は計測No.8(表外)

272 図版72の1 第77号墓 蓋 陶製有頸甕形 ⅡBa①
12.1   
28.8      
14.5

   乾隆六拾年乙卯八月六日洗骨 新城筑□登□之親雲
上○新， 新城 乾隆60年

(1795)

273 第77号墓 身 陶製有頸甕形 ⅡBa3 (外) …□六…□月六日，
(内)□□…妻…嘉慶□…洗骨…，

274 第77号墓 身 陶製有頸甕形
ⅡBa3        
または      
ⅡBa4

(内) 大清同治三年甲子八月□五日□洗□骨…， 同治3年
(1864)

275 第77号墓 身 陶製有頸甕形
ⅡBa2        
または      
ⅡBa3

…□□□□新□□□□，

276 図版72の2 第78号墓 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA②
─

33.0
11.0

277 豊村親雲上□妻 乾隆拾九年甲戌九月三日洗骨， 豊村 乾隆19年
(1754)

277 図版72の2 第78号墓 身 陶製無頸甕形 ⅡA
26.0
36.0
22.0
52.5

276 (外)乾隆拾九年□…‚ 乾隆19年(1754)甲戌

278 号墓不明 蓋 陶製無頸甕形 ⅡA □乾□隆…， 丁丑六月… 干支が丁丑→乾隆
22年(1757)

身：口径
胴径
底径
器高

（cm）              
蓋：上部径

下部径
器高         

※( )は残存値
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第４表　転用蔵骨器観察一覧

連番 挿図番号    
図版番号 墓番号 身・蓋 名称又は仮称 器種 法量 対№ 銘   書 氏 家 名 名乗頭  死去年 洗骨年 備考

1 第1－1号墓 身 沖縄産無釉陶器 壺
12.0
16.2
8.5
22.2

枝サンゴ入り

2 第2号墓 身 沖縄産無釉陶器 壺

3 第2号墓 蓋 沖縄産陶質土器

4 第2号墓 蓋 沖縄産施釉陶器 皿 …□…，…□上の御墓…

5 第6号墓 蓋 沖縄産陶質土器 □…，□隆□…，□…

6 第9号墓 蓋 沖縄産施釉陶器
6.0
3.3
2.8

7

7 第9号墓 身 沖縄産施釉陶器 壺
─
─
7.5

(11.6)
6

8 第43図　8
図版75の8 第11号墓 身 中国産褐釉陶器 壺

9.5
─
5.8
(9.5)

9 第13号墓 身 褐釉陶器 不明

10 第14号墓 蓋 沖縄産陶質土器
─          
─
6.0

(外)…癸亥十月十一日たか□江□洲…
(内)…治二年癸亥十月十一日…

11 第17号墓 蓋 沖縄産施釉陶器 皿
(10.0)
3.8
2.8

14 枝サンゴ入り

12 第17号墓 蓋 沖縄産施釉陶器 皿
12.8
7.9
2.9

15 枝サンゴ入り

13 第17号墓 蓋 沖縄産施釉陶器 皿
11.3
4.8
3.1

16  (外)□□□□三男□□□□金明治三十一年□
洗骨

明治31年
(1898) 枝サンゴ入り

14 第17号墓 身 沖縄産施釉陶器 油壺
11.8
14.5
9.7
16.8

11 (縁)□□□，□男照屋□□□ 照屋 耳4か所あり
枝サンゴ入り

15 第17号墓 身 沖縄産施釉陶器 油壺
12.5
15.7
10.0
18.3

12 (縁)長男照屋建□ 照屋 耳4か所あり
枝サンゴ入り

16 第17号墓 身 沖縄産施釉陶器 油壺
12.0
15.5
10.0
18.5

13 (縁)三男□照屋 照屋 耳4か所あり
枝サンゴ入り

17 第23号墓 身 沖縄産無釉陶器 壺

18 第23号墓 蓋 沖縄産施釉陶器 皿

19 第26号墓 蓋 沖縄産施釉陶器

20 第26号墓 蓋 沖縄産施釉陶器
10.2
7.5
3.2

大正拾参子年死亡 大正13年
(1924)

21 第49図　1
図版81の1 第26号墓 蓋 沖縄産陶質土器

12.3
7.0
1.8

24

22 第26号墓 身 沖縄産施釉陶器 壺
9.0
10.9
6.8
9.6

23 第26号墓 身 沖縄産施釉陶器 壺
9.8
13.8
7.5
11.6

24 第49図　2
図版81の2 第26号墓 身 沖縄産陶質土器 壺

12.6
18.4
11.4    
11.9

21

25 第28号墓 身 沖縄産無釉陶器 壺
─
─
7.2   
─

26 第28号墓 身 沖縄産無釉陶器 甕
19.0
25.2
13.0
35.8

窯印あり

27 第28･29号
墓 身 沖縄産無釉陶器 壺 喜名焼?

28 第28･29号
墓 身 沖縄産無釉陶器 壺 喜名焼?

29 第28･29号
墓 身 沖縄産無釉陶器 壺

30 第28･29号
墓 身 沖縄産無釉陶器 壺 窯印あり

31 第29号墓 身 沖縄産無釉陶器 甕
22.0
31.4
19.0
38.0

喜名焼 　　　　　 
窯印あり

32 第29･30号
墓間 身 沖縄産無釉陶器 不明 喜名焼?

33 第29･30号
墓間 身 沖縄産無釉陶器 壺

34 第29･30号
墓間 身 沖縄産無釉陶器 壺

（cm）              
皿：口径

底径
器高

※( )は残存値

 蓋:上部径
下部径

器高

身：口径
胴径
底径
器高
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連番 挿図番号    
図版番号 墓番号 身・蓋 名称又は仮称 器種 法量 対№ 銘   書 氏 家 名 名乗頭  死去年 洗骨年 備考

35 第29･30号
墓間 身 沖縄産無釉陶器 壺

36 第29･30号
墓間 身 褐釉陶器 壺

37 第30号墓 身 沖縄産無釉陶器 甕 喜名焼?

38
第35－1･
36･37－1
･41号墓

身 沖縄産無釉陶器 壺

39
第35－1･
36･37－1･

41号墓
身 沖縄産無釉陶器 壺

40
第35－1･
36･37－1･

41号墓
身 沖縄産無釉陶器 甕

41 第39号墓 身 沖縄産無釉陶器 壺
10.8   
14.5   
6.8    
20.3

蓋はサンゴ石灰岩

42 第45号墓 身 本土産施釉陶器 水甕
17.8
─
─
─

薩摩焼?
耳4か所あり

43 第45号墓 身 沖縄産無釉陶器 壺
─

14.5
─

(15.0)

44 第48図　3
図版80の3 第46号墓 身 沖縄産無釉陶器 鉢

32.7  
29.3
15.7   
22.1

45 第46号墓 身 沖縄産無釉陶器 壺
─
─
9.0

(12.0)

46 第46号墓 身 沖縄産無釉陶器 壺
─
─

12.5
(24.0)

47 第48号墓 身 沖縄産無釉陶器 壺
10.3   
12.8   
7.5    
19.0

枝サンゴ入り

48 第48号墓 身 沖縄産無釉陶器 壺
9.6    
12.6   
6.3    
18.8

枝サンゴ入り

49 第51号墓 身 沖縄産無釉陶器 甕

50 第51号墓 身 沖縄産無釉陶器 甕
─
─

17.5   
41.5

喜名焼?
中に石灰岩あり

51 第51号墓 身 沖縄産無釉陶器 甕
18.6   
26.0   
13.5   
40.5

52 第56号墓 身 沖縄産無釉陶器 甕
20.0   
26.8    
─

(33.0)

53 第56号墓 蓋 沖縄産陶質土器 蓋
9.1    
6.5    
3.4

54

54 第56号墓 身 沖縄産無釉陶器 壺
10.1   
14.0   
6.5    
20.8 

53

55 第61号墓 身 沖縄産無釉陶器 甕 喜名焼?

56 第61号墓 身 沖縄産無釉陶器 不明
─
─
─

11.0

57 図版68の2 第62号墓 身 沖縄産無釉陶器 甕
22.0    
31.5   
16.0   
37.0

喜名焼?
窯印あり

58 第62号墓 身 沖縄産無釉陶器 甕
─
─

22.0
(24.0)

59 図版68の4 第62号墓 身 沖縄産無釉陶器 壺
16.5
36.0
─

51.0
耳3ヶ所あり

60 図版68の5 第62号墓 身 褐釉陶器 壺
15.3  
38.7    
─    

45.0 

中国産?
肩部に渦巻き模様

61 図版68の3 第63号墓 身 沖縄産無釉陶器 甕
24.5    
39.2    
21.0    
55.0

喜名焼?

62 図版68の6 第63号墓 身 本土産施釉陶器 壺
16.3  
37.8     
─

50.3

薩摩焼?
外底部に貝目跡

（cm）              
皿：口径

底径
器高

※( )は残存値

 蓋:上部径
下部径

器高

身：口径
胴径
底径
器高
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連番 挿図番号    
図版番号 墓番号 身・蓋 名称又は仮称 器種 法量 対№ 銘   書 氏 家 名 名乗頭  死去年 洗骨年 備考

63 図版68の1 第63号墓 蓋 沖縄産無釉陶器 鉢
13.7      
31.3     
12.8

(外)□□□□

64 第63号墓 身 本土産施釉陶器 壺 薩摩焼

65 第72号墓 身 沖縄産無釉陶器 壺 喜名焼?

66 第78号墓 蓋 沖縄産陶質土器
12.9
10.7
4.8

67

67 第78号墓 身 沖縄産無釉陶器 壺
9.5    
16.3    
9.2   
20.6  

66

68 不明 身 沖縄産無釉陶器 壺

69 第53－A号
墓 身 沖縄産無釉陶器 甕

─      
─     

15.7    
─ 

70 第53－A号
墓 身 褐釉陶器 壺

71 第53－A号
墓 身 沖縄産無釉陶器 壺

14.8
─
─
─

耳3か所あり

72 第53－A号
墓 身 沖縄産無釉陶器 壺

17.5   
35.7   
─
─   

耳3か所あり

73 第53－A号
墓 身 沖縄産無釉陶器 甕

（cm）              
皿：口径

底径
器高

※( )は残存値

 蓋:上部径
下部径

器高

身：口径
胴径
底径
器高
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第５表　形式分類と洗骨年相関

蓋

形式分類　　　　

　　　　洗骨年

Ⅰ ⅡA ⅡB
Ⅲ 備考

ⅠＢb③ ⅡA② ⅡA③ ⅡBa① ⅡBa② ⅡBa③ ⅡBb①

1714 康煕 53 1
1746

乾隆

11 1
1754 19 1
1764 29 1
1775 40 1
1778 43 1
1779 44 1
1795 60 1
1798

嘉慶

3 1
1799 4 1
1802 7 2
1803 8 1
1807 12 2
1811 16 1
1819 24 1
1824

道光

4 1
1827 7 1
1841 21 1
1843 23 2 1
1847 27 1
1849 29 1
1852

咸豊

2 1 1
1858 8 1
1859 9 3 2
1861 11 1
1862 12 1
1864

同治
3 1

1870 9 1
1871 10 1
1885

光緒

11 1
1887 13 1
1891 17？ 1
1893 19 1 銘書では明治26年
1894 20 1
1895 21 1
1896 22 2 1
1898 24 1 銘書では明治31年
1899 25 1 銘書では明治32年
1900 26 1 4 銘書では明治33年
1901 27 1
1902 28 1 銘書では明治35年
1905 31 1
1906

明治
39 1

1909 42 1
1910 43 1 1
1913

大正

2 1
1915 4 1 1
1918 7 1
1919 8 2
1923 12 1
1926 15 1
1927

昭和

2 1
1934 9 1
1935 10 1
1939 14 1
1943 18 1
1944 19？ 1
1945 20 1
1954 29 1
1972 47 1

身

形式分類　　　　

　　　　洗骨年

Ⅰ ⅡA ⅡB
備考

ⅠBb ⅡA1 ⅡBa3 ⅡBa3または
ⅡBa4

1775 乾隆 40 1
1817 嘉慶 22 1
1830

道光
10 1

1837 17 1
1841 21 1
1864 同冶 3 1 1
1905 光緒 31 1
1912 大正 1 1



第６表　蔵骨器出土一覧

第53号墓はⅡBa類身胴部が1点出土している。

形式分類

出土地点

専用蔵骨器
転用蔵骨器 不明 小計

合計家形石製(ⅠA類) 家形陶製(ⅠB類） 甕形陶製無頸(ⅡA類) 甕形陶製有頸軒無し(ⅡBa類) 甕形陶製有頸軒有り(ⅡBｂ類) 円筒形(Ⅲ類)
ⅡA

または
ⅡＢa

ⅡＢaまたは
ⅡＢｂ

身 蓋 身 蓋 身 蓋 身 蓋 身 蓋 身 蓋 身 身 身 蓋 身 身 蓋口 底 口～底 完 上 下 完 口 底 口～底 完 上 下 上～下 完 口 底 口～底 完 上 下 上～下 完 口 底 口～底 完 上 下 上～下 完 口 底 口～底 完 上 下 上～下 完 口 底 完 上 完 底 口 底 完 口 底 口～底 完 上 口 下 上～下 完 底
第1号墓 1 1 11 5 2 8 1 1 1 2 21 12 33
第1-1号墓 1 1 0 1
第2号墓 1 2 3 1 2 2 4 7 11
第3号墓 1 1 2 7 1 3 2 5 3 1 15 11 26
第4号墓 1 4 2 4 1 6 6 12
第6号墓 7 3 1 1 15 7 1 4 6 6 4 38 17 55
第7号墓 1 3 2 4 3 2 4 1 1 1 9 13 22
第8号墓 2 1 5 2 1 4 1 2 1 1 1 10 11 21
第9号墓 4 3 1 3 4 4 1 1 3 3 2 1 1 6 24 13 37
第11号墓 1 1 1 3 5 1 6
第12-1号墓 1 1 1 2 4 1 5
第12・13号墓 1 1 1 1 2
第13号墓 6 6 1 1 2 1 3 1 4 4 2 1 1 1 1 1 19 17 36
第13-1号墓 1 0 1 1
第14号墓 1 1 2 3 2 1 1 1 5 7 12
第15号墓 3 1 3 1 4
第16号墓 1 3 1 1 4 2 6
第17号墓 3 1 2 2 12 2 2 2 1 5 3 4 1 1 2 3 3 1 2 1 31 22 53
第17-1号墓 1 2 2 1 2 1 6 3 9
第20号墓 1 3 3 1 4 1 8 5 13
第21号墓 1 1 7 3 1 3 3 5 2 2 4 5 4 1 1 1 22 22 44
第23号墓 1 2 3 3 1 1 1 2 1 1 10 6 16
第24号墓 1 1 1 1 2
第25号墓 1 1 1 2 1 3
第26号墓 4 2 2 1 1 2 3 3 2 2 2 1 1 3 1 1 18 13 31
第27号墓 1 1 1 1 2
第28号墓 6 3 2 4 2 3 1 7 1 1 17 13 30
第28・29号墓 3 2 2 1 2 4 10 4 14
第28～32号墓 1 1 1 2 1 4 5
第29号墓 1 1 2 1 1 12 2 3 12 1 18 18 36
第29・30号墓 3 2 5 0 5
第30号墓 1 1 1 4 5 2 7
第31号墓 3 1 1 4 1 5
第32号墓 3 1 9 6 3 4 4 4 8 6 32 16 48
第33号墓 1 1 2 2 1 4 6 5 11
第34号墓 2 3 1 2 2 5 5 10
第34・35号墓間斜面 1 1 1 2 1 3
第35号墓 3 2 1 1 4 3 7
第35-1号墓 1 4 1 3 2 3 1 6 9 15
第35-1・41号墓 3 3 0 3
第35-1・36・37-1・41号墓 1 1 3 1 6 0 6
第36号墓 1 1 1 1 1 1 4 2 6
第37号墓 2 3 5 0 5
第37-1号墓 1 1 2 1 2 3 4 7
第39号墓 2 2 1 3 2 5
第40号墓 2 2 1 2 3 5
第41号墓 1 1 1 2 1 3
第42号墓 1 7 4 1 1 3 1 1 2 14 7 21
第45号墓 1 1 3 2 2 1 1 3 9 5 14
第46号墓 1 18 10 1 1 10 3 1 3 3 6 1 1 4 2 1 7 48 25 73
第47号墓 9 6 1 7 2 1 2 4 1 19 14 33
第48号墓 2 1 1 1 2 1 1 5 2 3 2 5 1 1 1 2 1 17 15 32
第49号墓 7 1 2 10 4 2 1 2 13 16 29
第51号墓 1 1 4 2 5 3 4 7 1 1 1 15 15 30
第52号墓 1 1 2 2 2 4
第54号墓 1 1 1 1 2 2 4
第55号墓 1 1 1 2 1 4 2 6
第56号墓 1 2 2 1 1 1 1 5 4 9
第57号墓 2 1 2 1 4 1 3 3 2 8 11 19
第58号墓 1 1 3 3 2 4 1 5 11 9 20
第59号墓 2 2 1 2 2 5 4 9
第60号墓 1 1 9 1 2 1 1 13 3 16
第61号墓  2 1 5 1 9 1 1 1 11 10 21
第62号墓 10 11 1 3 2 1 1 1 2 1 16 17 33
第63号墓 4 1 2 1 1 1 1 7 4 11
第64号墓 1 1 1 1 2
第66号墓 1 5 1 2 5 7
第67号墓 1 1 1 1 1 3 4
第68号墓 1 1 0 1
第69号墓 1 1 1 7 3 2 5 3 2 6 18 13 31
第70号墓 1 1 6 3 3 1 11 4 15
第71号墓 2 4 1 3 1 1 1 7 6 13
第72号墓 3 7 6 1 8 9 6 1 1 1 3 18 28 46
第73号墓 3 1 1 2 5 2 7
第75号墓 1 1 0 1
第76号墓 1 1 1 6 7 8 8 16
第77号墓 1 1 4 3 1 1 1 2 3 12 5 17
第78号墓 2 3 1 1 1 1 1 5 5 10
第77・78号墓 1 1 1 1 2 3
第79号墓 1 1 0 1
補償No.48号墓 1 1 1 1 3 1 4
第53-A号墓 2 3 5 0 5
B地区 3 3 1 1 6 2 8
一括 2 2 0 2
号墓不明 1 1 0 1
各部位計 0 0 3 0 0 0 0 3 1 5 8 1 3 2 12 75 39 8 21 8 60 28 21 193 101 43 70 33 158 86 100 2 1 5 3 0 5 2 3 1 0 2 0 2 17 1 0 0 22 12 9 15 0 2 0 4 8 79 739 538 1277
出土地点

形式分類

口 底 口～底 完 上 下 完 口 底 口～底 完 上 下 上～下 完 口 底 口～底 完 上 下 上～下 完 口 底 口～底 完 上 下 上～下 完 口 底 口～底 完 上 下 上～下 完 口 底 完 上 完 底 口 底 完 口 底 口～底 完 上 口 下 上～下 完 底 身 蓋

合計
身 蓋 身 蓋 身 蓋 身 蓋 身 蓋 身 蓋 身 身 身 蓋 身

家形石製(ⅠA類) 家形陶製(ⅠB類） 甕形陶製無頸(ⅡA類) 甕形陶製有頸軒無し(ⅡBa類) 甕形陶製有頸軒有り(ⅡBｂ類) 円筒形(Ⅲ類)
ⅡA

または
ⅡＢa

ⅡＢaまたは
ⅡＢｂ 転用蔵骨器 不明 小計

専用蔵骨器
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3

2

1
0 40cm第38図 （図版64）　第62号墓出土専用蔵骨器（ⅡA類）
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7

6

5

4

0 40cm

第39図 （図版65）　第62号墓出土専用蔵骨器（ⅡA類）
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11

9

10

8

0 40cm

第40図 （図版66）　第62号墓出土専用蔵骨器（ⅡA類　8〜10）・（Ⅲ類　11）
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第Ⅵ章　その他の遺物

　ここでは、蔵骨器以外（一部、転用蔵骨器を除く）の資料を報告する。

　資料の集計数は、合計 1771 点である。資料の内訳としては、中国産陶磁器 45 点、本土産陶磁器 128 点、

ミニチュア磁器１点、人形６点、沖縄産陶器 540 点、土器５点、円盤状製品 11 点、瓦 22 点、ガラス

製小玉２点、硯２点、石製品４点、煙管 51 点、指輪 33 点、鎌１点、刀子４点、簪 33 点、鏡１点、銭

貨 75 点、釘 74 点、貝類遺殻 50 点、脊椎動物遺骸 16 点、その他 667 点である（第７表）。

　上記資料の中から、第 62 号墓出土遺物、中国産及び本土産陶磁器、沖縄産陶器、硯、人形、円盤状製品、

釘、指輪、簪、鏡、煙管、ガラス及びプラスチック製品、銭貨、貝類遺殻、脊椎動物遺体を紹介する。

　なお、今回の報告は、整理時間等の都合上、一部資料のみを掲載した。そのため、本古墓群出土遺

物の全体像を把握しきれていないのが現状である。今後、機会を改めて再整理・分析を行う必要がある。

　以下、出土遺物の種類ごとに概略を示す。
第７表　遺物出土一覧

出土地

種類

中国産 本土産 ミ
ニ
チ
ュ
ア
磁
器

人
形

沖縄産

土
器

円盤状製品

瓦
ビ
ー
ズ

硯
石
製
品

煙
管

指
輪 鎌 刀

子 簪 鏡 銭
貨 釘

貝

獣
骨　

そ
の
他

合
計青

磁
青
花

白
磁

色
絵

褐
釉
陶
器

そ
の
他

肥
前（
近
世
）

そ
の
他

施
釉
陶
器

無
釉
陶
器

陶
質
土
器

そ
の
他

沖
縄
産
無
釉

沖
縄
産
陶
質

瓦 巻
貝

二
枚
貝

第１号墓 墓庭 1 3 1 7 2 1 15

第１・２号墓 墓庭 1 5 1 3 1 3 14

第２号墓 墓庭 1 2 1 14 1 2 2 2 1 26

第３号墓

墓室 1 2 2 2 7

11甕№７ 1 1 2

墓庭 1 1 2

第４号墓
墓室 1 1

5
墓庭 2 1 1 4

第６号墓

墓室 1 1 1 1 1 5

12

甕№１ 2 2

甕№２ 1 1

甕№３ 1 1

甕№不明 1 1

埋土 1 1 2

第７号墓
墓室 1 1

49
墓庭 1 3 9 1 4 1 1 1 3 9 3 2 5 1 4 48

第7-1号墓 埋土 1 1 1 3

第７・８号墓
墓庭 1 1

3
残土 1 1 2

第８号墓 墓庭 1 7 2 2 3 2 1 3 21

第8-1号墓 墓庭 1 1 1 1 4

第９号墓
墓室 0

8
墓庭 1 3 1 1 1 1 8

第11号墓
サンミデー右 0

7
埋土 2 1 1 3 7

第11・13号墓 墓庭外 1 1

第12号墓
墓室 1 1 1 3

4
墓庭 1 1

第12・13号墓 斜面 2 2

第13号墓
墓庭 2 12 2 5 1 2 2 2 11 39

46
墓庭掘り方 1 4 1 1 7

第13-1号墓 埋土 0 0

第15号墓 下層埋土 3 2 73 78

第16号墓 墓庭掘り方埋土 5 2 2 9

第17号墓
墓室埋土 1 1 2

4
墓庭掘り方埋土 1 1 2
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出土地

種類

中国産 本土産 ミ
ニ
チ
ュ
ア
磁
器

人
形

沖縄産

土
器

円盤状製品

瓦
ビ
ー
ズ

硯
石
製
品

煙
管

指
輪 鎌 刀

子 簪 鏡 銭
貨 釘

貝

獣
骨　

そ
の
他

合
計青

磁
青
花

白
磁

色
絵

褐
釉
陶
器

そ
の
他

肥
前（
近
世
）

そ
の
他

施
釉
陶
器

無
釉
陶
器

陶
質
土
器

そ
の
他

沖
縄
産
無
釉

沖
縄
産
陶
質

瓦 巻
貝

二
枚
貝

第17-1号墓
墓室掘り方埋土 1 2 1 1 1 6

8
墓口羡道埋土 1 1 2

第18号墓 埋土 1 1

第20号墓 墓室 2 2

第21号墓
遺物集中部 1 1 2

3
下部 1 1

第22号墓 墓室 2 2

第23号墓

墓室 1 1

4墓庭 1 1

墓庭外 1 1 2

第24号墓
墓庭 1 2 1 1 2 7

13
埋土 1 2 2 1 6

第25号墓 墓室 2 2 3 2 1 6 1 1 7 1 26

第26号墓

甕№１ 1 1 2

21

甕№２ 2 2

甕№４ 1 1

甕№６ 1 2 2 5

墓庭 1 2 2 1 1 1 3 11

第27号墓 墓庭 1 1 1 3

第28号墓

墓室 1 4 3 10 5 23

46墓庭 1 1 1 2 12 17

墓庭外 1 1 1 2 1 6

第28・29号墓 墓庭 4 1 6 18 4 5 1 1 3 1 1 3 2 2 1 1 9 63

第28〜32号墓 上部斜面 1 1 1 1 2 1 7

第29号墓 墓室 1 2 1 4

第29・30号墓 墓庭外 2 2 2 2 1 1 10

第30号墓 墓庭 1 3 5 2 2 1 1 15

第30・31号墓 墓庭 1 1

第31号墓

墓庭 2 1 1 1 5

16墓庭外 0 1 1

暗渠周り 2 2 1 2 1 2 10

第32号墓

墓室 1 2 2 2 7

25墓庭 2 1 2 1 7 1 14

墓庭外 1 2 1 4

第33号墓 遺物集中部 1 1 1 5 1 1 1 5 3 19

第34号墓
墓室 2 1 1 4

12
墓庭 1 4 3 8

第34・35号墓 墓庭外 1 1

第35号墓 墓庭 1 2 0 1 4

第35-1号墓
（Ｈ21）

墓庭 1 5 1 1 0 1 9
11

暗渠礫内 2 2

第35-1号墓
（Ｈ22）

暗渠埋土 2 2
14

墓庭掘り方埋土 2 3 1 2 2 1 1 12

第35-1、41号墓
墓庭掘り方埋土№ 2 11 6 3 1 1 1 11 36

37
墓庭掘り方埋土 1 1

第35-1、36、
37-1、41号墓

排水施設北側落
ち込み埋土 9 3 1 1 1 1 1 17

第36号墓
（Ｈ21）

墓室 1 5 6
20

墓庭 1 3 5 2 2 1 14

第36号墓
（Ｈ22）

墓庭掘り方埋土 1 1 12 1 15
16

上部斜面崩落埋土 1 1

第37号墓 墓庭 2 1 1 4

第37-1号墓
（Ｈ21） 墓庭 1 2 1 4

第37-1号墓
（Ｈ22） 墓庭掘り方埋土 1 1 6 2 28 38

第38号墓 墓庭外 2 2

第40号墓 埋土 2 1 1 4 8

第41号墓

墓室埋土 1 1

12
墓室袖 1 1

墓庭埋土 1 1

墓庭掘り方埋土 2 3 2 1 1 9
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出土地

種類

中国産 本土産 ミ
ニ
チ
ュ
ア
磁
器

人
形

沖縄産

土
器

円盤状製品

瓦
ビ
ー
ズ

硯
石
製
品

煙
管

指
輪 鎌 刀

子 簪 鏡 銭
貨 釘

貝

獣
骨　

そ
の
他

合
計青

磁
青
花

白
磁

色
絵

褐
釉
陶
器

そ
の
他

肥
前（
近
世
）

そ
の
他

施
釉
陶
器

無
釉
陶
器

陶
質
土
器

そ
の
他

沖
縄
産
無
釉

沖
縄
産
陶
質

瓦 巻
貝

二
枚
貝

第42号墓
墓口 1 1

23
暗渠 1 2 8 4 1 2 1 3 22

第44号墓
墓室 10 1 11

12
墓室棺箱直上 1 1

第45号墓
墓庭埋土 2 2 4

5
墓庭右袖カキ 1 1

第46号墓

墓室埋土 1 1 2

58

墓室蔵骨器№ 3 3

墓庭埋土蔵骨器№ 0

墓庭埋土 1 13 14

人骨№ 1 1 2

№ 2 2 4

墓庭掘方埋土 1 7 1 9 18

墓庭掘方埋土② 6 1 1 1 2 3 14

表採46号墓付近 1 1

第47号墓

墓室埋土 5 5

29
№ 2 1 3

墓庭埋土 2 1 3 1 3 9 19
墓庭掘り込み埋
土 2 2

第48号墓

墓室蔵骨器 2 1 1 4

59

墓室埋土 1 1 2

墓庭掘り方埋土 1 3 1 1 1 1 4 4 16

墓庭掘り方埋土№ 1 5 3 3 1 18 31

墓庭埋土 1 1 1 3

埋土 1 1

閉塞石下面 1 1 2

第49号墓

墓室埋土 2 12 14

166

墓室床面№ 2 2

墓庭埋土 3 1 3 68 75

墓庭埋土一括 1 3 8 12

掘り方№ 3 1 2 8 14

掘り方ピット№1・2 3 3 1 5 37 49

第51号墓
（旧50号）

墓室№ 1 1 1 5 8

40

墓室埋土 1 1 2

サンミデー上蔵骨器№ 1 2 3

墓庭掘り方埋土 4 1 1 2 8

墓庭掘り方掘り込み 1 5 6

埋土中 3 2 1 1 6 13

第51、52号墓 墓庭掘り方埋土№ 2 3 5

第52号墓

墓室埋土 2 1 1 2 2 3 3 14

37

墓室床面№ 2 2 2 4 10

墓室右タナ直上 1 1 2

墓庭掘り方埋土 2 1 3 6

墓庭埋土 1 1 2

墓室掘り方掘り込み 1 1 1 3

第53号墓 石積内 2 2

第54号墓
墓室埋土中 1 1 1 7 10

13
北側埋土 1 2 3

第55号墓
墓室埋土 1 1 1 3 6

13
北側埋土 1 1 1 1 2 1 7

第56号墓
埋土 1 2 1 2 6

9
北側埋土 3 3

第57号墓
墓室埋土 1 0 4 5

6
埋土 1 1

第58号墓 埋土 2 2 1 9 14

第59号墓 蔵骨器№ 8 8

第60号墓

墓庭埋土 1 1

7埋土中 1 1 2 4

北側埋土 1 1 2

第61号墓 埋土 2 1 2 5 10
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出土地

種類

中国産 本土産 ミ
ニ
チ
ュ
ア
磁
器

人
形

沖縄産

土
器

円盤状製品

瓦
ビ
ー
ズ

硯
石
製
品

煙
管

指
輪 鎌 刀

子 簪 鏡 銭
貨 釘

貝

獣
骨　

そ
の
他

合
計青

磁
青
花

白
磁

色
絵

褐
釉
陶
器

そ
の
他

肥
前（
近
世
）

そ
の
他

施
釉
陶
器

無
釉
陶
器

陶
質
土
器

そ
の
他

沖
縄
産
無
釉

沖
縄
産
陶
質

瓦 巻
貝

二
枚
貝

第62号墓

蔵骨器№ 1 2 1 4

27

墓室№ 1 1 1 3

墓室埋土№ 2 2 4

墓室掘り方埋土№ 3 2 1 2 8

墓口埋土 1 1

北側斜面表土 1 1 1 3

北側埋土 1 1 1 1 4

第63号墓

墓室蔵骨器№ 1 1

19

墓室 1 1 2

墓口埋土 1 3 4

墓庭掘り方埋土 2 1 9 12

東側埋土中 0

第64号墓
墓室№ 34 34

45
墓口埋土 11 11

第65号墓 墓室埋土 1 2 24 27

第66号墓

墓室奥壁側タナ掘り込み 2 2

5
シルハラシドゥクマ 1 1

埋土 1 1

上部攪乱土中 1 1

第67号墓 埋土中 1 1

第68号墓 埋土 1 1 2

第69号墓

墓室蔵骨器№ 1 1

14
墓室埋土 1 1 2

シルハラシドゥクマ 1 1

墓庭埋土 10 10

第70号墓

墓室№ 20 20

61

墓室埋土 1 22 8 31

墓室埋土（人骨より下層） 1 1 2

墓室埋土中 2 2

墓庭埋土 1 1 3 5

埋土 1 1

第71号墓

墓室埋土№ 1 9 10

31

墓室埋土 1 1 3 5

墓庭埋土 1 1

墓室埋土掘り込み№ 1 1

墓室掘り込み№ 1 7 8

西側表土中 1 1 1 3

西側 2 1 3

第72号墓

埋土 1 1

30埋土 4 4 8 1 1 5 23

墓庭埋土 1 1 2 1 1 6

第73号墓

墓室埋土 1 1

9埋土 1 1 3 5

北側埋土 1 1 1 3

第74号墓 墓室埋土 1 1

第75号墓 墓室埋土 1 1

第76号墓 墓口埋土 1 1 2 1 1 4 10

第77号墓

墓室 1 3 10 4 1 1 1 1 6 28

46
蔵骨器№５ 1 1 2

墓庭　 1 1 2

一括 2 1 1 10 14

第78号墓

墓室 2 2 14 3 3 1 2 1 2 2 10 42

49
蔵骨器№２ 1 1

墓庭 0

一括 2 1 2 1 6

第79号墓 2 1 3 6

第77・78号墓 1 1 4 1 1 1 2 11

一括 1 3 26 5 2 1 2 1 1 1 2 1 3 49

合計
5 23 5 1 1 10 26 102

1 6
329 119 88 4

5
5 1 5

22 2 2 4 51 33 1 4 33 1 75 74
18 32

16 667 1771
45 128 540 11 50
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第１節　第62号墓出土遺物

　第 62 号墓から得られた蔵骨器以外の資料は総数 27 点が得られた（第８表）。第Ⅴ章でも述べたとお

り、本墓は、比較的古手の蔵骨器・転用蔵骨器が主体をなし、安置された状態で検出された遺構である。

ここで出土資料をまとめて報告することにより、本墓群の成立年代を推察する手がかりとしたい。

　本墓からは、中国産磁器（青花）、本土産磁器（瓶・杯）、沖縄産施釉陶器（瓶・碗）・無釉陶器（瓶・

蓋・壺）・陶質土器（蓋）、煙管、簪、刀子、鎌、瓦、石９種類が確認できた。

　ここでは、第 41 図（図版 73）に、瓶（本土産磁器・沖縄産陶器）、小杯（本土産磁器・中国産磁器）、碗・

蓋（沖縄産陶器）を、第 42 図（図版 74）に、煙管、簪、刀子、鎌を示す。なお、個々の資料の特徴を第９・

10 表に示す。

第８表　第62号墓出土遺物一覧

番号 種類
別数 遺物の種類 出土地

備考

接合 遺物番号 取り上げ日

1 1 中国産磁器 青花 杯 墓室蔵骨器№２内 661 2010．11．16

2

6 本土産磁器 肥前系

瓶 墓室掘り方埋土№５ 530 2010．11．19

3 瓶 墓室埋土№２ 527 2010．11．19

4 瓶 墓室埋土№３ 528 2010．11．19

5 杯 墓室掘り方埋土№６ 531 2010．11．19

6 杯 墓室掘り方埋土№７ 532 2010．11．19

7 杯 北側埋土 206 2010．09．30

8

3

沖縄産陶器

施釉陶器

瓶
墓室埋土№１

同一
526 2010．11．19

墓室掘り方埋土№17 558 2010．11．22

9 瓶 墓室埋土№４ 529 2010．11．19

10 碗 北側斜面表土 594 2010．11．25

11

4 無釉陶器

瓶 墓室№17 506 2010．11．16

12 瓶 墓口埋土 556 2010．11．22

13 蓋 北側斜面表土 594 2010．11．25

14 壺 北側埋土 205 2010．09．30

15 1 陶質土器 蓋 北側埋土 205 2010．09．30

16

5 煙管 銅製

吸口 墓室№11付近 508 2010．11．16

17 吸口 墓室蔵骨器№13 500 2010．11．16

18 吸口 墓室蔵骨器№13 500 2010．11．16

19 雁首 墓室掘り方埋土№８ 533 2010．11．19

20 雁首 墓室掘り方埋土№９ 534 2010．11．19

21

3 簪 銅製

耳かき形 北側斜面表土 594 2010．11．25

22 星形 墓室掘り方埋土№10
同一？

535 2010．11．19

23 星形 墓室掘り方埋土№11 536 2010．11．19

24 1 刀子 鉄製 墓室掘り方埋土№12 537 2010．11．19

25 1 鎌 鉄製 墓室蔵骨器№14内 511 2010．11．16

26 1 瓦 赤色 北側埋土 205 2010．09．30

27 1 その他 石 墓室№８付近 507 2010．11．16
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第９表　第62号墓出土遺物観察一覧① 法量単位：cm、（　）は推算値

挿図番号
図版番号 種類 器種

口径
器高
底径

色調など 文様・特徴など 出土地点

第41図　１
図版73の１ 磁器 瓶

2.9
12.0

（4.2）

外面：淡緑色
内面：淡灰色

外面は畳付け以外、口縁内面まで施釉。
釉薬の発色にやや失透感がみられる。
畳付け際に離砂が付着。

墓室掘り方埋土№５

第41図　２
図版73の２ 磁器 瓶

3.0
12.0
4.2

外面：淡緑色

サイズ、器形、施釉範囲は図No１と酷似。対と
思われる。
外面釉薬の発色は上記に比べ艶が見られる。
畳付け際に離砂付着。

墓室埋土№３

第41図　３
図版73の３ 磁器 瓶

3.1
14.6
5.0

外面：乳白色
外面全体に慣入
が見られる。

外面畳付け以外、口縁内面まで施釉。
畳付け際に離材付着。
外面に呉須による文様、頚部に鋸歯文と圏線
２条、胴部は網目文と上下に圏線１条づつ、高
台に圏線が２条施される。

墓室埋土№２

第41図　４
図版73の４ 施釉陶器 瓶

ー
ー
4.6

外面：頚部黄褐色
から胴部暗褐色
露胎は赤褐色。

口縁を欠損。外面腰部まで施釉。
暗褐色部分にﾋﾟﾝﾎｰﾙが見られる。 墓室埋土№４

第41図　５
図版73の５ 無釉陶器 瓶

6.4
13.7
9.0

外面：赤褐色
肩部に沈線が２条巡る。胴部下方を削りによ
り角度を付け最大径（11.3cm）を作る。
口縁部に焼け剥がれた痕が見られる。

墓室№17

第41図　６
図版73の６ 施釉陶器 瓶

3.4
13.3

（5.5）

外面：黄褐色
下部半分と外底
面未発色。

外面は畳付け以外、口縁内面まで施釉。
釉薬の発色にﾑﾗがある。
胴部下部に削りだしによる蓮華文。

墓室埋土№１
墓室掘り方埋土№17

第41図　７
図版73の７ 磁器 杯

3.6
1.7
1.9

外面：瑠璃色
内面：淡灰色

畳付け以外施釉。口縁を境に内外面で釉薬を
掛分ける。
外底面に釉溜りと離砂が見られる。

墓室掘り方埋土№７

第41図　８
図版73の８ 磁器 杯

4.3
2.1
2.8

内外面：灰白色

畳付け以外施釉。口縁下に呉須による圏線を
２条描きその間を方向の違う斜線で埋めた文
様帯、腰部に界線を１条巡らす。
外底面に離砂が見られる。

墓室掘り方埋土№６

第41図　９
図版73の９ 磁器 杯

5.3
2.8
2.7

外面：灰白色
内面：青灰色

畳付け以外施釉。口唇に錆釉を塗布。
呉須による界線を口縁と高台に１条づつ巡ら
す。胴部には、花唐草文を巡らす。

墓室内
蔵骨器№２内

第41図　10
図版73の10 施釉陶器 碗

ー
ー

（6.4）

内外面：褐色
素地：淡橙色

褐釉を外面腰部から内面を施釉し、内底に蛇
の目釉剥ぎを施す。畳付けにはｱﾙﾐﾅが付着。 北側斜面表土

第41図　11
図版73の11 無釉陶器 蓋

摘み径：
1.8

器高：2.7
最大径：

7.7

内外面：黒褐色
外面にろくろ成形痕が見られる。内面、口縁は
ｹｽﾞﾘ痕が残る。縁から内面にかけて僅かな弧
を描く形状、落とし蓋。

北側斜面表土
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第41図 （図版73）　第62号墓出土遺物①
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第42図 （図版74）　第62号墓出土遺物②
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第10表　第62号墓出土遺物観察一覧②

挿図番号
図版番号 種類 器種 法量単位

㎝、ｇ 文様・特徴など 出土地点

第42図　１
図版74の１ 銅 煙管

雁首

長さ
火皿径
首部立上り
ラウ結合部径
重さ

5.80
1.54
2.20
0.90
6.40

火皿の一部及びラウ結合部が欠損。

墓室掘り方埋土
№８

（遺物№533）
2010.11.19

第42図　２
図版74の２ 銅 煙管

雁首

長さ
火皿径
首部立上り
ラウ結合部径
重さ

5.60
1.43
1.97
0.78
8.60

木質のラウが残存。

墓室掘り方埋土
№９

（遺物№534）
2010.11.19

第42図　３
図版74の３ 銅 煙管

吸口

長さ
吸口径
ラウ結合部径
重さ

6.20
0.39
1.05
5.30

ラウ結合部が一部欠損。木質のラウが残存。
墓室蔵骨器№13
（遺物№500）

2010.11.16

第42図　４
図版74の４ 銅 煙管

吸口

長さ
吸口径
ラウ結合部径
重さ

5.37
0.35
0.83
3.20

吸口の一部及びラウ結合部が欠損。木質のラウが
残存。

墓室№11付近
（遺物№508）

2010.11.16

第42図　５
図版74の５ 銅 煙管

吸口

長さ
吸口径
ラウ結合部径
重さ

6.73
0.40
0.80
5.90

完形。中央からやや吸口側が若干の窪みを呈し歪
んでいるように見える。

墓室蔵骨器№13
（遺物№500）

2010.11.16

第42図　６
図版74の６ 青銅製品 簪

頭部幅
厚さ
重さ

1.36
0.70
0.88

男性用本簪の頭部の資料。
頭部は半円状に形作り、外側の花弁数は５、その
内に多数の花弁がみられる。

墓室掘り方埋土№10
（遺物№536）

2010.11.19

第42図　７
図版74の７ 青銅製品 簪

残存長
最小幅
最大幅
重さ

6.60
0.19
0.35
2.30

男性用本簪の竿部の資料。
首部は丸い形状、中部はひねりが有り、端部は四
角形になる。

墓室掘り方埋土№11
（遺物№536）

2010.11.19

第42図　８
図版74の８ 青銅製品 簪

長さ約
最大幅
最小幅
頭幅
重さ

14.00
0.456
0.332
1.500
8.10

男性用の副簪と思われる。ほぼ完形。
匙部は破損。竿部の首は丸い形状、端部は六角形
になる。
端部約４ｃｍのところで曲がる。

北側斜面　表土
（遺物№594）

2010.11.25

第42図　９
図版74の９ 鉄製品 刃子

残存長
最大幅
厚さ
重さ

12.00
  1.80
  0.35
15.40

錆化しているが、刃部の形状は良好に残る。
茎の残存長は約３cm。柄になる部分に付着物が
見られる。

墓室掘り方埋土№12
（遺物№537）

2010.11.19

第42図　10
図版74の10 鉄製品 鎌

残存長
最大幅
厚さ
重さ

9.40
 1.70
 0.50
17.90

刃部は鎌のような形状。茎は4.2ｃｍを計る。
刃部の先端に丸い形状のもの（約2mm）が付着？

墓室蔵骨器№４
（遺物№511）

2010.11.16
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第２節　中国産陶磁器

　本遺跡から得られた中国産陶磁器は 45 点を数えた（第 11 表）。種類としては、青磁 5 点（碗 4 点・蓋

１点）、青花 24 点（碗 21 点・小杯３点）、白磁５点、色絵１点、褐釉陶器１点、その他９点が確認できた。

　出土地点を見ると 24 の地点から得られているが、各遺構とも数点のみの出土傾向を示している。そ

の中で、第 52 号墓では７点と最も多く出土しており、第 72 号墓の６点、第 28・29 号墓及び第 78 号

墓の４点、第 77 号墓の３点と続く。その他の遺構では、１〜２点であった。

　ここでは、第 62 号墓出土資料以外の特徴的な資料８点を第 43 図（図版 75）に示した。個々の資料

の特徴は第 12 表参照。

　なお、第 11 号墓出土の褐釉陶器壺（第 43 図８　図版 75 の８）は、転用蔵骨器として集計した資料

である。

第11表　中国産陶磁器出土一覧

種類

出土地

中国産

合計青
磁

青
花 白

磁
色
絵

褐
釉
陶
器

そ
の
他

碗 蓋 碗 小杯
第２号墓 墓庭 1 1
第６号墓 埋土 1 1
第７号墓 墓庭 1 1
第11号墓 埋土 2 2
第26号墓 甕№１ 1 1
第28・29号墓 墓庭 4 4
第28〜32号墓 上部斜面 1 1
第29・30号墓 墓庭外 1 1 2
第30号墓 墓庭 1 1
第33号墓 遺物集中部 1 1
第36号墓（Ｈ21） 墓庭 1 1
第36号墓（Ｈ22） 墓庭掘り方埋土 1 1
第37-1号墓（Ｈ22） 墓庭掘り方埋土 1 1
第42号墓 暗渠 1 1

第52号墓
墓室埋土 2 1 1 4

7墓室床面№ 2 2
墓室掘り方掘り込み 1 1

第54号墓 墓室埋土中 1 1
第62号墓 蔵骨器№ 1 1
第71号墓 墓室埋土№ 1 1

第72号墓
埋土 4 4

6
墓庭埋土 1 1 2

第73号墓 北側埋土 1 1

第77号墓
墓室 1 1

3
一括 2 2

第78号墓
墓室 2 2

4
一括 2 2

第77・78号墓 1 1
一括 1 1

合計
4 1 21 3

5 1 1 9 45
5 24
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第12表　中国産陶磁器観察一覧 法量単位：cm、（　）は推算値

挿図番号
図版番号 種類 器種

口径
器高
底径

色調 文様・特徴など 出土地点

第43図　１
図版75の１ 青花 碗

9.8
5.0
4.0

内外面：淡青白色
素地：乳白色

畳付け以外全面施釉。畳付けは釉を削り取る。
内外面に濃い呉須による文様をほどこす。胴
部に花唐草、内外底にﾃﾞｻﾞｲﾝ化された銘。

第78号墓
褐色土　A

第43図　２
図版75の２ 青花 碗

（11.6）
ー
ー

内外面：灰白色
素地：黄灰色

残存部全面施釉。外面胴部に呉須による唐草
文？が施される。器全体は白濁。 第78・78号墓前

第43図　３
図版75の３ 青花 碗

ー
ー
ー

内外面：淡緑色
素地：黄灰色

残存部全面施釉。口縁は外反。
外面に呉須による丸文と思われる文様。

第78号墓
地山直上

第43図　４
図版75の４ 青花 碗

ー
ー

（7.8）

内外面：青白色
素地：灰白色

高台内外の中位より下は露胎。
内底は蛇の目になり、中心は窪む。
呉須による文様が、外面胴部と内底に見られ
る。内面腰部には圏線が１条見られる。

第28・29号墓
墓庭　掘り方埋土

第43図　５
図版75の５ 青花 碗

ー
ー

（6.1）

内外面：青白色
素地：灰白色

畳付け以外全面施釉。畳付けは釉を削り取る。
外面腰部に圏線２条。内面腰部にも僅かに呉
須がみられる。

第77号墓
人骨集中部
攪乱一括

第43図　６
図版75の６ 青花 杯

6.4
3.0
3.0

内外面：灰白色
素地：灰白色

畳付け以外全面施釉薬。高台内に離砂が多量
に付着。
外面胴部に呉須による梵字文が２段、圏線が
口縁に１条、腰部に２条巡る。

第26号墓
墓室埋土
蔵骨器№１

第43図　７
図版75の７ 青花 杯

ー
ー

（1.7）

内外面：青白色
素地：灰白色

内面から外面高台まで施釉。
呉須による文様は、外面胴部に文様の一部と
高台に圏線２条。内底に点文と圏線２条が見
られる。

第36号墓
墓庭掘り方埋土

第43図　８
図版75の８ 褐釉陶器 壷

（9.5）
（9.5）

5.8

釉色：暗褐色
素地：赤褐色

口縁は大きく外反する。施釉範囲は外面口縁
下約１ｃｍから口縁内まで施釉。
内外面に釉垂れが見られる。ﾛｸﾛによる成形痕
が内面に明瞭。外面下部はﾅﾃﾞ調整が見られ
る。

第11号墓
墓庭右側サンミデー
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第43図 （図版75）　中国産陶磁器
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第３節　本土産陶磁器

　本遺跡から得られた本土産陶磁器は 128 点を集計した（第 13 表）。ここでは、第 62 号墓出土資料以

外の瓶、皿、碗、杯など特徴的なもの 10 点を図示する（第 44 図　図版 76）。

　時期的には近世から近代にかけての資料である。産地は肥前・砥部・瀬戸美濃などが考えられた。

種類としては、小杯が最も多く 27 点（近世期 16 点、近世〜近代 11 点）で、瓶の 22 点と続く。その他、

碗２点、陶器皿１点と続く。その他としたものは、近代期に属する資料と捉えられたもので、器種の

分類は割愛した。

　本墓群での本土産磁器の出土傾向は、瓶と小杯がセットになって得られていることにある。これは、

調査中の調査員等の感触とも一致している。

　特に、瓶として分類集計した 22 点は、網目文、草花文、青磁などの近世期の肥前系磁器と考えられ

ることから、墓域の成立における時期の考察に貴重な成果であったと考える。

　個々の資料の特徴は、第 14 表に示す。

第13表　本土産陶磁器出土一覧

種類

出土地

本土産

合計
近世

小杯
近代

瓶 碗
皿

小杯
小杯 その他

網目 草花 青磁 草花 染付 瑠璃 白磁
第１号墓 墓庭 1 1 2 4
第１・２号墓 墓庭 1 1
第２号墓 墓庭 1 1 1 3
第３号墓 甕№７ 1 1
第６号墓 墓室 1 1
第７号墓 墓庭 2 1 3
第８号墓 墓庭 1 1
第９号墓 墓庭 1 1
第13号墓 墓庭 2 2
第15号墓 下層埋土 1 2 3

第17号墓
墓室埋土 1 1

2
墓庭掘り方埋土 1 1

第17-1号墓 墓室掘り方埋土 1 1
第24号墓 墓庭 1 1
第26号墓 墓庭 1 1
第28号墓 墓庭外 1 1 2
第28・29号墓 墓庭 1 1 1 1 3 7
第29号墓 墓室 1 1
第29・30号墓 墓庭外 2 2
第30号墓 墓庭 3 3

第31号墓
墓庭 1 1 2

4
暗渠周り 2 2

第32号墓
墓庭 2 2

3
墓庭外 1 1

第33号墓 遺物集中部 1 1 2
第34号墓 墓庭 1 1
第35号墓 墓庭 1 1
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種類

出土地

本土産

合計
近世

小杯
近代

瓶 碗
皿

小杯
小杯 その他

網目 草花 青磁 草花 染付 瑠璃 白磁
第35-1号墓（Ｈ21） 墓庭 1 1
第35-1号墓（Ｈ22） 墓庭掘り方埋土 2 2
第35－1、41号墓 墓庭掘り方埋土№ 1 1 2
第36号墓 墓庭埋土 3 3
第37号墓 墓庭 2 2
第37-1号墓（Ｈ22） 墓庭掘り方埋土 1 1
第38号墓 埋土・墓庭外 1 1 2
第42号墓 暗渠 2 2

第46号墓
人骨№ 1 1

3墓庭掘方埋土 1 1
表採46号墓付近 1 1

第48号墓
墓庭掘り方埋土 1 1

2
墓庭掘り方埋土№ 1 1

第49号墓
墓室埋土 2 2

6墓庭埋土 3 3
墓庭埋土一括 1 1

第51号墓 墓室№ 1 1
第51、52号墓 墓庭掘り方埋土№ 2 2

第52号墓

墓室床面№ 2 2 4

8
墓室右タナ直上 1 1
墓庭埋土 1 1
墓室掘り方掘り込み 1 1 2

第55号墓 北側埋土 1 1
第56号墓 埋土 1 1
第58号墓 埋土 2 2
第60号墓 埋土中 1 1

第62号墓
墓室埋土№ 1 1 2

6墓室掘り方埋土№ 1 1 1 3
北側埋土 1 1

第63号墓
墓室 1 1

4墓口埋土 1 1
墓庭掘り方埋土 1 1 2

第68号墓 埋土 1 1

第70号墓
墓庭埋土 1 1

2
埋土 1 1

第71号墓

墓室埋土 1 1

5
墓庭埋土 1 1
西側表土中 1 1
西側 2 2

第72号墓
埋土 1 3 4

6
墓庭埋土 1 1 2

第76号墓 墓口埋土 1 1
第77号墓 墓室 3 3

第78号墓
墓室 2 2

3
一括 1 1

第77・78号墓 1 1
一括 3 3

合計

9 11 2
2 1

2 1 13
8 3 76

128
22 16

41
128
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第14表　本土産陶磁器観察一覧 法量単位：cm、（　）は推算値

挿図番号
図版番号 種類 器種

口径
器高
底径

色調 文様・特徴など 出土地点

第44図　１
図版76の１ 磁器 瓶

（3.4）
16.9
5.3

外面：灰白色

外面畳付け以外、口縁内面まで施釉。
畳付け際に離砂付着。
外面に呉須による文様、頚部に鋸歯文と圏線
２条、胴部は網目文と上下に圏線１条づつ、高
台に圏線が２条施される。

第63号墓
墓庭掘り方埋土

第44図　２
図版76の２ 陶器 皿

ー
ー
4.4

外面釉：淡緑色
内面釉：褐緑色
素地：淡橙色

外面腰部から内面まで施釉。
内面に蛇の目釉剥ぎ、その露胎に目痕が残る。
腰部、高台に削り痕。畳付けは抉りと研磨を施
す。

第28・29号墓
墓庭埋土

第44図　３
図版76の３ 磁器 碗

10.2
6.1
4.0

内外面：淡灰色
素地：淡灰白色

畳付け以外全面施釉。畳付け際に離砂付着。
呉須による文様、口縁、腰部に圏線１条づつ、
高台に圏線を２条巡らし、胴部には山水文。

第28号墓
上部斜面

第44図　４
図版76の４ 磁器 杯

（6.8）
2.9

（3.0）

内外面：青白色
素地：乳白色

全面に施釉するが、口唇の一部に釉の剥がれ
が見られる。
外面胴部に呉須による文様。

第38号墓　埋土

第44図　５
図版76の５ 磁器 杯

4.15
2.1
1.8

内外面：淡灰白色 畳付け以外全面施釉。
型作り。器壁は薄い。

第46号墓
人骨№

第44図　６
図版76の６ 磁器 杯

4.6
1.9
1.95

内外面：淡灰白色
素地：乳白色

畳付け以外全面施釉。
口縁部は開く器形。

第７号墓　
墓庭掘り方②

第44図　７
図版76の７ 磁器 杯

5.2
2.1
2.5

内外面：淡灰白色 畳付け以外全面施釉。
口縁部は開き、高台も「ﾊ」の字状の器形。

第１号墓
墓庭黒色土

第44図　８
図版76の８ 磁器 杯

5.6
3.0
2.3

内外面：淡灰白色
畳付け以外全面施釉。
口縁部は直、高台際釉薬を削り稜を作る。
高台内に離材付着。

第３号墓
蔵骨器№７

第44図　９
図版76の９ 磁器 杯

5.6
3.0
2.2

内外面：淡灰白色 畳付け以外全面施釉。
口唇部は外反。畳付け離材が残る。

第７号墓
墓庭掘り方②
第１層

第44図　10
図版76の10 磁器 杯

6.1
2.7
2.2

内外面：淡灰白色
畳付け、外底面以外施釉。
外面の腰部面取りし、高台は方形。
内底面に色絵の痕、輪郭のみ残る。

第13号墓
墓庭掘り方②
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第44図 （図版76）　本土産陶磁器
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第４節　沖縄産陶器

　本遺跡から得られた沖縄産陶器は 540 点を集計した（第７表）。ここでは、第 62 号墓出土資料以外

の特徴的なものについて紹介する。

　出土した沖縄産陶器は、施釉陶器（329 点）、無釉陶器（119 点）、陶質土器（88 点）に大別できる。

その中で、施釉陶器は瓶・小杯（第 45 〜 47 図　図版 77 〜 79）、無釉陶器は壺・瓶・鉢（第 48 図　図

版 80）、陶質土器は蓋・壺・水鉢（第 49 図　図版 81）を掲載した。

　注目される資料として、施釉陶器のなかの所謂「古典焼」と称されるものが挙げられる（第 45 図１

〜４　図版 77 の１〜４）。同資料は、副葬品として製作される特徴の論考がある。本墓群より得られ

た資料にもその特徴が顕著に見ることができる。今後、同テーマに着目して資料の比較・整理・検討

を実施できれば、近代沖縄における葬制の一端が明らかになるものと考えられる。また、他に示した

施釉陶器は、本墓群の特徴的な出土資料であることから瓶と小杯を主に報告した。

　なお、第 46 号墓出土の無釉陶器の鉢（第 48 図３　図版 80 の３）及び第 49 図１・２（図版 81 の１・

２）に示した第 26 号墓出土の陶質土器の壺（蓋・身）は、転用蔵骨器として集計した資料である。陶

質土器壺の内容物としては、成人男性の人骨片が得られている（附篇１　第１表参照）。

　個々の資料の特徴は、第 15 〜 19 表を参照。

参考文献

仁王浩司　「墓から出土する古典焼〜浦添市前田・経塚近世墓群の発掘調査事例より〜」

　　　　　『壺屋焼物博物館紀要』　第 10 号　2009.3

第15表　沖縄産陶器観察一覧①

挿図番号
図版番号 出土地 器種

口径
器高
底径

施釉の状況 特徴

第45図の1
図版77の1 第７号墓　墓庭掘り方②第１層 瓶

3.0
9.6
4.6

外面の文様印刻部
及び畳付は掻き取
る。

文様帯には魚と帆船（？）の浮き彫りがある。
左右に耳を配しているが、左は欠失している。
底面に「琉球」の刻印がある。

第45図の２
図版77の２ 第31号墓　暗渠周り埋土 瓶

2.9
12.0
4.8

外面の文様印刻部
及び畳付は掻き取
る。

文様帯には魚と象、笛を吹く人物の浮き彫り
がある。

第45図の３
図版77の３ 第９号墓　墓室埋土 瓶

2.9
10.5
4.0

外面の文様印刻部
及び畳付は掻き取
る。

小型である。文様帯には魚と家（？）の浮き彫
りがある。左右に耳を配している。

第45図の４
図版77の４ 第３号墓　墓庭掘り方② 瓶

3.0
10.5
4.2

外面の文様印刻部
及び畳付は掻き取
る。

文様帯には象と牛、植物、笛を吹く人物をモ
チーフとした浮き彫りがある。底面に「琉球」
の刻印がある。
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第45図 （図版77）　沖縄産陶器①
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第16表　沖縄産陶器観察一覧② 法量単位：cm、（　）は推算値

挿図番号
図版番号 器種 部位

口径
器高
底径

釉
（外面）

釉
（内面） 施釉範囲・文様など 遺物№ 出土地点

第46図　１
図版78の１ 瓶 完形

2.3
10.4
5.3

白化粧
透明釉  無し 

外面、畳付け以外と口縁内まで施釉。
畳付けにはアルミナが付着。
外面に呉須と飴色の線条文。

№56 第１号墓
墓庭黒色土

第46図　２
図版78の２ 瓶 完形

2.1
10.8
5.0

白化粧
透明釉  無し 

外面、畳付け以外と口縁内まで施釉。
畳付けにはアルミナが付着。外底面に
砂粒、付着物が見られる。
外面に呉須と飴色による線条文。

№217 第28・29号墓
掘り方埋土

第46図　３
図版78の３ 瓶 完形

2.4
12.0
6.3

白化粧
失透  無し 

外面、畳付け以外と口縁内まで施釉。
畳付けにはアルミナが厚く付着。全体
に発色が悪く、艶がない。
外面に呉須による花文と口縁に条文。

№152 第13号墓
墓庭掘り方②

第46図　４
図版78の４ 瓶 完形

2.4
12.3
5.4

褐釉  無し 

外面から口縁内まで施釉。
畳付けと外底面は露胎。
外面、掛け分けか？胴部上下で発色に
違いが見られる。

№211 第28･29号墓
墓庭掘り方埋土

第46図　５
図版78の５ 瓶 完形

2.2
13.2
5.0

白化粧
透明釉  ー 

外面から口縁内まで施釉。
畳付けは釉薬を削り取り、露胎。高台内
縁際に砂粒付着。口唇部は釉剥がれを
している。
外面、線彫りの圏線と飛鉋の文様に呉
須と飴色で条文する。

№216-2
第32号墓
墓庭外

（重機進入路下）埋土

第46図　６
図版78の６ 瓶 完形

2.45
13.7
5.5

白化粧
透明釉  無し 

外面、畳付け以外と口縁内まで施釉。
畳付けにはアルミナが付着。外底面、高
台内縁に砂粒が付着。
外面に呉須による線条文。貫入が明瞭。

№152 第13号墓
墓庭掘り方②

第46図　７
図版78の７ 瓶 完形

3.6
14.0
5.2

白化粧
透明釉  透明釉 

外面から口縁内まで施釉。畳付けは釉
薬を削り取り、露胎。
頚部と胴下部に淡青色の界線を１条づ
つ。条文の上部に淡青色と飴色の絵付
け。口縁から頚部に緑釉を流し掛け。胴
部に約1.5cmの付着物。

№228 第28号墓
墓室人骨周辺

第46図　８
図版78の８ 瓶 ほぼ

完形

2.1
14.1
5.1

白化粧
透明釉  無し 

外面、畳付け以外と口縁内まで施釉。畳
付けは釉薬を削り取り、露胎。外底面、
高台内、畳付けに砂粒などが付着。外面
に呉須による線条文。

№116 第７号墓
墓庭掘り方②

第46図　９
図版78の９ 瓶 完形

2.4
14.8
6.0

白化粧
透明釉  無し 

外面、畳付け以外と口縁内まで施釉。
畳付けにはアルミナが付着。全体に発
色が悪く、貫入も見られる。
外面に呉須による草花文と口縁に流し
掛け。

№180-2 第21号墓
遺物集中部
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第46図 （図版78）　沖縄産陶器②
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第17表　沖縄産陶器観察一覧③ 法量単位：cm、（　）は推算値

挿図番号
図版番号 器種 部位

口径
器高
底径

釉
（外面）

釉
（内面） 施釉範囲・文様など 遺物№ 出土地点

第47図　１
図版79の１ 瓶 完形

2.9
8.9
3.6

褐釉  無し 

口縁内から外面底部近くまで施釉。
頚部に沈線が４条巡る。褐色釉が下部
で溜り厚くなる。露胎との際に砂粒が
付着。外底面に糸切痕が明瞭。

№217 第28・29号墓
墓庭掘り方埋土

第47図　２
図版79の２ 瓶 完形

3.0
13.1
5.1

褐釉  無し 
口縁内から外面底部近くまで施釉。
外底面に釉がまだらに掛かる。畳付け
は平ら。頚部に深目の沈線が３条巡る。

№19 第８号墓
墓庭埋土

第47図　３
図版79の３ 瓶 完形

3.2
14.6
6.1

褐釉・灰
釉 ー

口縁内から外面と外底面を施釉。
頚部で褐釉と灰釉の掛け分け。口縁から頚部
に緑釉流し掛けし際は厚くなる。頚部に沈線
が３条巡る。胴部は２本単位で（指か？）釉を
なで落とし、施文。畳付けに付着物が残る。約
半分には掻き取った痕が見られる。

№116 第７号墓
墓庭掘り方②

第47図　４
図版79の４ 瓶 完形

3.4
20.5
7.0

褐釉  無し 

渡名喜瓶である。口縁内から外面を施
釉。畳付け外底面は露胎。腰部に最大径
9.5cmを測り、その上部に沈線３条を巡
らす。畳付けは削りにより成形、砂粒の
付着が見られる。

№267 第48号墓
墓庭掘り方　№８

第47図　５
図版79の５ 瓶 ほぼ

完形

5.1
16.35
6.1

白化粧
透明釉  無し 

瓶子と呼ばれる台付瓶である。
口縁内から外面、外底面を施釉。畳付け
にはアルミナが付着している。
胴部に線彫文と呉須、飴色による条文。
口縁内は呉須を流し掛け。

№116 第７号墓
墓庭掘り方②

第47図　６
図版79の６ 瓶 完形

2.6
10.0
5.0

褐釉  無し 

小型の台付き瓶。
口縁内から外面、外底面に褐釉を施釉。
畳付けは削りにより成形、内側に向か
い傾斜。砂粒などの付着が見られる。

№217 第28・29号墓
墓庭掘り方埋土

第47図　７
図版79の７ 杯 完形

3.2
2.0
1.8

淡緑灰色
透明釉

淡緑灰色
透明釉

外面腰部から内面を施釉。腰から下部、
畳付け外底面は露胎。口縁は直下に削
りが見られ外反する。腰部にも明瞭な
ヘラ削りが見られ、稜を作る。高台はや
や開く形状。畳付けから内に傾斜。

№124 第８号墓　袖墓
畦こわし

第47図　８
図版79の８ 杯 完形

3.5
1.7
1.55

淡灰色
透明釉

淡灰色
透明釉

外面腰部から内面を施釉。腰から下部、
畳付け外底面は露胎。
口縁は外反する。腰部に浅くヘラ削り
が見られる。高台は直で、畳付けから内
に傾斜。

№150 第46号墓
人骨№３

第47図　９
図版79の９ 杯 完形

4.0
2.5
1.8

淡緑灰色
透明釉

淡緑灰色
透明釉

外面腰部から内面を施釉。腰から下部、
畳付け外底面は露胎。
口縁は外反する。腰部に浅くヘラ削り
が見られる。高台は直で、畳付けに付着
物あり。

№211 第28・29号墓
墓庭掘り方埋土

第47図　10
図版79の10 杯 完形

4.4
2.4
2.0

緑灰色釉
白濁

緑灰色釉
白濁

外面腰部から内面を施釉。腰から下部、
畳付け外底面は露胎。口縁は直下に削
りが見られ外反し、口唇は丸い。外面胴
部と内底面に砂粒の付着が見られる。

№75 第６号墓
墓口

第47図　11
図版79の11 杯 ほぼ

完形

4.5
2.1
2.0

淡緑灰色
白濁

淡緑灰色
白濁

外面腰部から内面を施釉。腰から下部、
畳付け外底面は露胎。口縁は直。内底面
やや広く、平ら、砂粒の付着が見られ
る。

№152 第13号墓
墓庭掘り方②

第47図　12
図版79の12 杯 ほぼ

完形

5.2
2.7
2.2

黄緑色釉 黄緑色釉

外面高台半分上から内面を施釉。高台
下部にアルミナの付着痕が残る。外面
胴部に１条、腰部に２条沈線が巡る。内
底面に砂粒が付着。

№119 第13号墓
墓庭掘り方①
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第47図 （図版79）　沖縄産陶器③
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第18表　沖縄産陶器観察一覧④

第19表　沖縄産陶器観察一覧⑤

法量単位：cm、（　）は推算値

法量単位：cm、（　）は推算値

挿図番号
図版番号 器種 部位

口径
器高
底径

施釉範囲・文様など 遺物№ 出土地点

第48図　１
図版80の１ 壺 胴〜底部

ー
13.5
8.2

頚部より上が打ち掻いて外され無頸。
残部の頚部に沈線が２条確認できる。
胴部下部にヘラ調整痕。
胴部に幅約5mm、長さ約4cmのﾍﾗ痕が残る。窯印か？

 №276 34－⑤

第48図　２
図版80の２ 瓶 完形

5.5
13.4
5.3

頚部は窄まり、口縁がラッパﾟ状に開く器形。
胴部下部にﾍﾗ調整痕。胴下半分に自然釉による艶が見
られる。

 №153 第46号墓
墓庭埋土

第48図　３
図版80の３ 鉢 ほぼ完形

32.7
22.1
15.7

口縁部「Ｌ」字状に張り出す形状。
口縁先に貼り付け縄目文を巡らす。胴部にも貼り付け
の花唐草文。胴下部と外底面はナデﾞ調整される。外面
自然釉による艶が見られる。
底面に約1cmの孔を外から内に穿つ。
胴内面に墨書痕が見られる。

第46号墓
墓庭蔵骨器№４

挿図番号
図版番号 器種 部位

口径
器高
底径

施釉範囲・文様など 遺物№ 出土地点

第49図　１
図版81の１ 蓋 口〜底

（12.3）
1.8
7.0

落し蓋と思われる。外周は張り出す、先端は丸い。
上面中央に摘み？の様なものを貼り付ける。
上下面に黒色（煤痕？）の付着が見られる。

 №177
第26号墓
墓庭左側埋土
サンミデー付近

第49図　２
図版81の２ 壺 口〜底

12.6
11.9
11.4

胴部中位が大きく張り出し、底部と肩部へ狭まる器形。
胴部最大径18.3cmを計る。
口縁は直に立ち、上面内側に傾斜する。肩部に沈線を１
条巡らし、その上から波状沈線を１条巡らす。外面に黒
色（煤痕？）の付着が見られる。

 №177
第26号墓
墓庭左側埋土
サンミデー付近

第49図　３
図版81の３ 水鉢 口縁部 （29.0） 口縁で内湾し、先端は舌状になる。

口縁部に沈線１条と２本一組の波状沈線。  №35 第６号墓
墓室左側埋土
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第48図 （図版80）　沖縄産陶器④
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0 10cm

第49図 （図版81）　沖縄産陶器⑤
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第５節　硯

第６節　人形

　硯は２点を図示した。第 50 図（図版 82）１は、第 30 号墓庭外出土。同図２は、第７号墓庭出土。個々

の資料の特徴は、第 20 表参照。

　人形は６点出土した。第 50 図（図版 82）３・４は、第 25 号墓室より出土。個々の資料の特徴は第

20 表参照。なお、第 25 墓では、銭貨と貝が伴って出土した。葬送儀礼の際の意図が読み取れる。

　人形は、上記天神２点の他に、第３号墓室から磁器製の人形１点、第 17 －１号墓室から磁器製の人

形２点、第 55 号墓北側埋土から陶製（沖縄産無釉陶器）の獅子？が１点出土している。

第20表　硯・人形観察一覧 法量単位：cm、g

挿図番号
図版番号 種類 器種

長さ
幅

厚さ
重さ 文様・特徴など 出土地点

第50図　１
図版82の１ 石製品 硯

ー
3.35
0.95

26.7
墨受け部、縁の一部破損。側面に研磨痕。残部の丘に
使用によると思われる窪みが見られる。色調は、暗灰
色　N３

第30号墓
墓庭外埋土
遺物№219
2010.01.13

第50図　２
図版82の２ 石製品 硯

9.2
7.2
1.2

129.8
縁の一部破損ほぼ完形。幅に比べ長さが短く感じる。
裏面も丘から池のほうに緩やかに下がる形状。
色調は、暗茶灰色　7.5R ４/1

第７号墓
墓庭掘り方②第１層
遺物№126
2009.10.21

第50図　３
図版82の３ 陶製 人形

5.2
4.3
2.0

28.1

側面に型の痕が残る。
底面に約8mmの孔。
尺と烏帽子を持ち台座に座る。
色調は、にぶい橙色　7.5YR　７/３

第25号墓
墓室蔵骨器前
遺物№128
2009.10.27

第50図　４
図版82の４ 陶製 人形

5.3
4.2
2.0

21.1

側面に型の痕が残る。
底面に約4mmの孔。
尺と烏帽子を持ち台座に座る。
台座は高く、両側に狛犬、花文も見られる。
色調は、明褐灰色　7.5YR　７/2

第25号墓
墓室蔵骨器前
遺物№137
2009.10.28
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第７節　円盤状製品

第８節　釘

第９節　指輪

　円盤状製品は 11 点を集計し、内２点を図示した（第 51 図　図版 83　第７表参照）。種類別では、沖

縄産無釉陶器が５点、沖縄産陶質土器が１点、瓦が５点となっている。

　第２号墓２点、第 28・29 号墓１点、第 36 号墓１点、第 52 号墓１点、第 77 号墓３点、第 78 号墓１点、

第 77・78 号墓１点、一括１点。

　第 51 図１は、沖縄産無釉陶器の胴部で最大径 6.4㎝、最大厚 1.3㎝、重量 61.8 ｇ。第 25 号墓室出土。

同図２は、沖縄産無釉陶器の胴部で最大径 6.3㎝、幅 1.0㎝、重量 57.9 ｇ。第 36 号墓庭出土。

　釘は 74 点を集計し、内９点を図示した（第 51 図　図版 83　第７表参照）。出土地点は、第３号墓（２

点）、第４号墓（１点）、第７号墓（６点）、第 13 号墓（２点）、第 25 号墓（１点）、第 28 号墓（10 点）、

第 28・29 号墓（２点）、第 32 号墓（３点）、第 33 号墓（遺物集中部）（３点）、第 36 号墓（12 点）、第

44 号墓（10 点）、第 46 号墓（２点）、第 49 号墓（10 点）、第 58 号墓（９点）、第 77 号墓（1 点）である。

その中で、第３・28・32 号墓では、墓室にて一次葬人骨が検出されている。

　個々の資料の特徴は第 21 表を参照。

　指輪は 33 点集計し、内３点を図示した（第 51 図　図版 83　第７表参照）。出土地点は、第１・２号墓（１

点）、第２号墓（１点）、第７号墓（９点）、第 11 号墓（３点）、第 24 号墓（２点）、第 26 号墓（４点）、

第 28・29 号墓（１点）、第 32 号墓（２点）、第 35 － 1 号墓（２点）、第 36 号墓（１点）、第 46 号墓（１

点）、第 49 号墓（３点）、第 55 号墓（２点）、第 69 号墓（１点）である。その中で、第 26・69 号墓では、

蔵骨器内から得られている。二次葬の際の丁寧な葬送儀礼がうかがえる。

第21表　釘計測一覧

挿図番号
図版番号 出土地 材質 法量（㎝・g） 備考 遺物

番号 取上げ年月日長さ 重さ
第51図　３
図版83の３ 第３号墓　墓室埋土 鉄 4.00 2.1 錆･木片が付着。両端は欠損。 68 2009.08.31

第51図　４
図版83の４ 第７号墓　墓庭掘り方② 鉄 4.00 1.9 錆･木片が付着。脚部は欠損。 118 2009.10.09

第51図　５
図版83の５ 第７号墓　墓庭掘り方② 鉄 4.10 1.2 錆･木片が付着。 118 2009.10.09

第51図　６
図版83の６ 第７号墓　墓庭掘り方② 鉄 4.45 2.0 錆･木片が付着。 118 2009.10.09

第51図　７
図版83の７ 第28号墓　墓室人骨周辺 鉄 4.30 1.0 錆･木片が付着。丸釘。 226 2009.12.17

第51図　８
図版83の８ 第28号墓　墓室人骨周辺 鉄 4.60 3.1 錆･木片が付着。 226 2009.12.17

第51図　９
図版83の９ 第28号墓　墓室人骨周辺 鉄 5.80 3.9 錆･木片が付着。多量の木片の付着で

磁力が弱い。 226 2009.12.17

第51図　10
図版83の10 第28号墓　墓室人骨周辺 鉄 5.50 3.7 錆･木片が付着。 226 2009.12.17

第51図　11
図版83の11 第32号墓　墓室埋土 鉄 3.70 1.5 錆･木片が付着。脚部は欠損。 214 2010.01.06
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第22表　指輪計測一覧

出土数 挿図番号
図版番号 出土地 材質 法量（mm・g） 遺物

番号 備考直径 飾り幅回り 厚さ 重さ 残在率

1 1 第１・２号墓　墓庭黒色土 銅 20.30 10.69 1.55 5.2 完 55 2009.08.28

2 1 第２号墓　墓庭黒色土 銅 － 5.93 0.86 1.2 破損 51 2009.08.27

3

9

第７号墓　墓庭掘り方② 銅 19.10 5.16 0.70 1.2 完 118 2009.10.09

4 第７号墓　墓庭掘り方② 銅 18.81 9.83 1.19 2.4 完 118 2009.10.09

5 第７号墓　墓庭掘り方② 銅 21.38 3.00 1.03 1.0 完 118 2009.10.09

6 第７号墓　墓庭掘り方② 銅 19.20 2.83 0.81 1.2 完 118 2009.10.09

7 第７号墓　墓庭掘り方② 銅 19.15 4.80 1.80 1.2 完 118 2009.10.09

8 第７号墓　墓庭掘り方②　　　
（遺物集中部） 銅 21.12 3.11 1.15 1.0 完 118 2009.10.09

9 第７号墓　墓庭掘り方②埋土中 銅 19.28 5.86 1.01 1.5 ほぼ完 120 2009.10.19

10 第７号墓　墓庭掘り方②埋土中 銅 21.64 5.81 1.56 2.8 完 120 2009.10.19

11 第７号墓　墓庭掘り方②埋土中 銅 － － － 0.7 破損 120 2009.10.19

12

3

第11号墓　屋根左側埋土 銅 21.30 6.10 1.61 1.2 完－３ 130 2009.10.27

13 第11号墓　屋根左側埋土 銅 20.84 5.60 1.30 1.5 完－３ 130 2009.10.27

14 第11号墓　屋根左側埋土 銅 19.60 4.80 0.46 0.9 完－３ 130 2009.10.27

15
2

第24号墓　墓前埋土 銅 15.54 1.56 0.98 0.3 破損 189 2009.11.27

16 第24号墓　墓前埋土 銅 14.09 0.84 0.82 0.1 破損 189 2009.11.27

17

4

第26号墓　墓室埋土蔵骨器№２ 銅 20.49 7.60 0.98 2.7 完 160－1 2009.11.04

18 第26号墓　墓室埋土蔵骨器№２ 銅 20.29 7.74 0.89 2.6 完 160－1 2009.11.04

19 第51図　12
図版83の12 第26号墓　墓室埋土蔵骨器№６ 銅 19.30 6.55 0.98 2.1 完 160－3 2009.11.04

20 第51図　13
図版83の13 第26号墓　墓室埋土蔵骨器№６ 銅 19.39 6.45 0.76 2.1 完 160－3 2009.11.04

21 1 第28・29号墓　墓庭掘り方埋土 銅 19.90 0.90 0.80 0.2 完－１ 211 2010.01.06

22
2

第32号墓　②墓室 銅 21.50 9.28 2.12 5.5 完 263 2010.01.15

23 第32号墓　②墓室 銅 22.69 5.95 1.95 5.5 完 263 2010.01.15

24
2

第35－１号墓　墓庭掘り方埋土 銅 19.40 1.20 0.90 0.3 完 254 2010.10.14

25 第35－１号墓　墓庭掘り方埋土 銅 11.30 5.81 0.82 1.4 完 254 2010.10.14

26 1 第36号墓　墓室左側タナ上 銅 － 1.85 1.52 0.3 破損 295 2010.01.18

27 1 第51図　14
図版83の14 第46号墓　掘り方② 銅 22.00 5.00 2.00 2.1 完 255 2010.10.14

28

3

第49号墓　掘り方ピット１　№３ 銅 19.10 6.40 1.41 2.5 完 218 2010.10.06

29 第49号墓　掘り方ピット１　№３ 銅 － － － 1.1 破損 218 2010.10.06

30 第49号墓　掘り方ピット２　№７ 銅 20.34 9.98 1.88 5.0 完 222 2010.11.06

31
2

第55号墓　北側埋土　　 銅 18.20 1.24 5.50 1.3 完 61 2010.09.02

32 第55号墓　北側埋土　　 銅 19.10 5.41 0.75 1.3 完 61 2010.09.02

33 1 第69号墓　墓室蔵骨器№８ 銅 19.00 8.10 1.10 1.6 完 633 2010.11.26

　個々の資料の特徴は、第 22 表を参照。
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第10節　簪

　簪は総数 32 点（第 7 表では 33 点。1 点は第 62 号墓の花形が同一の資料と思われるので、1 点と換

算した。）出土した（第 23 表）。その内６点を第 52 図（図版 84）１〜６に図示した。個々の資料の観

察等は、第 24・25 表を参照。

　本資料の分類は、『安謝西原古墓群註（第 16 表）』を参考にした結果、花形８点、耳かき形７点、匙形

13 点、不明４点である。なお、第 62 号墓出土資料の２点については、第 42 図（図版 74）に示している。

　材質は鑑定していないが銅製品がほとんどで 29 点、他に錫１点（第 52 図５）、ジュラルミンが２点

含まれていた。

　一番多く出土した遺構は、第 33 号墓で５点である。続いて第７号墓の 4 点、第 28・29 号墓及び第

48 号墓の３点と続く。その他の遺構では１〜２点であった。

　第 59 図は、簪の長さと頭部の幅の関係を示した。花形は長くなっても頭部の花は２㎝で一定の幅を

呈しているが、匙形は長くなれば匙の部分も大きくなる傾向を示している。耳かき形は、長くなって

も耳の幅が大きくなることは見られない（第 51 号墓出土の匙形 A は第 59 図に入っていない。）。

註　山里千春　「第９節　簪」　『安謝西原古墓群』　那覇市教育委員会　2001 年３月

第23表  簪出土一覧

番号 出土地点 遺物№
花形 耳かき形 匙形

不明 合計
A B C D A B A B C D

1 第7号墓墓庭掘り方②遺物集中部 118 1 4
2 第7号墓墓庭掘り方②遺物集中部 118 1
3 第7号墓墓庭掘り方②遺物集中部 118 1
4 第7－1号墓　地山直上 114 1
5 第8－1号墓　前埋土 1 1
6 第13号墓墓庭外側 1 2
7 第13号墓付近 1
8 第17号墓　墓庭掘り方埋土中 128 1 2
9 第17－1号墓　墓口羨道埋土 18 1
10 第24号墓前埋土 1 1
11 第26号墓　墓庭掘り方埋土中 192 1 1
12 第28・29号墓庭掘り方埋土 227 1 3
13 第28・29号墓庭掘り方埋土 217 1
14 第28・29号墓庭掘り方埋土 217 1
15 第33号墓遺物集中部 209 1 5
16 第33号墓遺物集中部 209 1
17 第33号墓遺物集中部 209 1
18 第33号墓遺物集中部 209 1
19 第33号墓遺物集中部 209 1
20 第34号墓　墓室埋土 223 1 1
21 第35－1・41号墓墓庭掘り方埋土No27 366 1 1
22 第48号墓　墓庭掘り方№14 273 1 3
23 第48号墓　墓庭掘り方№5 264 1
24 第48号墓庭掘り方№13 272 1
25 第49号墓、掘り方ﾋﾟｯﾄ2　№8 223 1 1
26 第51号墓、墓室№２ 448 1 1
27 第52号墓庭埋土 65 1 1
28 第55号墓北側埋土 68 1 1
29 第63号墓墓室蔵骨器№3 547 1 1
30 第62号墓　北側斜面表土 594 1 2
31 第62号墓　墓室掘り方埋土№11 №10と同一 536 1
32 第78号墓　蔵骨器№1 1 1

合計 6 1 0 1 1 6 3 6 3 1 4 32
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第24表  簪計測一覧

番号 出土地 遺物
番号 日付け 形状 類 材質

法量(㎝・ｇ）
備考長さ

(残)
頭部

（幅）
首-竿部　幅 竿部

長さ 重量
最小 最大

1 第7号墓墓庭掘り方②遺物集中部 118 2009・
10・09 匙形 A 銅 8.0 1.08 0.27 0.41 5.3 6.1 完形

2 第7号墓墓庭掘り方②遺物集中部 118 2009・
10・09 不明 ー 銅 5.5 ー 0.29 0.30 3.0 2.3 破片

3 第7号墓墓庭掘り方②遺物集中部 118 2009・
10・09 匙形 B 銅 14.7 1.90 0.55 0.69 10.9 33.3 完形

4 第7号墓（7－1）ソデ墓墓室左側地山直上 114 2009・
10・07 花形 A 銅 6.0 2.14 0.32 0.52 4.4 8.5 完形

5 第8号墓ソデ墓前埋土 2009・
10・02

耳かき
形 B 銅 12.1 0.55 0.33 0.47 7.3 8.8 完形

6 第13号墓墓庭外側 2009・
09・30 花形 A 銅 11.4 2.21 0.31 0.48 8.0 16.9 完形

7 第13号墓付近 2009・
08・28

耳かき
形 A 銅 7.8 0.67 0.40 0.41 5.4 7.1 完形

8 第17号墓墓庭掘り方埋土中 128 2010・
09・21 匙形 B 銅 17.0 2.09 0.45 0.56 12.0 28.8 完形

9 第17－1号墓墓口羨道埋土 18 2010・
08・23 匙形 D 銅 10.5 1.08 0.20 0.30 5.0 5.0 完形・竿部で曲がっ

ている

10 第24号墓前埋土 2009・
11・27 匙形 A 錫 10.3 1.58 0.57 0.68 7.3 15.5 完形

11 第26号墓　墓庭掘り方埋土中 192 2009・
11・30 不明 ー 銅 2.2 ー ー ー ー 0.3 破片

12 第28・29号墓庭掘り方埋土 227 2010・
01・08 花形 A 銅 11.8 2.06 0.46 0.58 8.3 19.4 完形

13 第28・29号墓庭掘り方埋土 217 2010・
01・07

耳かき
形 B 銅 15.2 0.46 0.19 0.27 10.7 3.7 完形・首部で曲がっ

ている

14 第28・29号墓庭掘り方埋土 217 2010・
01・07 花形 A 銅 (10.5) 2.50 0.30 0.31 7.1 6.3 花弁と首部が離れている

ムディ部で曲がっている

15 第33号墓遺物集中部 209 2009・
12・18 花形 A 銅 6.9 2.20 0.22 0.41 4.7 4.1 完形

16 第33号墓遺物集中部 209 2009・
12・18 花形 A 銅 (10.0) (2.44) 0.25 0.36 6.8 7.0 花弁と首部が離れ

ている

17 第33号墓遺物集中部 209 2009・
12・18

耳かき
形 B 銅 15.6 0.41 0.18 0.24 11.0 4.0 完形・首部で曲がっ

ている

18 第33号墓遺物集中部 209 2009・
12・18 匙形 B 銅 15.0 1.89 0.42 0.53 13.0 17.7 完形

19 第33号墓遺物集中部 209 2009・
12・18

耳かき
形 B 銅 12.1 0.26 0.17 0.22 9.9 2.7 完形

20 第34号墓　墓室埋土 223 2010・
01・15 匙形 B ジュラ

ルミン 12.4 1.40 0.52 0.57 9.0 5.8 完形・竿部で曲がっ
ている

21 第35－1・41号墓墓庭掘り方埋土No27 366 2010・
11・04

耳かき
形 B 銅 13.2 0.35 0.25 0.27 9.9 4.1 完形

22 第48号墓　墓庭掘り方No14 273 2010・
10・15 匙形 B 銅 12.0 1.50 0.37 0.50 8.0 11.0 完形

23 第48号墓　墓庭掘り方No5 264 2010・
10・15 匙形 C 銅 18.0 1.90 0.36 0.37 13.0 16.4 完形・匙部が離れて

いる

24 第48号墓庭掘り方No13 272 2010・
10・15 匙形 B 銅 (12.7) (1.50) 0.36 0.51 7.0 8.9 ほぼ完形（匙部半分

欠）

25 第49号墓　掘り方ピット２No8 223 2010・
10・06 不明 ー ジュラ

ルミン (8.8) ー 0.36 0.70 ー 3.0 結った毛髪に伴う

26 第51号墓　墓室No2 448 2010・
11・12 匙形 A 銅 9.2 1.80 0.29 0.49 ー ー 結った毛髪に伴う。

完形

27 第52号墓庭埋土 65 2010・
09・02 不明 ー 銅 7.9 ー 0.19 0.28 4.1 3.1 竿部のみ（花形?）

28 第55号墓北側埋土 68 2010・
09・03 匙形 C 銅 15.0 1.35 0.34 0.39 10.0 11.1 完形・匙部が曲がっ

ている

29 第62号墓　北側斜面表土 593 2010・
11・25 匙形 C 銅 (14.0) 1.50 0.33 0.45 9.7 8.1 ほぼ完形・竿部で曲

がっている。第42図8

30 第62号墓　墓室掘り方埋土No10・11 535・
536

2010・
11・19 花形 D 銅 (6.6) 1.36 0.19 0.35 2.8 3.0 花弁と首部が離れ

ている。第42図7

31 第63号墓墓室蔵骨器No3 547 2010・
11・19 花形 B 銅 7.2 1.62 0.32 0.40 5.4 8.3 ほぼ完形・花弁2枚

欠

32 第78号墓蔵骨器No1周辺 2008・
11・14

耳かき
形 B 銅 (16.0) 0.38 0.27 0.34 10.5 7.0 ほぼ完形

（　）は推定値
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第11節　鏡

　鏡は、１点のみ得られた。第 52 図（図版 84）７、第 48 号墓（墓庭掘り方№１）より出土した柄鏡である。

柄が半分程度破損し、残長は 13.6㎝、鏡部分の径は 10.1㎝、柄の幅 1.7㎝、厚み 0.25㎝、重さ 72.9 ｇである。

　鏡背の文様は、中央部下に「壺の口に柄杓」、上部に「菊の花」を配置している。左には「藤原光長」

の銘が浮文で見られる。

　ちなみに、同墓からは、「康熙 53（1714）年」の銘書が記された蔵骨器が確認されている。また、成

人男性７名、成人女性４名、成人性別不明２名、幼児２名の合計 15 名の人骨が確認されている（附篇

１参照）。ただし、鏡の出土位置は、墓庭からの出土であるため、人骨との関わりは判然としない。

　資料の観察等は、第 25 表参照。

第25表  簪・鏡観察一覧

挿図番号
図版番号 出土地 形状 類 材質 特徴

第５２図の１
図版８４の１ 第１３号墓　墓庭外側 花形 A 銅製品

全長１１.４㎝の完形の製品である。首部は六角形で竿部は
四角形で先端は四角錐になる。ムディ部にひねり痕は見ら
れない。

第５２図の２
図版８４の２ 第３３号墓　遺物集中部 花形 A 銅製品 全長６.９㎝の小型製品である。ムディ部にひねり痕が見ら

れる 。竿部は四角形で先端は四角錐になる。

第５２図の３
図版８４の３ 第１３号墓　付近 耳かき形 A 銅製品 全長７.８㎝、重量７.１ｇで重量感のある小型製品である。

竿部は六角形で先端は六角錐である。

第５２図の４
図版８４の４ 第７８号墓　蔵骨器No１周辺 耳かき形 B 銅製品 残存長１６.０㎝の長めのタイプである。耳かき部が半分欠

損している。

第５２図の５
図版８４の５ 第２４号墓　前埋土 匙形 A 錫製品

完形品である。長さ１０．３㎝の短いタイプである。首部〜
竿部まで六角形で先端部も六角錐である。竿部に模様らし
きものが見られるが、刻印が薄く判然としない。

第５２図の６
図版８４の６ 第３３号墓　遺物集中部 匙形 B 銅製品 完形品である。長さ１５．０㎝の長めのタイプである。首部

〜竿部まで六角形で先端部も六角錐である。

第５２図の７
図版８４の７ 第４８号墓　墓庭掘り方No１ 柄鏡 ー 銅製品

柄が半分ほど欠損している。直径１０.１㎝、厚さ０.２５㎝、
重量７２.９gである。裏面の模様は菊の花、壺の上に柄杓の
図柄が確認できる製品である。「藤原光長」の銘が読める。



— 109 —

0 10cm

第52図 （図版84）　簪・鏡

1 2

3
4

5

7

6



— 110 —

第12節　煙管

　煙管は、51 点を数えた（第 26 表）。その内、11 点を図示する（第 53 図　図版 85）。

　出土地点は、第１・２号墓（３点）、第４号墓（１点）、第６号墓（１点）、第７号墓（３点）、第８

号墓（２点）、第８－１号墓（１点）、第９号墓（１点）、第 13 号墓（４点）、第 16 号墓（２点）、第 26

号墓（１点）、第 28・29 号墓（３点）、第 33 号墓（１点）、第 34・35 号墓（１点）、第 35 －１号墓周

辺（１点）、第 35 －１号墓（２点）、第 35 －１号墓周辺排水（１点）、第 36 号墓（１点）、第 41 号墓（１

点）、第 47 号墓（３点）、第 48 号墓（４点）、第 51 号墓（１点）、第 55 号墓（２点）、第 62 号墓（５点）、

第 70 号墓（１点）、第 72 号墓（１点）、第 76 号墓（１点）、第 77 号墓（１点）、第 77・78 号墓（１点）

である。

　材質は、金属製品（銅・アルミ）、沖縄産陶器（施釉・無釉）、本土産磁器（瑠璃釉）がある。

　種類としては、雁首 25 点（銅製 19 点、アルミ製１点、沖縄産施釉陶器３点、同無釉陶器１点、本

土産瑠璃釉１点）、吸口 23 点（銅製 18 点、アルミ製２点、沖縄産施釉陶器３点）、延べキセル３点（銅

製）である。

　なお、個々の資料の特徴は、第 27 表に譲る。
第26表　煙管出土一覧

出土地

金属製品 沖縄産陶器 本土産磁器

合計銅製品 アルミ製品 施釉陶器 無釉陶器 瑠璃釉

雁首 吸口 延べキセル 雁首 吸口 雁首 吸口 雁首 雁首

第１・２号墓　墓庭黒色土 2 2
3

第１・２号墓　残土 1 1

第４号墓　墓庭黒色土 1 1

第６号墓　墓室埋土 1 1

第７号墓　墓庭掘り方② 1 2 3

第８号墓　墓庭埋土 1 1
2

第８号墓墓庭掘り方中埋土 1 1

第８－１号墓　墓前埋土 1 1

第９号墓　墓庭埋土 1 1

第13号墓　墓庭外側 1 1 2
4

第13号墓　墓庭外側埋土 1 1 2

第16号墓　墓掘り方埋土一括 1 1 2

第26号墓　掘り方埋土中 1 1

第28・29号墓　墓庭掘り方埋土 2 1 3

第３３号墓　付近 1 1

第34・35号墓　斜面埋土 1 1
第35－１・41号墓
墓庭掘り方埋土№６ 1 1

第35－１号墓　墓庭掘り方埋土 1 1 2
第35－１・36・37－１・41号墓
排水施設北側落ち込み 1 1

第36号墓　墓庭掘り方埋土 1 1

第41号墓　墓庭掘り方埋土 1 1
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第27表　煙管計測一覧

挿図番号
図版番号 出土地 材質 部位

法量（㎝・ｇ） 遺物
番号 備考

長さ(残り) 火皿径 首部立上り ラウ接合部径 吸口径 重量
第53図　９
図版85の９ 第１・２号墓　墓庭黒色土 銅 吸口 2.70 ー ー 1.10 0.77 5.0 55 2009.08.28

第53図　10
図版85の10 第１・２号墓　墓庭黒色土 銅 吸口 6.40 ー ー 1.03 0.68 7.2 55 2009.08.28

第53図　２
図版85の２ 第１・２号墓　残土 沖縄産

施釉 雁首 2.90 1.50 2.10 1.52 ー 6.0 2009.09.10

第４号墓　墓庭黒色土 銅 雁首 7.00 1.50 1.93 0.88 ー 5.9 50 2009.08.27

第６号墓　墓室埋土 銅 雁首 3.30 1.10 1.60 1.10 ー 6.6 20 2009.08.14

第７号墓　墓庭掘り方② 銅 雁首　
　 4.70 0.90 1.50 1.06 ー 5.7 118 2009.10.09

第７号墓　墓庭掘り方② 銅 吸口 6.90 ー ー 1.00 0.72 15.0 116 2009.10.07

第７号墓　墓庭掘り方② 銅 吸口 6.30 ー ー 0.95 0.69 6.3 118 2009.10.09

第８号墓　墓庭埋土 銅 吸口 8.60 ー ー 1.08 0.58 8.9 19 2009.08.13

第８号墓　墓庭掘り方埋土 沖縄産
施釉 吸口 2.50 ー ー 1.49 0.60 3.7 112 2009.10.06

第53図　４
図版85の４ 第８－１号墓　墓前埋土 銅 雁首　

　 5.30 1.41 1.70 1.07 ー 9.6 117 2009.10.08

第53図　３
図版85の３ 第９号墓　墓庭埋土 銅 雁首　

　 3.30 1.20 1.70 1.16 ー 5.1 144 2009.11.02

第13号墓　墓庭外側 銅 雁首 4.50 1.40 1.30 ー ー ー 11 2009.09.30

第13号墓　墓庭外側埋土 銅 雁首 3.80 1.10 1.80 1.04 ー 7.1 2009.10.01

第 13 号墓　墓庭外側埋土 銅 吸口 4.80 ー ー 1.03 0.73 7.1 2009.10.01

第53図　７
図版85の７ 第 13 号墓　墓庭外側 銅 吸口 4.60 ー ー 1.13 0.72 7.0 2009.09.30

出土地

金属製品 沖縄産陶器 本土産磁器

合計銅製品 アルミ製品 施釉陶器 無釉陶器 瑠璃釉

雁首 吸口 延べキセル 雁首 吸口 雁首 吸口 雁首 雁首

第47号墓　墓庭埋土 1 1
3

第47号墓　掘り込み埋土 1 1 2

第48号墓　墓庭掘り方 1 1

4
第48号墓　墓庭掘り方№２ 1 1

第48号墓　墓庭掘り方№ 1 1

第48号墓　掘り方№６ 1 1

第51号墓　埋土中 1 1

第55号墓　埋土 1 1
2

第55号墓　墓室埋土 1 1

第62号墓　墓室№11付近　　　 1 1

5
第62号墓　墓室掘り方埋土№８ 1 1

第62号墓　墓室掘り方埋土№９ 1 1

第62号墓　墓室蔵骨器№13 2 2

第70号墓　埋土(人骨より下層） 1 1

第72号墓　埋土 1 1

第76号墓　墓室埋土 1 1

第77号墓　墓前 1 1

第77・78号墓　墓前 1 1

一括 1 1

合計 19 18 3 1 2 3 3 1 1 51
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挿図番号
図版番号 出土地 材質 部位

法量（㎝・ｇ） 遺物
番号 備考

長さ(残り) 火皿径 首部立上り ラウ接合部径 吸口径 重量

第16号墓　墓庭掘り方埋土一括 銅 雁首 4.10 1.30 1.70 1.13 ー 12.0 8 2010.08.17

第16号墓　掘り方埋土一括 銅 吸口 12.60 ー ー 1.13 0.74 28.8 8 2010.08.17

第53図　11
図版85の11 第26号墓　墓庭掘り方埋土 銅 延べ

キセル 19.90 0.85 1.50 ー 0.65 27.2 192 2009.11.30

第28・29号墓　墓庭掘り方埋土 銅 雁首 4.30 1.10 1.50 0.99 ー 5.8 217 2010.01.07

第53図　５
図版85の５ 第28・29号墓　墓庭掘り方埋土 銅 雁首 3.20 1.09 1.70 1.05 ー 6.9 217 2010.01.07

第28・29号墓　墓庭掘り方埋土 銅 吸口 4.20 ー ー 1.09 0.66 7.3 217 2010.01.07

第33号墓　付近 アルミ 吸口 6.90 ー ー 0.83 0.54 6.7 205 2009.12.15

第34・35号墓　斜面埋土 銅 吸口 3.80 ー ー 0.97 欠 3.3 210 2010.01.05

第35－１号墓　墓庭掘り方埋土 銅 雁首 4.40 1.10 1.60 1.07 ー 7.6 254 2010.10.14

第35－１号墓　墓庭掘り方埋土 沖縄産
施釉 雁首 2.60 1.20 1.60 1.31 ー 5.2 254 2010.10.14

第35－１・41号墓　
墓庭掘り方埋土№６

沖縄産
施釉 吸口 2.80 ー ー 1.41 0.72 3.8 345 2010.11.04

第35－１・36・37－１・41号墓
排水施設北側落ち込み埋土 銅 雁首 4.90 欠 欠 1.11 ー 6.8 383 2010.11.05

第53図　１
図版85の１ 第36号墓　墓庭掘り方埋土 本土産・

るり釉 雁首 2.60 1.30 2.10 1.29 ー 5.0 302 2010.01.21

第41号墓　墓庭掘り方埋土 沖縄産
無釉 雁首 3.30 1.68 1.30 1.48 ー 7.4 659 2010.11.02

第 47 号墓　墓庭掘り込み埋土 銅 雁首 3.40 1.10 1.40 1.17 ー 5.6 239 2010.10.13

第 47 号墓　墓庭掘り込み埋土 銅 吸口 3.00 ー ー 1.08 0.73 5.8 239 2010.10.13

第 47 号墓　墓庭埋土 銅 延べ
キセル 21.00 欠 ー ー 0.62 46.9 73 2010.09.03

第 48 号墓　墓庭掘り方№３ 銅 雁首 3.90 1.30 2.30 1.53 ー 13.9 262 つぶれている。
2010.10.15

第 48 号墓　墓庭掘り方№２ 銅 吸口 5.60 ー ー 1.20 0.47 13.1 261 接合部つぶれ。
2010.10.15

第 48 号墓　墓庭掘り方 沖縄産
施釉 雁首 3.20 1.70 1.80 1.49 ー 10.4 277 2010.10.18

第 48 号墓　墓庭掘り方№９ 沖縄産
施釉 吸口 3.45 ー ー 1.50 0.53 6.2 268 2010.10.15

第 51 号墓　埋土 銅　　 雁首 4.80 1.00 1.90 0.98 ー 12.7 394 2010.11.06

第 55 号墓　墓室埋土 アルミ 雁首 4.50 1.10 1.80 1.00 ー 9.8 396 2010.11.06

第 55 号墓　埋土 アルミ 吸口 4.80 ー ー 1.00 0.78 9.8 396 2010.11.06

第 62 号墓　墓室掘り方埋土
№８ 銅 雁首 5.80 1.54 2.20 0.90 ー 6.3 533 2010.11.06

第 62 号墓　墓室掘り方埋土
№９ 銅 雁首 5.70 1.50 1.97 0.78 ー 8.6 534 2010.11.19

第 62 号墓　墓室№ 11 付近 銅 吸口 5.37 ー ー 0.82 0.34 2.9 508 2010.10.16

第 62 号墓　墓室蔵骨器№ 13 銅 吸口 6.70 ー ー 0.80 0.40 5.9 500 2010.11.16

第 62 号墓　墓室蔵骨器№ 13 銅 吸口 6.20 ー ー 1.04 0.39 5.3 500 2010.11.16

第 70 号墓　墓室埋土
人骨より下層 銅 吸口 8.70 ー ー 0.82 0.52 11.3 651 2010.11.27

第 72 号墓　埋土 銅 雁首 4.70 1.00 1.80 0.99 ー 7.4 247 2010.10.13

第 76 号墓　墓室埋土 銅 延べ
キセル 19.10 0.87 1.30 ー 0.62 32.5 ー 吸い口が曲がる。

2010.01.06

第53図　８
図版85の８ 第 77 号墓　墓前 銅 吸口 3.60 ー ー 1.14 0.42 3.8 ー 2008.11.14

第53図　６
図版85の６ 第 77・78 号墓　墓前 銅 雁首 3.30 欠 欠 1.18 ー 6.0 ー 2008.12.01

一括 銅 吸口 4.20 ー ー 0.86 0.55 3.9 128 2009.09.29
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第13節　ガラス製品

第14節　プラスチック製品

　ガラス製品は、１点を図示する（第 54 図１　図版 86 の１）。

　第 70 号墓室から得られたもので、胴部には「クレオソート丸　関東陸軍倉庫」の文字が読み取れる。

これらのことから、先の大戦時の薬瓶と考えられる。

　なお、個々の資料の特徴は、第 28 表に譲る。

　プラスチック製品は、２点を図示する（第 54 図２・３　図版 86 の２・３）

　いずれの資料も第 71 号墓室より得られたものである。第 54 図２は歯ブラシ。同図３は、石鹸箱と

みられる。身の裏には「六四〇三　一法師隊　船越隆郷」の文字が確認できる。これらのことから先

の大戦時の資料と考えられる。

　なお、個々の資料の特徴は、第 28 表に譲る。

第28表　ガラス製品・プラスチック製品観察一覧

挿図番号
図版番号 種類 器種 法量単位：cm 文様・特徴など 出土地点

第54図　１
図版86の１ ガラス製品 瓶

口径
器高
幅

1.9
6.7
4.0

茶色の胴部楕円形の小瓶。
側面に型の接合痕あり、底面には無い。胴部に

「クレオソート丸　関東陸軍倉庫」と読み取れ
る文字が凸状に見られる。

第70号墓
墓室№６

第54図　２
図版86の２ プラスチック製品 歯ブラシ

長さ
最小幅
最大幅
厚さ

15.4
0.7
1.1
0.5

淡褐色のプラスチック製歯ブラシ。
ブラシ部分の植毛穴31ｺ、柄端部に6mmの穴。

「モダン○公一五號品214工」の銘あり（たて書）。

第71号墓
墓室掘り込み
№２

第54図　３
図版86の３ プラスチック製品 箱 長さ

幅
9.0
6.6

せっけん箱と思われる。蓋と身共に完形。
蓋には４本のﾗｲﾝが角とその対角に残る。色
は、身蓋とも飴色、ﾗｲﾝは黄色？退色している。
身の裏に「六四〇三　一法師隊　　船越隆郷」
の文字が確認できる。

第71号墓
墓室埋土№10
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第15節　銭貨

　本古墓群の銭貨は、第 29 表に示した通り総数 75 点である。その内、47 点を第 55 図（図版 87）〜

第 57 図（図版 89）に示した。出土地点は、34 遺構より出土しており、種類は９種認められる。その

内訳は、寛永通寶（第 55・56 図　図版 87・88）、無文銭（第 57 図 31・32　図版 89　31・32）の近世

銭（２種類）、十銭（第 57 図 33 〜 38　図版 89　33 〜 38）、五銭（第 57 図 39・40　図版 89　39・40）、

一銭（第 57 図 41 〜 43　図版 89　41 〜 43）、半銭（第 57 図 44・45　図版 89　44・45）の近代銭（４

種類）、満州（第 57 図 46　図版 89　46）、フィリピンｏｒ米国（第 57 図 47　図版 89　47）、米国の外

国産銭貨（３種類）も得られた。出土数の最も多い銭種は、寛永通寶で 40 点が得られている。その中

で第 55 図の５の１点が鉄銭で、第 56 図の５及び第 72 号墓の 2 点は若干の磁気反応を示した。近世銭

の有文銭は寛永通寶のみで、その他の銭貨は含まれていない。近代銭は、十銭が 15 点、五銭・一銭・

外国産は４点で、半銭は２点である。

　出土数の多い遺構は、第 25 号墓の６点（寛永通寶）、第 56 号墓の５点（寛永通寶）、第 70 号墓では

近代銭 22 点（不明を含む）が一括で得られている。第 70 号墓出土の 15 点の十銭で判読できる 12 点

は昭和 19 年であった。同墓からは、戦争遺物が出土しており、その関連も考えられる。寛永通寶と近

代銭の両方が出土した遺構は、第 24 号墓、第 47 号墓、第 48 号墓、第 55 号墓の４か所である。それ

らの墓は、長期間にわたって使用されたものと推測される。満州銭は、第 71 号墓から出土している。

同墓も戦争遺物が出土しており、その関連も想起される。

　なお、個々の資料の特徴は第 30 〜 32 表を参照。
第29表　銭貨出土一覧

№
種類

出土地

寛永通寶 無
文
銭

小　

計

十銭 五銭 一銭 半銭 外国産 小　

計

合　

計古寛永 新寛永 不明 昭和 不明 大正 昭和 不明 大正 昭和 不明 明治 満州 フィリピン
or 米国 米国

1 第７号墓　墓庭 2 　 2 　 2
2 第８号墓　墓庭 1 　 1 1
3 第13号墓 　 1 　 1 1
4 第13号墓　墓庭 1 1 1
5 第17-１号墓　墓口 1 　 1 1
6 第17-１号墓　墓室 1 　 1 1
7 第24号墓　墓庭・墓室 1 　 1 1 1 2
8 第25号墓　墓室 5 1 6 6
9 第28〜32号墓上部 2 　 2 2
10 第28・29号墓　墓庭 1 1 　 2 2
11 第35-１墓　墓庭 1 1 1
12 第35-１・36・37-１・41排水 1 1 1
13 第36号墓　埋土 0 1 1 1
14 第42号墓　暗渠 1 　 1 1
15 第47号墓　墓庭 1 　 1 2 1 1 3
16 第48号墓　墓室 0 1 1 1
17 第48号墓　埋土 1 　 1 1
18 第48号墓　墓庭 1 　 1 1
19 第51号墓　埋土 1 　 1 1
20 第52号墓　埋土 1 1 1 3 3
21 第54号墓　埋土・墓室 1 　 1 1
22 第55号墓　墓室 1 1 　 2 1 1 3
23 第56号墓　墓室 1 1 　 2 2
24 第56号墓　埋土 3 　 3 3
25 第61号墓　墓室 2 2 2
26 第65号墓　墓室 0 2 2 2
27 第66号墓　埋土・墓室 1 　 1 1
28 第68号墓　埋土 1 1 1
29 第70号墓　墓室 0 15 2 1 2 1 1 22 22
30 第71号墓　墓室 0 1 1 1
31 第72号墓　埋土 1 1 1
32 第73号墓　埋土 1 　 1 1
33 第76号墓　墓口  1 　 1 1
34 Ａ・Ｂ地区残土中 0 1 1 1

小計 4 30 6
4 44

15 2 1 1 2 1 2 1
2

1 1 2
31 75

銭貨別の合計 40 17 4 4 4
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第30表  銭貨計測一覧①

挿図番号
図版番号 出土地点 遺物取り

上げNo 銭貨名 種別 背文
法量（㎜・ｇ）

状態・特徴
外径 孔径 厚さ 重量

第５５図の１
図版８７の１ 第７号墓　墓庭掘り方②埋土中　 No120 寛永通寶 新寛永 なし 22.9 6.4 1.1 2.4 

第５５図の２
図版８７の２ 第７号墓　墓庭掘り方埋土①左半裁 No70 寛永通寶 新寛永 なし 23.3 6.5 1.1 2.9 

第５５図の３
図版８７の３ 第８号墓墓庭掘り方　 No113 寛永通寶 新寛永 なし 22.2 7.1 0.7 1.8 

第１３号墓　付近確認調査 No９ ○○通○ 不明 なし 23.0 6.3 0.9 2.8 

第５７図の３１
図版８９の３１ 第１３号墓　墓庭掘り方 No121 無文銭 ー ー 19.7 5.4 0.4 1.4 

第５５図の１３
図版８７の１３ 第１７－１号墓　墓口羨道埋土 寛永通寶 新寛永 なし 22.1 6.4 1.1 2.7 

第１７－１号墓　墓室埋土② 寛永通寶 不明 なし 22.1 3.0 1.3 2.5 

第５５図の４
図版８７の４ 第２４号墓　墓庭埋土　 No147 寛永通寶 新寛永 なし 23.4 5.4 0.9 2.2 

第５５図の５
図版８７の５ 第２５号墓　墓室蔵骨器前 No137 寛永通寶 新寛永 元 22.7 5.0 1.2 2.0 鋳造地大阪高津新地？

鉄銭

第２５号墓　墓室①蔵骨器前より No123 寛永通寶 新寛永 なし 24.5 5.6 1.0 2.6 

第５５図の６
図版８７の６ 第２５号墓　墓室③蔵骨器前より No123 寛永通寶 新寛永 なし 23.0 5.8 1.1 3.4 

第５５図の７
図版８７の７ 第２５号墓（ボージャー蓋の中の土より） No137 寛永通寶 新寛永 なし 22.2 6.4 1.0 2.9 

第５５図の８
図版８７の８ 第２５号墓　墓室②蔵骨器前より No123 寛永通寶 新寛永 文 24.5 6.0 1.1 3.1 鋳造地江戸亀戸？

第２５号墓　墓室蔵骨器前 No137 寛永通寶 不明 なし 24.8 6.0 0.9 1.9 

第５５図の１０
図版８７の１０ 第２８・２９号墓墓庭掘り方埋土　 No211 寛永通寶 新寛永 なし 25.1 5.9 1.2 3.6 

第５５図の１１
図版８７の１１

第２８〜３２号墓上部斜面表土　１９５-１　Ａ
〜Ｅ上部 寛永通寶 新寛永 文 25.2 5.7 1.1 3.2 鋳造地江戸亀戸？

第５５図の９
図版８７の９ 第２８・２９号墓　墓庭掘り方埋土　 No217 寛永通寶 古寛永 なし 25.2 5.9 1.4 3.8 

第２８〜３２号墓上部斜面表土　１９５-２ Ａ〜
Ｅ上部 寛永通寶 新寛永 なし 22.3 6.3 1.2 2.3 

第５５図の１２
図版８７の１２ 第３５-１　墓庭掘り方暗渠 No298 寛永通寶 新寛永 文 25.0 6.1 1.5 3.3 鋳造地江戸亀戸？

第３５-１・３６・３７-１・４１排水施設北側落ち込み
埋土 寛永通○ 新寛永 なし 21.9 6.9 1.0 1.6 寶の部分がほぼ欠

第５５図の１４
図版８７の１４ 第４２号墓　暗渠 寛永通寶 新寛永 なし 25.1 6.0 1.2 2.3 

第５５図の１５
図版８７の１５ 第４７号墓　墓庭埋土 寛永通寶 新寛永 文 25.1 5.6 1.1 3.2 鋳造地江戸亀戸？

第４７号墓　墓庭埋土 無文銭 ー ー 20.0 7.4 0.8 0.5 １／２以上残存
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第31表  銭貨計測一覧②

挿図番号
図版番号 出土地点 遺物取り

上げNo 銭貨名 種別 背文
法量（㎜・ｇ）

状態・特徴
外径 孔径 厚さ 重量

第５６図の１６
図版８８の１６ 第４８号墓　西側埋土 寛永通寶 新寛永 なし 22.6 6.6 1.2 2.6

第５６図の１７
図版８８の１７ 第４８号墓　墓庭掘り方No１２ No１２ 寛永通寶 新寛永 なし 24.1 5.9 1.0 2.1 

第５６図の１８
図版８８の１８ 第５１号墓　埋土中 寛永通寶 新寛永 なし 23.4 6.8 1.2 3.0 

第５６図の１９
図版８８の１９ 第５２号墓　墓埋土 寛永通寶 古寛永 なし 24.4 6.6 1.1 2.3 

第５６図の２０
図版８８の２０ 第５２号墓　墓庭掘り方埋土 寛永通寶 新寛永 なし 24.3 6.2 1.1 3.0 磁器反応・少量

第５２号墓　埋土 寛永通○ 不明 なし 25.0 6.3 1.4 4.2 

第５６図の２１
図版８８の２１ 第５４号墓　墓室埋土中 寛永通寶 新寛永 なし 24.6 6.0 1.2 3.1 

第５６図の２２
図版８８の２２ 第５５号墓　墓室埋土 寛永通寶 古寛永 なし 22.1 5.9 1.3 3.7 

第５６図の２３
図版８８の２３ 第５５号墓　墓室埋土 寛永通寶 新寛永 なし 23.7 6.5 1.0 2.2 

第５６図の２４
図版８８の２４ 第５６号墓　北側埋土 寛永通寳 新寛永 なし 24.5 6.4 1.0 2.7 

第５６図の２５
図版８８の２５ 第５６号墓　北側埋土 寛永通寳 新寛永 なし 23.0 6.0 1.0 2.6 

第５６図の２６
図版８８の２６ 第５６号墓　北側埋土 寛永通寳 新寛永 なし 24.3 6.1 1.0 2.8 

第５６図の２７
図版８８の２７ 第５６号墓　墓室埋土 寛永通寳 新寛永 なし 23.6 5.6 1.2 3.6 

第５６図の２８
図版８８の２８ 第５６号墓　墓室埋土 寛永通寳 古寛永 なし 25.6 6.0 1.2 3.5 寶が半分欠

第５７図の３２
図版８９の３２ 第６１号墓　墓室埋土 無文銭 ー ー 19.8 8.0 1.1 1.3 

第６１号墓　墓室埋土 無文銭 ー ー ー ー 0.7 0.5 １／２以上残存

第５６図の２９
図版８８の２９ 第６６号墓　墓室埋土 寛永通寳 新寛永 なし 23.1 6.1 1.1 3.0 

第６８号墓北側埋土 寛永通寳 不明 なし 21.1 6.8 1.1 2.1 

第７２号墓埋土 寛○○寳 不明 なし 22.4 6.3 1.3 2.5 磁器反応・少量

第７３号墓　埋土 寛永通寶 新寛永 なし 23.5 6.8 1.1 2.2 

第５６図の３０
図版８８の３０ 第７６号墓　墓口 寛永通寶 新寛永 なし 22.7 6.1 1.0 2.3 
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第32表　銭貨計測・観察一覧

挿図番号
図版番号 出土地 遺物取り

上げNo 銭貨名
法量（ｍｍ・ｇ） 周囲

ギザ
文様

外径 孔径 厚さ 重量 表 裏

第５７図の４４
図版８９の４４ 第２４号墓　墓室埋土　 No１４６ 半銭 21.7 無 1.1 3.2 無

中央に点の圏線で囲われた
龍？文。大日本・○○十八年・
　１／２SENを配す。輪郭内
側に歯車状の圏線。

中央に半銭。外輪菊花文、右
に二百枚、左に○○。輪郭内
側に歯車状の圏線。

第５７図の４７
図版８９の４７ 第３６号墓上部斜面崩落埋土 フィリピン

or米国 24.8 無 1.5 5.0 無

羽を広げた鷲を配している。
外輪はUNITED STATES 
OF AMERICA １９４４の文
字。

火山を背景にハンマーを
持ち腰掛ける男性。上に
ONE　CENTAVO、下に
FILIPINAS。

第５７図の４３
図版８９の４３ 第４７号墓　墓庭埋土 一銭 16.2 無 1.5 0.7 無

中央に大きく一文字。上に大
日本・昭和十六年を配す。輪
郭内側に点の圏線。斜めに破
損があり歪んだ製品である。

中央に雲の上の富士山。上
に菊花文下に銭の文字を配
する。輪郭内側に点の圏線。

第５７図の３９
図版８９の３９ 第４８号墓　墓室埋土 五銭 19.0 3.9 1.4 2.6 無

中央に円孔を８枚の花弁文
が囲む。外輪は波状を充填
し、大日本・大正十二年を配
す。輪郭内側に点の圏線。

上に菊花文、右に五、左に銭
下に桐葉文を廻らす。輪郭
内側は点の圏線。

第５７図の４５
図版８９の４５ 第５５号墓　墓室埋土 半銭 22.1 無 1.1 3.2 無

中央に点の圏線で囲われた
龍文。大日本・明治十七年・　
１／２SENを配す。輪郭内側
に歯車状の圏線。

中央に半銭。外輪菊花文、右
に二百枚、左に換一圓。輪郭
内側に歯車状の圏線。

第６５号墓　墓室埋土 １セント 18.9 ー 1.5 3.2 無

IN GOD WE TRUST 
LIBERTY １９７０

ONE CENT UNITED 
STATES OF AMERICA 
PLURIBUS UNUM

第６５号墓　墓室埋土 １セント 18.9 ー 1.5 3.2 無

IN GOD WE TRUST 
LIBERTY １９６５

ONE CENT UNITED 
STATES OF AMERICA 
PLURIBUS UNUM

第７０号墓　　墓室埋土 十銭 22.0 無 1.3 1.4 有

中央に二重の桜花文、外輪
に大日本・昭和十八年、周囲
には点の圏線を配する。

腐食により不明。

第７０号墓　　墓室埋土 十銭 21.8 無 1.2 0.7 有

中央に二重の桜花文、外輪
に大日○・昭和○○○、周囲
には点の圏線を配する。

中央に菊花文、右に十、左に
銭が読み取れる。半分は腐
食により欠失している。

第７０号墓　　墓室埋土 十銭？ 22.1 無 1.6 1.1 有

腐食により不明。 腐食により不明。周縁にギザ
が確認できることや大きさか
ら、十銭の可能性がある。

第７０号墓　　墓室埋土 十銭？ 22.4 無 1.6 1.0 有

輪郭内側に点の圏線だけは
確認できる。。腐食により不
明。

腐食により不明。輪郭内側に
点の圏線。周縁にギザが確
認できることや大きさから、十
銭の可能性がある。

第５７図の３３
図版８９の３３ 第７０号墓　　墓室埋土 十銭 19.1 4.3 1.8 2.4 無

中央に孔、その外輪に大日
本・昭和十九年を配する。

上に菊花文、右に十、左に
銭、下に桐葉文を配する。

第５７図の３４
図版８９の３４ 第７０号墓　　墓室埋土 十銭 14.4 4.8 1.8 2.3 無

中央に孔、その外輪に大日
本・昭和十九年を配する。

上に菊花文、右に十、左に
銭、下に桐葉文を配する。

第５７図の３５
図版８９の３５ 第７０号墓　　墓室埋土 十銭 19.2 4.9 1.6 2.4 無

中央に孔、その外輪に大日
本・昭和十九年を配する。

上に菊花文、右に十、左に
銭、下に桐葉文を配する。

第５７図の３６
図版８９の３６ 第７０号墓　　墓室埋土 十銭 19.3 5.0 1.7 2.4 無

中央に孔、その外輪に大日
本・昭和十九年を配する。

上に菊花文、右に十、左に
銭、下に桐葉文を配する。

第５７図の３７
図版８９の３７ 第７０号墓　　墓室埋土 十銭 19.2 4.3 1.7 2.4 無

中央に孔、その外輪に大日
本・昭和十九年を配する。

上に菊花文、右に十、左に
銭、下に桐葉文を配する。

第５７図の３８
図版８９の３８ 第７０号墓　　墓室埋土 十銭 19.5 4.5 1.7 2.4 無

中央に孔、その外輪に大日
本・昭○十九年を配する。

上に菊花文、右に十、左に
銭、下に桐葉文を配する。腐
食により全体的に膨らんでい
る。

第７０号墓　　墓室埋土 十銭 19.1 4.6 1.7 2.5 無

中央に孔、その外輪に大日
本・昭和十九年を配する。

上に菊花文、右に十、左に
銭、下に桐葉文を配する。

第７０号墓　　墓室埋土 十銭 19.1 5.0 1.7 2.3 無

中央に孔、その外輪に大日
本・昭和十九年を配する。

上に菊花文、右に十、左に
銭、下に桐葉文を配する。
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挿図番号
図版番号 出土地 遺物取り

上げNo 銭貨名
法量（ｍｍ・ｇ） 周囲

ギザ
文様

外径 孔径 厚さ 重量 表 裏

 第７０号墓　　墓室埋土 十銭 19.2 5.1 1.8 2.4 無

中央に孔、その外輪に大日
本・昭和十○年を配する。

上に菊花文、右に十、左に
銭、下に桐葉文を配する。腐
食により全体的に膨らんでい
る。

 第７０号墓　　墓室埋土 十銭 19.1 4.5 1.7 2.5 無

中央に孔、その外輪に大日
本・昭和十九年を配する。

上に菊花文、右に十、左に
銭、下に桐葉文を配する。

 第７０号墓　　墓室埋土 十銭 19.8 5.0 1.7 2.4 無

中央に孔、その外輪に大日
本・昭和十九年を配する。

上に菊花文、右に十、左に
銭、下に桐葉文を配する。

 第７０号墓　　墓室埋土 十銭 19.5 4.7 1.7 2.4 無

中央に孔、その外輪に大日
本・昭和十九年を配する。

上に菊花文、右に十、左に
銭、下に桐葉文を配する。腐
食により全体的に膨らんでい
る。

 第７０号墓　　墓室埋土 十銭 19.0 4.9 1.7 2.4 無

中央に孔、その外輪に大日
本・昭和十九年を配する。

上に菊花文、右に十、左に
銭、下に桐葉文を配する。

第５７図の４０
図版８９の４０ 第７０号墓　　墓室埋土 五銭 17.9 無 1.6 1.0 有

中央に羽を広げた鳩。外輪に
大日本・昭和十七年を配す。
輪郭内側に点の圏線。

中央に雲を背景に菊花文、上
には五、下には銭の文字。輪
郭内側に点の圏線。

 第７０号墓　　墓室埋土 五銭 19.0 無 1.6 1.1 有

腐食により判読不明。 中央に雲を背景に菊花文、上
には五、下には銭の文字。輪
郭内側に点の圏線。

 第７０号墓　　墓室埋土 五銭？ 15.4 無 2.2 1.3 不明

腐食が激しく判読不明。 腐食が激しく判読不明。中央
に菊花文と思われる模様が
みられるので、昭和の五銭か
と思われるが法量があわな
い。

第５７図の４２
図版８９の４２ 第７０号墓　　墓室埋土 一銭 17.4 無 1.7 1.0 無

中央に烏。大日本・昭和十⑤
年。輪郭内側に点の圏線。　

中央が腐食している。上に菊
花文、周りは波浪。輪郭内側
は点の圏線。

 第７０号墓　　墓室埋土 一銭 16.2 無 1.2 0.6 無

両面共、腐食が激しい。輪郭
内側に点の圏線。

上に菊花文が見える。輪郭
内側は点の圏線。

第５７図の４６
図版８９の４６ 第７1号墓　　墓室掘り込み No１ 満州 23.2 無 1.7 4.8 無

輪郭に大満州國　大同二年
　中央の模様は判然としな
い。

中央に壹角、その上に火炎、
左右には龍？を配している。

第５７図の４１
図版８９の４１ Ａ・B地区　残土中 一銭 23.1 無 1.2 3.7 無

中央に桐。大日本・大正六年。
輪郭内側に点の圏線。

上下に菊花文、周りは唐草
文。輪郭内側に点の圏線。



— 121 —

0 5cm

第55図 （図版87）　銭貨①
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0 5cm

第56図 （図版88）　銭貨②
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0 5cm

第57図 （図版89）　銭貨③
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第16節　貝類遺殻

　本古墓群出土の貝類を第 33・34 表（図版 90）にまとめた。種類としては、巻貝４科４種と二枚貝７

科 10 種である。出土総数は巻貝 18 点、二枚貝 30 点と少量である。

　ほとんどの遺構において１〜２点と断片的な出土状況である。また、その出土位置は、墓庭などか

ら得られたものが主体で遺構との関連性は判然としなかった。

　その中で、第 25 号墓では、墓室から二枚貝のヌノメガイやリュウキュウサルボウガイ、カブラツキ

ガイなどの完形品が７点得られている。これらの様相は、他の遺構ではみられない出土傾向であった。

なお、本墓では、貝類の他に人形２点も伴っている（第 50 図・図版 82 の３・４）。

第33表　貝類出土一覧（巻貝）

種類

出土地

チ
ョ
ウ
セ
ン
サ
ザ
エ

チ
ョ
ウ
セ
ン
サ
ザ
エ
の
フ
タ

ナ
ガ
ミ
ノ
ム
シ
ガ
イ

マ
ガ
キ
ガ
イ

ホ
シ
ダ
カ
ラ
ガ
イ

不
明
１

不
明
２

合　

計

第７・８号墓（墓庭掘り方残土） 完形 1 1

第25号墓（墓室蔵骨器前） 完形 1 1

第28・29号墓（墓庭掘り方埋土） 完形 1 1

第 32 号墓（墓庭掘り方溝：灰色土） 完形 7 7

第 35-1 号墓（墓庭） 破片 1 1

第 47 号墓（墓庭埋土） 完形 1 1

第 47 号墓（墓庭埋土　№３） 完形 1 1

第 48 号墓（墓庭掘り方） 完形 1 1

第 78 号墓（掘り込み内　褐色土層） 殻頂 1 1

第 78 号墓（掘り込み内） 完形 1 1

一括 破片 1 1 2

合　　計

完形 2 3 1 1 7 14

殻頂 1 1

破片 1 1 1 3
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第34表　貝類出土一覧（二枚貝）

種類

出土地

ヌ
ノ
メ
ガ
イ

ウ
ミ
ギ
ク
ガ
イ
科

ベ
ニ
エ
ガ
イ

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
サ
ル
ボ
ウ
ガ
イ

カ
ブ
ラ
ツ
キ
ガ
イ

ウ
ラ
キ
ツ
キ
ガ
イ

カ
ワ
ラ
ガ
イ

ヒ
メ
ジ
ャ
コ

ヒ
レ
ジ
ャ
コ

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

不
明

合　

計

第25号墓
墓室蔵骨器前

完形
左 2 2

右 1 1 1 1 4

破片
左

1 1
右

第28・29号墓
墓庭掘り方埋土 破片

左
1 1

右

第36号墓
墓庭 完形

左

右 1 1

第46号墓
墓庭掘り方② 完形

左 1 1 2

右

第47号墓
墓庭埋土 完形

左 2 2

右 1 1

第48号墓
閉塞石の下 完形

左

右 1 1

第48号墓
墓庭掘り方埋土 完形

左 3 3

右

第48号墓
墓庭掘り方 完形

左 1 1

右

第48号墓
墓庭埋土 完形

左

右 1 1

第51号墓
墓庭掘り方埋土 完形

左

右 1 1

第51・52号墓
墓庭掘り方埋土№３ 破片

左 1 1

右 1 1

第51・52号墓
墓庭掘り方埋土№５ 完形

左 1 1

右

第52号墓
墓庭掘り方埋土 完形

左 2 2

右 1 1

第75号墓
墓室埋土 完形

左

右 1 1

第78号墓
褐色土層 完形

左 1 1

右

第78号墓 破片
左 1 1

右

合　　計

完形
左 1 2 1 9 1 14

右 1 1 1 1 6 1 11

破片
左 1 1

1 1
2
2

右 1 1
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第17節　脊椎動物遺体

　本古墓群出土の獣骨は魚類（第 35 表）、哺乳類（第 36 〜 39 表・図版 90）の総数 13 点のみである。

　その中で遺構との関連性が考えられるのは、第 78 号墓蔵骨器№２の周辺から得られたウシ（脛骨？）

と第 63 号墓庭から得られたブタ（下顎骨の臼歯列が強く湾曲し
（註）

ていることからブタと判断した）が挙

げられる。第 63 号墓での出土状況は、墓庭の地山に円形に掘り込んだ土坑から頭蓋骨、上顎・下顎の歯、

その他破片などが得られたことから人為的なことが考えられた。その出土状況から、一括資料と考え

られるが、上・下顎骨に対して頭蓋骨が小さいことから、別個体の可能性も示唆される。

　なお、今回図版に掲載できなかった資料の中には、第 22 号墓（墓室埋土）のブタ（下顎骨と歯１本）

や第 45 号墓（墓庭埋土）のイヌ（小型の下顎骨）なども得られている。

註　樋泉岳二　「今帰仁城跡周辺遺跡出土の脊椎動物遺体群」『今帰仁城跡周辺遺跡Ⅲ』今帰仁村教育委員会　2007 年

第35表　サカナ出土一覧

第38表　ウシ出土一覧

第39表　ウシorウマ出土一覧

第36表　イヌ出土一覧

第37表　ブタ出土一覧

出土地 部位 個数

第７号墓 墓庭掘り方②埋土 背鰭棘 1

丘陵西側ソデ部分遺物集中部 椎骨 1

出土地 部位 個数

第30・31号墓 墓間、墓庭掘り方埋土 上顎歯  M２ 左　1

出土地 部位 個数

第78号墓 蔵骨器№２の周辺 脛骨？ 1

出土地 右／左 部位 備考

第45号墓 墓庭埋土
右

下顎歯
　（P １　２　３　４　Ｍ１　）

遺物番号１０１
左 　（P　　 ２　３　　　Ｍ１　）

出土地 右／左 部位 備考

第22号墓 墓室埋土
歯 （ブタ？）

遺物番号１７６
左 下顎骨

第63号墓 墓庭掘り方掘り込み

右
上顎歯

（P　２　３　４　M　１　２）

（　）は骨と連結
左 （P　　　３　４　M　１　２）

右
下顎歯

I　２　♂　C　（　M　１　２）

左 　　  ♂　C　（　Ｍ　１　２）

右
後頭顆

左

右・左 頭蓋骨 頭頂骨　１

右 岩骨 　　　　１
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第Ⅶ章　総括

　前章までに発掘調査の成果について述べた。ここでは、今一度整理してまとめとしたい。本遺跡の

発掘調査は、浦添市が計画する「那覇広域都市計画道路事業３・３・16 号国際センター線」の建設工

事に伴うものである。現地での調査は、平成 20 〜 22 年度にわたって那覇市教育員会が実施した。なお、

今回の調査地区の周辺は、現在でも墓域となっており、今後の諸開発の動向には、注意が必要である。

　遺跡の立地について

　第Ⅱ章で述べたとおり本遺跡が所在する首里大名地区は、那覇市の北東部、浦添市字経塚と隣接し

ている。その一帯は、浦添南第一土地区画整理事業が進められており、同事業に伴う発掘調査におい

て 1,000 基を超える古墓の発見、調査がなされている。本遺跡は、その墓群の南端に位置する。

　また本遺跡周辺は、先の大戦時、首里防衛のための重要地点として、日米の激しい戦闘が繰り広げ

られたことも知られている。

　

　遺構について

　遺構は、標高約 100 ｍを頂点とする丘陵斜面に構築されている。基盤は細粒砂岩（方言でニービ）

と第三期泥岩の互層をなす。今回の調査は合計 84 基の古墓であった。

　本遺跡で最も特徴的な古墓は、第 46・47・62・63 号墓である。

　第 46・47 号墓は、墓室の「タナ」が比較的高い位置に設けられるもので、他の遺構とはその造りの

様相は明らかに異なる。

　第 62・63 号墓は、古手とされる専用蔵骨器が多数確認された遺構で、墓室の造りは簡素であった。

第 62 号墓は、「タナ」がなく、第 63 号墓は、奥と右側に「タナ」が認められるが、段は低い。

　上記４基の古墓については、出土資料も 17 世紀後半でまとまりがおさえられそうであり、本墓群の

初期の遺構と推察される。

　このような特徴的な遺構の検出は、今回の調査における最も貴重な成果と言える。

　

　遺物について

　本遺跡における出土遺物として主体となす蔵骨器は、少なくとも 739 セット、転用蔵骨器は、少な

くとも 58 セットが存在していたと考えられる。これらの蔵骨器は、文字資料から「大中村」など首里

の居住者、「儀間・比嘉・照屋・濱里」などの名字、「筑登之・筑登之親雲上・里之子親雲上・親雲上」

などの位階などが確認されている。士族層に属する人々も墓所として利用していたことがうかがえる。

また、康熙 25（1686）年の文字資料が確認できることから、17 世紀後半には、本墓群が形成され始め

た可能性が示唆される。

　なお、古手の蔵骨器とされる陶製無頸甕形（ⅡＡ）は、口径 20 〜 30㎝、器高 45 〜 55㎝の間に属す

る（第 58 図）。

　その他の遺物では、瓶、小杯、鏡、煙管、簪、指輪など葬送儀礼に関する多種多様な資料が得られた。
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簪は、その長さと頭部の幅の関係を検討したところ（第 59 図）、花形としたタイプは、長くなっても

頭部の花部分は２㎝で一定の幅を呈しているが、匙形としたタイプは、長くなれば匙部分も大きくな

る傾向を示している。耳かき形としたタイプは、長くなっても耳部分の幅が大きくなることは認めら

れない。

　なお、先の大戦に関連する遺物も多数得られている。共伴する人骨とともに関係機関と調整・報告

を行っていきたい。

　今後の課題

　本遺跡の調査を契機に以下のような課題が挙げられる。

　①近世琉球における墓群の立地の比較・検討

　②遺構の造りと出土遺物の関係による年代の推定　

　③被葬者の検討

　④戦争遺跡の痕跡と古墓との関連性

　

　最後に、学際的な視点を網羅し、詳細な検討が必要になることは言うまでもないが、古墓群の発掘

調査は、近世琉球における死生観を明らかにすることにつながる。

　今回の報告は、多種多様な遺物が大量に得られたため多くの資料を割愛し限られた資料の提示にと

どまった。今後、機会を改めて再整理を行い、詳細な検討を加えたい。
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第59図　簪の長さと頭部の幅の関係

第58図　ⅡA類専用蔵骨器 口径・器高相関
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附篇１　前田・経塚近世墓群（首里大名地区）出土の人骨
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附篇１　目次

前田・経塚近世墓群（首里大名地区）出土の人骨

第１表　前田・経塚近世墓群（首里大名地区）出土人骨一覧

第２表　前田・経塚近世墓群（首里大名地区）出土人骨構成

第１図　前田・経塚近世墓群（首里大名地区）出土人骨構成
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前田・経塚近世墓群（首里大名地区）出土の人骨

　本墓群から得られた人骨 349 体（第 1 表）の分析について、株式会社　文化財サービスに委託した。

　分析の結果、人骨の構成としては、成人258体（男性109体：31％、女性77体：22％、性別不明72体：21％）、

未成人 91 体（若年 7 体：2％、小児 5 体：1％、幼児 53 体：15％、乳児 26 体：8％）である（第 2 表　第 1 図）。

　以下に分析結果を示す。

第１表　前田・経塚近世墓群（首里大名地区）出土人骨一覧

墓番号 人骨番号
蔵骨器番号

成　人 未成人
総　計 遺物番号 コンテナ

No 備　考
男性 女性 性別不明 成人計 若年 小児 幼児 乳児 未成人計

2
墓室埋土 1 1 1 33 133

計 1 1 1

3

1 1 1 1 58 133

2 1 1 1 59 133

3 1 1 1 60 133

4 1 1 2 2
61 133

61 134

5 1 1 1 62 134

6 1 1 1 63 135

7 1 1 1
64 135

64 136

墓室 1 1 2 2

31 133

65 136

65 137

墓室床面一括 1 1 1 67 137

計 5 5 10 1 1 11

4
墓室埋土 1 1 1 38 133 膝蓋骨、骨片

計 1 1 1

6

2 1 1 1 41 133

3 1 1 1 42 133

墓室埋土 1 1 2 2
20 133

32 133

計 1 3 4 4

7

墓庭掘り方 1 1 1
74 137 頭骨片１、成人骨１？

116 138 中足骨１

墓庭一括 1 1 1 5 133 成人骨１？骨片少量、詳細不明

計 2 2 2

7-1

墓室 1 1 1 114 138 中手骨１

埋土 1 1 1
115 138 骨片１

131 138 歯 1 本のみ､ 詳細不明

計 2 2 2

8
墓庭埋土 1 1 2 2 19 133

計 1 1 2 2

9

1 1 1 1
153 138

153 139

2 1 1 1 154 139

3 1 1 1 155 139

墓庭埋土 1 1 1

142 138

143 138

149 138

計 2 1 3 1 1 4

12
墓室埋土 1 1 1 76 137 火葬骨

計 1 1 1

13
墓庭掘り方 1 1 1 182 142 骨小片、詳細不明

計 1 1 1

13-1

1 1 1 2 2 90 137

2 1 1 1 91 137

3 1 1 1 92 137

埋土 1 1 1 88 137 骨片少量、詳細不明

計 1 1 2 4 1 1 5
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墓番号 人骨番号
蔵骨器番号

成　人 未成人
総　計 遺物番号 コンテナ

No 備　考
男性 女性 性別不明 成人計 若年 小児 幼児 乳児 未成人計

14

1 1 1 1 93 137

墓室埋土 1 1 1 85 137 No.1 と同一個体？

計 2 2 2

17

1 1 1 1 59 127

2 1 1 1 1 2

49 126

54 126

90 127

3 1 1 1 1 2
50 126

55 126

4 1 1 2 2
51 126

56 126

6 1 1 1 52 126

8 1 1 1 53 126

12 1 1 1 58 126

墓室埋土 1 1 1 46 126

墓室 1 1 2 2 60 127

計 1 3 3 7 4 2 6 13

17-1
掘方埋土 1 1 1 100 127

計 1 1 1

20

1 1 1 1 96 138

墓室埋土 1 1 2 2 97 138

計 1 1 2 1 1 3

21

1 1 1 1 1 2 179 141

遺物集中部 1 1 1 2 2
170-1 141

170-3 141

遺物集中部 2 1 1 1 171-1 141 骨片少量

遺物集中部 3 1 1 1 172 141

遺物集中部 1 1 1
174-1 141 骨片少量

180-1 142

埋土 1 1 2 2
158 139

173 141 骨片

工事作業中 1 1 1 196 143

計 2 2 5 9 1 1 10

23

1 1 1 1 183 142

遺物集中部 1 1 1 1 2 184 142 幼児は集中部１と同一個体？

遺物集中部 1 1 1 1 185-1 142

遺物集中部 2 1 1 1 185-2 142

遺物集中部 3 185-3 142 骨片少量、未成人骨？

遺物集中部 4 1 1 1 185-4 142

遺物集中部 6 1 1 1 185-6 142

計 1 2 1 4 1 2 3 7

25
蔵骨器前 1 1 1 1 2 137 138

計 1 1 1 1 2

26

1 1 1 1 159-1 140

2 1 1 2 1 1 3

160-1 140

169-1 140

169-2 140

169-2 141

3 1 1 2 2 161-1 140

4 1 1 2 2 162-1 140

5 1 1 1 163-1 140

サンミデー
付近 1 1 1 1 2

166 140

177 141 幼児焼骨１体分

計 4 4 1 9 2 2 11

27
1 1 1 2 2

193-2 142

193-2 143 性別不明は火葬骨

計 1 1 2 2

28

シルハラシ
ドゥクマ 1 1 1

229 144

229 164

1 1 1 1 1 2 230 144

2 1 1 1 231 145

3 2 2 2 232 145

4 1 1 2 2
233 145

233 164

5 2 1 3 3 234 146

6 1 1 2 2 235 146
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墓番号 人骨番号
蔵骨器番号

成　人 未成人
総　計 遺物番号 コンテナ

No 備　考
男性 女性 性別不明 成人計 若年 小児 幼児 乳児 未成人計

28

7 1 1 1
236 147

236 164

8 1 1 1 237 147

9 1 1 1 238 147

10 1 1 1
239 147

239 148

11 1 1 1 240 148

12 1 1 2 2 241 148

13 1 1 1 242 149

墓庭右側人骨周辺 1 1 1 198 143 歯 1 本のみ､ 詳細不明

樹木伐採時 1 1 1 202 143 男性尺骨 1 本のみ、詳細不明

右カキ安置蔵骨器 1 1 1 206 143

墓室埋土 1 1 2 2
207 143

226 143 骨片少量（成人骨１？）

計 13 5 2 20 6 6 26

29

1 1 1 1 245 149

2 1 1 1
246 149

246 150

3 1 1 1 1 2 247 150

4 2 2 2 248 150

5 1 1 2 2

249 150

249 151

249 164

6 1 1 1 1 2 250 151

7 1 1 1
251 152

251 164

8 1 1 1 1 2 3 252 145

9 1 1 1 253 145

10 1 1 1 254 145

11 1 1 1 255 145

12 1 1 2 2 256 145

13 2 2 1 1 3 257 154

14 1 1 1
258 154

258 155

15 1 1 1 259 155

16 1 1 1
260 155

260 165

計 12 6 18 1 1 1 4 7 25

31

墓室埋土 1 1 1 1 2 222 143

墓庭掘方埋土 1 1 1 224 143

計 2 2 1 1 3

32

シルハラシ
ドゥクマ 1 1 1

312 162

312 163

1 1 1 1 262 156

2 1 1 1 1 2 263 156

3 1 1 1

264 156

264 157

264 165

4 1 1 1 1 2
265 157

265 165

5 1 1 2 2
266 158

266 165

6 1 1 2 2

267 158

267 159

267 166

7 1 1 1 268 159

8 1 1 1
269 160

269 161

9 1 1 1 270 161

墓室埋土 1 1 1 214 143 成人（中手骨）1 のみ、詳細不明

計 6 4 1 11 1 1 2 4 15

34

1 1 1 1 1 2 272 161

2 1 1 1 273 161

3 1 1 1 274 161

4 1 1 1 275 161

計 1 1 1 3 1 1 2 5
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墓番号 人骨番号
蔵骨器番号

成　人 未成人
総　計 遺物番号 コンテナ

No 備　考
男性 女性 性別不明 成人計 若年 小児 幼児 乳児 未成人計

35

墓室タナ 1 1 1 1 279 161

墓室タナ 2 1 1 1 280 161

墓室タナ 3 1 1 1 1 2 281 162

北側埋土 1 1 1 288 162

墓口埋土 2 2 2

286 162

286 166

311 162

墓庭掘り方埋土 1 1 1 372 136 成人歯１本

計 3 1 2 6 2 2 8

39

1 1 1 1 281 132

2 1 1 2 2 283 134

3 4 4 4 285 132

計 1 2 3 4 4 7

41
1 1 1 2 2 287 133

計 1 1 2 2

44
墓室棺箱直上 1 1 1 369 136 指骨 1 のみ､ 詳細不明

計 1 1 1

46

1 1 1 1 162 127

2 1 1 1 164 127

3 1 1 1 1 2 166 127

5 1 1 1 169 127

人骨 1-5 1 1 1 1 2

147 127

148 127

149 127

151 127

152 127

墓室埋土 1 1 1 108 127 頭骨片、詳細不明

墓庭埋土 1 1 1
118 127 骨片、詳細不明

176 128

計 4 3 7 2 2 9

47

墓室埋土 2 2 2

85 127

310 133

311 133

墓室右棚 109 127 下顎大臼歯 1 のみ

墓庭埋土 1 1 1
71 127 骨片

171 127

計 2 1 3 3

48

1 1 1 1 1 2 134 127

2 1 1 1 1 2 136 127

3 1 1 1 155 127・128

4 1 1 1 179 128

5 1 1 2 2 181 130

6 1 1 1 183 129

7 1 1 2 2 185 131

8 1 1 1 187 132

9 1 1 1 189 130

10 1 1 1 173 129

閉塞石下面 125 127 下顎側切歯1

墓庭掘方埋土 1 1 1 278 132 歯片 2

計 7 4 2 13 2 2 15

49
墓庭埋土 3 1 4 4 47 126

計 3 1 4 4

51

1 1 1 2 2
433 136

461 139

2 1 1 1 463 140

3 2 1 3 3 465 139

4 1 1 1 437 136

5 1 1 1 1 2 439 136

7 1 1 1 442 136

8 1 1 1 406 136

墓室一次葬人骨 1 1 1 446 139

墓庭埋土 1 1 1 520 142-2 骨片、詳細不明

計 2 1 3 6 1 4 2 7 13

55

1 1 1 2 2 428 138

2 1 1 1 421 136

計 1 1 2 1 1 3
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墓番号 人骨番号
蔵骨器番号

成　人 未成人
総　計 遺物番号 コンテナ

No 備　考
男性 女性 性別不明 成人計 若年 小児 幼児 乳児 未成人計

56

1 1 1 1 423 137

2 1 1 1 425 136

計 1 1 1 1 2

58

埋土 5 1 6 1 1 7
193 133

430 136

墓室埋土 1 1 2 1 1 3 470 141

計 6 2 8 2 2 10

59

1 1 1 1 455 136

3 1 1 1 1 2 3 459 136

墓室埋土 1 1 1 453 136

トレンチ埋土 1 1 1 48 126

計 1 1 2 2 2 4 6

60

埋土 3 4 7 1 1 8

472 141

191 132

204 132

北側墓庭埋土 1 1 1 198 132

計 3 5 8 1 1 9

61
埋土 1 1 2 2 445 136

計 1 1 2 2

62

1 1 1 1 478 141

2 1 1 1 480 141

3 1 1 1 482 141

4 1 1 1 484 141

5 1 1 1 486 141

6 1 1 1 488 141

7 1 1 1 490 141

8 1 1 1 492 141

9 1 1 1 494 141

10 1 1 1 662 143

12 1 1 1 498 141

13 1 1 1 501 141

14 1 1 1 503 141

15 1 1 1 505 141

16 1 1 1 515 142

15 周辺 1 1 1 510 142-2

墓庭掘方埋土 653 143 骨片、詳細不明

掘方埋土 13 1 1 1 538 142-2

掘方埋土14 1 1 1 1 2
539 142-2 骨片少量

557 142-2 骨片少量

東側埋土 1 1 1 512 142 骨片、詳細不明

計 3 4 12 19 1 1 20

63

1 1 1 1 543 142-2

2 1 1 1 545 142-2

3 1 1 1 548 142-2

4 1 1 1 550 142-2

計 3 1 4 4

64
5 1 1 1 648 143

計 1 1 1

66
シルハラシドゥクマ 1 1 1 598 142-2

計 1 1 1

69

1 1 1 1 620 142-1

2 1 1 1 622 143

3 1 1 1 624 142-1

4 1 1 1 626 142-1

5 1 1 1 628 142-1

7 1 1 1 1 2 631 142-1

8 1 1 2 2 634 144

9 1 1 1 3 3 636 143

10 1 1 1 638 143

12 1 1 2 2 641 143

墓庭埋土 1 1 1 1 2
388 136

605 142-1

計 4 3 5 12 1 1 2 1 5 17

70

墓室埋土 1 1 2 2
590 142-4

615 142-4

墓庭埋土 1 1 1 565 142-4

計 1 2 3 3
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墓番号 人骨番号
蔵骨器番号

成　人 未成人
総　計 遺物番号 コンテナ

No 備　考
男性 女性 性別不明 成人計 若年 小児 幼児 乳児 未成人計

71
墓庭埋土 1 1 1

555 142-3 骨片、詳細不明

656 143

計 1 1 1

72

1 1 1 1 314 134

2 1 1 1 317 134

3 1 1 1 315 134

4 1 1 2 2 318 135

5 1 1 1 319 135

6 1 1 1 320 135

7 1 1 1 316 134

8 1 1 1 321 135

9 1 1 1 322 136

10 1 1 1 323 136

11 1 1 1 324 136

12 1 1 1 325 136

13 1 1 1 326 136

墓庭埋土 1 1 1 291 133 骨片、詳細不明

計 2 4 4 10 1 4 5 15

76

1 1 1 2 1 1 3 － 人骨 1.2

2 1 1 1 1 2 － 人骨 3.4

3 1 1 1 1 2 － 人骨 5.6

4 1 1 1 1 2 － 人骨 7.8

5 1 1 1 － 人骨９

6 1 1 1 － 人骨 10

7 2 1 3 3 － 人骨 11

8 2 2 2 － 人骨 12

計 2 3 5 8 3 11 16

77

墓室人骨 1 1 1 1 － 1・2・3

墓室人骨 2 1 1 1 － 4

墓室人骨 3 1 1 1 － 4

墓室人骨集中部 1 1 1 － 5

人骨集中部撹乱一括 － 5 骨片 2 片のみ、詳細不明

2 － 6 骨片 2 片のみ、詳細不明

4 1 1 1 1 2 － 6

5 1 1 1 － 6 骨片

蔵骨器 － 7 骨片少量、詳細不明

墓庭一括 － 7 骨小片少量、詳細不明

墓庭前人骨一括 1 1 2 1 1 3 － 7

計 1 3 4 8 1 1 2 10

78

1 1 1 1 1 2 － 8

2 1 1 1 － 9

3 1 1 1 － 9 火葬骨、詳細不明

計 2 1 3 1 1 4

国際セン
ター線南
側確認ト
レンチ（平
成20年度

調査）

トレンチ 1・2 間 人骨 1 1 1 1 － 10

トレンチ 1・2 間 人骨 2 1 1 1 － 10

トレンチ 2 1 1 1 － 10

計 3 3 3

確認調査
補償№48

（平成21年
度調査）

№８ 1 1 1 確認調査No.8 163 頭骨片

墓下 215-2 143 歯片のみ、詳細不明

計 1 1 1
C地区

（平成22年
度調査）

北側斜面 234 132 骨片 1、詳細不明

計

合計 109 77 72 258 7 5 53 26 91 349
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第２表　前田・経塚近世墓群（首里大名地区）出土人骨構成

墓番号
成　人 未成人

総　計
男性 女性 性別不明 成人計 若年 小児 幼児 乳児 未成人計

2 1 1 0 1

3 5 5 10 1 1 11

4 1 1 0 1

6 1 3 4 0 4

7 2 2 0 2

7-1 2 2 0 2

8 0 1 1 2 2

9 2 1 3 1 1 4

12 1 1 0 1

13 1 1 0 1

13-1 1 1 2 4 1 1 5

14 2 2 0 2

17 1 3 3 7 4 2 6 13

17-1 0 1 1 1

20 1 1 2 1 1 3

21 2 2 5 9 1 1 10

23 1 2 1 4 1 2 3 7

25 1 1 1 1 2

26 4 4 1 9 2 2 11

27 1 1 2 0 2

28 13 5 2 20 6 6 26

29 12 6 18 1 1 1 4 7 25

31 2 2 1 1 3

32 6 4 1 11 1 1 2 4 15

34 1 1 1 3 1 1 2 5

35 3 1 2 6 2 2 8

39 1 2 3 4 4 7

41 1 1 2 0 2

44 1 1 0 1

46 4 3 7 2 2 9

47 2 1 3 0 3

48 7 4 2 13 2 2 15

49 3 1 4 0 4

51 2 1 3 6 1 4 2 7 13
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第１図　前田・経塚近世墓群（首里大名地区）出土人骨構成

55 1 1 2 1 1 3

56 1 1 1 1 2

58 6 2 8 2 2 10

59 1 1 2 2 2 4 6

60 3 5 8 1 1 9

61 1 1 2 0 2

62 3 4 12 19 1 1 20

63 3 1 4 0 4

64 1 1 0 1

66 1 1 0 1

69 4 3 5 12 1 1 2 1 5 17

70 1 2 3 0 3

71 1 1 0 1

72 2 4 4 10 1 4 5 15

76 2 3 5 8 3 11 16

77 1 3 4 8 1 1 2 10

78 2 1 3 1 1 4

国際センター線
南側確認トレンチ 3 3 0 3

確認調査
No.8 1 1 0 1

補償No.48
墓下 0 0 0

C地区丘陵
北側斜面 0 0 0

合計 109 77 72 258 7 5 53 26 91 349

男性 女性 性別不明 若年 小児 幼児 乳児 計
109 77 72 7 5 53 26 349

出土人骨の構成

男性
31%

女性
22%

性別不明
21%

若年
2%

小児
1%

幼児
15%

乳児
8%



附篇２　前田・経塚近世墓群（首里大名地区）出土の遺物保存処理
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附篇２　目次

保存処理工程

１．はじめに

２．保存処理工程

　①処理前撮影・X 線透過撮影・観察表作成

　②洗浄・錆取り（脱水）

　③自然乾燥～樹脂塗布

図版　遺物観察表

図版　処理後写真

図版　作業写真

図版　X 線透過写真
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保存処理工程

１．はじめに

　保存処理の対象となったのは銅鏡１点、毛髪 2 点、髪に伴う簪 2 点である。

　銅鏡はほぼ全面に緑錆が見られるが、文様等の特徴は明瞭で保存状態は良好である。結髪は 2 点と

も形状を維持しており、1 点は簪が附属したままとなっている。簪は一見すると良好な状態であるが、

毛髪に付着していたこともあって今後の劣化が想定される。

　今後の劣化要因を取り除き、良好な状態を保たせるため保存処理を実施した。

２．保存処理工程

　金属製品の保存処理は以下の工程で行った。

　①処理前撮影・Ｘ線撮影・観察表作成　→　②洗浄・錆取り　→　③脱塩処理　→　

　④自然乾燥　→　⑤樹脂含浸（３回）　→　⑥樹脂塗布　→　⑦処理後撮影

　毛髪の保存処理は以下の工程で行った。

　①処理前撮影・Ｘ線撮影・観察表作成　→　②洗浄　→　③脱水　→　④自然乾燥

①処理前撮影・Ｘ線透過撮影・観察表作成

　Ｘ線撮影の結果、遺物は錆で覆われているものの、原型は損なわずに良好な状態で残存しているこ

とが確認できた。№ 6 の簪は錆が進行して内部まで孔食が進んでいることがわかった。№ 7 の毛髪は

簪の錆の影響か、内部で劣化が進行していた。

　処理前の状態は観察のうえ台帳に記録し、写真撮影を行った。

②洗浄・錆取り（脱水）

　金属製品は有機溶剤（エタノール 40％・キシレン 40％・酢酸エチル 20％の混合液）でクリーニング

を行い、余分な土砂や油脂分を除去した。グラインダーやメス・ニッパ等で錆や固い土砂を落とした。

　結髪はエタノールでのみ洗浄を行った。柔らかめの筆で表面を洗浄するのみにとどめ、崩壊の可能

性があったため土砂をすべて取り除くことは避けた。

　ＢＴＡ１％エタノール溶液に約 3 日間浸漬して錆の安定化処理を行い、エタノールに１日間浸漬し

て脱水作業を完了した。№ 8 の簪は結髪に装着された状態のまま、ＢＴＡ１％エタノール溶液を塗布

した。
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③自然乾燥～樹脂塗布

　№ 5・6 の金属製品は強化・防錆処理のためにアクリル系樹脂（パラロイドＮＡＤ -10）40％ナフサ

溶液に遺物を浸漬し、真空デシケータ内に設置して減圧含浸を行った。効果を万全にするために樹脂

含浸作業は 3 度繰り返し行った。№ 8 は含浸せずに、アクリル系樹脂を筆で塗布した。最終的につや

消し剤（無水ケイ酸）を添加したアクリル系樹脂をナフサでさらに 50％に薄め、遺物表面に塗布して

防錆効果の強化と樹脂光沢の抑制を行い、作業を終了した。

　結髪はアクリル系樹脂による塗布・含浸は行っていない。

　今後の保管については、急激な温湿度の変化を避けるために容器内に密閉保存することが望ましい。

長期的に劣化を抑えるためにはシリカゲルの同梱は避け、外気との接触を避けることに留意すべきで

ある。



図版　遺物観察表
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平成 23 年度 　保存処理遺物観察表

処理№ 遺物№ 遺物名 N5  鏡

法量：長さ

観察事項

備考

幅 重量㎝ ㎝ ｇ 13.6  10.1  72.9

㎝ ㎝ ｇ

赤錆が見られる
亀裂がある
層状に剥離している
錆ぶくれがある
錆汁が出ている

処理前写真

表 裏

歪みがある
泥土の付着がある
孔食が見られる
形状を維持している
別個体の付着がある

ブロンズ病
緑錆が見られる
触れるだけで崩壊する
完形品
有機質の付着あり



— 148 —

処理№ 遺物№ 遺物名 N6  簪

法量：長さ

観察事項

備考

幅 重量㎝ ㎝ ｇ 8.8  0.7 3.0

㎝ ㎝ ｇ

赤錆が見られる
亀裂がある
層状に剥離している
錆ぶくれがある
錆汁が出ている

処理前写真

表 裏

歪みがある
泥土の付着がある
孔食が見られる
形状を維持している
別個体の付着がある

ブロンズ病
緑錆が見られる
触れるだけで崩壊する
完形品
有機質の付着あり
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処理№ 遺物№ 遺物名 N7  髪

法量：長さ

観察事項

備考

幅 重量㎝ ㎝ ｇ 7.6

 ジーファーが伴っていた。

 洗浄→脱水作業のみ。

 6.4  42.0

㎝ ㎝ ｇ

赤錆が見られる
亀裂がある
層状に剥離している
錆ぶくれがある
錆汁が出ている

処理前写真

表 裏

歪みがある
泥土の付着がある
孔食が見られる
形状を維持している
別個体の付着がある

ブロンズ病
緑錆が見られる
触れるだけで崩壊する
完形品
有機質の付着あり
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処理№ 遺物№ 遺物名 N8  髪・簪

法量：長さ

観察事項

備考

幅 重量㎝ ㎝ ｇ 9.2

 骨の上に髪の毛が付着しており、ジーファーが伴っている。

 ジーファー…毛髪に装着された状態で洗浄・ＢＴＡ塗布・樹脂塗布のみ
 毛髪　　…　　洗浄・脱水作業のみ
 人骨　　…　　洗浄のみ

 4.4  28.3

㎝ ㎝ ｇ

赤錆が見られる
亀裂がある
層状に剥離している
錆ぶくれがある
錆汁が出ている

処理前写真

表 裏

歪みがある
泥土の付着がある
孔食が見られる
形状を維持している
別個体の付着がある

ブロンズ病
緑錆が見られる
触れるだけで崩壊する
完形品
有機質の付着あり



図版　処理後写真
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N5　鏡　表

N5　鏡　裏

N5　鏡　表2

N5　鏡　裏2
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N7　髪　上面切り取り

N7　髪　側面２

N7　髪　側面　１

N7　髪
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N6　簪　表

N6　簪　裏

N6　簪　表2

N6　簪　裏2
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N8　髪、簪　1

N8　髪、簪　上面　１

N8　髪、簪　2

N8　髪、簪　上面　2
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N8　髪、簪　上面　3

N8　髪、簪　側面１

N8　髪、簪　側面１-１





図版　作業写真
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Ｘ線作業写真　ジーファー・髪

Ｘ線作業写真　鏡（1）

洗浄作業（1）

髪　洗浄作業（1）

Ｘ線作業写真　ジーファー・髪

Ｘ線作業写真　鏡（2）

洗浄作業（2）

髪　洗浄作業（2）
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含浸拭きとり作業

骨より取り外し後（2）

骨より取り外し後（4）

骨より取り外し後（1）

骨より取り外し後（3）

骨より取り外し後（5）



図版　X線透過写真
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図　　　　版
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（S=1：8000）図版１　遺跡一帯の空中写真（2009年撮影）
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図版２　遺跡一帯の空中写真（平成19年撮影） （S=1：2500）
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 １段目左：遺跡遠景（北から） １段目右：遺跡遠景（南東から）
 ２段目左：遺跡近景（平成21年度調査） ２段目右：遺跡近景（平成21年度調査）
 ３段目左：遺跡近景（平成21年度調査） ３段目右：遺跡近景（平成22年度調査）
 ４段目左：遺跡近景（平成22年度調査） ４段目右：遺跡近景（平成22年度調査）

図版３　遺跡の遠景と近景
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 １段目左：作業開始直後の状況 １段目右：第35～37号墓付近の近景
 ２段目左：第１・２号墓付近の作業状況 ２段目右：第３～８号墓付近の近景
 ３段目左：第28～34号墓付近の作業状況 ３段目右：第28～34号墓付近の近景
 ４段目左：測量作業状況 ４段目右：遺跡の見学状況

図版４　平成21年度調査状況
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 １段目左：伐採完了状況 １段目右：遺構の外観
 ２段目左：第２号墓室の状況 ２段目右：第１号墓室の状況
 ３段目左：墓庭の遺物検出状況 ３段目右：墓庭の遺物検出状況
 ４段目左；第１−１号墓の遺物出土状況 ４段目右：測量作業状況

図版５　第１号墓・第１−１号墓・第２号墓
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 １段目左：伐採完了状況 １段目右：第３号墓の掘り下げ作業状況
 ２段目左：第３号墓室蔵骨器検出状況 ２段目右：第３号墓室の状況
 ３段目左：第３号墓室人骨検出状況 ３段目右：第３号墓完掘状況
 ４段目左：第４号墓の状況 ４段目右：第４号墓の外観

図版６　第３号墓・第４号墓
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 １段目左：墓室の半裁状況 １段目右：完掘状況
 ２段目左：墓室の完掘状況 ２段目右：暗渠の状況
 ３段目左：暗渠の状況 ３段目右：暗渠の状況
 ４段目左：遺物出土状況（第５号墓） ４段目右：遺物検出状況（第５号墓）

図版７　第６号墓
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 １段目左：伐採完了状況 １段目右：遺構の外観
 ２段目左：遺構の外観 ２段目右：墓口の状況
 ３段目左：墓室の完了状況 ３段目右：第７−１号墓の完掘状況
 ４段目左：墓庭の遺物出土状況 ４段目右：墓庭の遺物出土状況

図版８　第７号墓・第７−１号墓
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 １段目左：遺構の検出状況 １段目右：調査状況
 ２段目左：遺構の外観 ２段目右：墓室の状況
 ３段目左：遺構の外観 ３段目右：墓室の完掘状況
 ４段目左：第８−１号墓の完掘状況 ４段目右：墓庭の遺物出土状況

図版９　第８号墓・第８−１号墓
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 １段目左：遺構の検出状況 １段目右：墓庭の遺物出土状況
 ２段目左：遺構の外観 ２段目右：墓口の状況
 ３段目左：墓室の遺物出土状況 ３段目右：墓室の完掘状況
 ４段目左：蔵骨器No.1の内部状況 ４段目右：蔵骨器No.2の内部状況

図版10　第９号墓
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 １段目左：伐採完了の状況 １段目右：遺構の外観
 ２段目左：屋根の石列（全景） ２段目右：屋根の石列（近景）
 ３段目左：遺構の外観 ３段目右：墓口の状況
 ４段目左：完掘状況 ４段目右：墓室の完掘状況

図版11　第11号墓
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 １段目左：調査前の状況 １段目右：伐採完了の状況
 ２段目左：遺構の外観 ２段目右：遺構の外観
 ３段目左：墓口の状況 ３段目右：墓口の状況
 ４段目左：墓室の半裁状況 ４段目右：墓室の完掘状況

図版12　第12号墓
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 １段目左：第12号墓下部での検出状況 １段目右：墓口の状況
 ２段目左：遺構の外観（南西から） ２段目右：墓口の状況
 ３段目左：作業状況 ３段目右：遺構の外観（北西から）
 ４段目左：完掘状況 ４段目右：完掘状況

図版13　第12−１号墓
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 １段目左：調査前の状況 １段目右：伐採完了状況
 ２段目左：遺構の検出状況（南から） ２段目右：遺構の検出状況（西から）
 ３段目左：墓正面の状況 ３段目右：墓正面の状況
 ４段目左：墓庭の完掘状況（全景） ４段目右：墓庭の完掘状況（近景）

図版14　第13号墓・第13−１号墓
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 １段目左：墓室の状況（調査前） １段目右：墓室の状況（正面のタナ）
 ２段目左：墓口の石敷き ２段目右：墓口の石敷き（墓室から）
 ３段目左：墓室の状況（左のタナ） ３段目右：墓室の状況（右のタナ）
 ４段目左：墓室の状況（シルハラシドゥクマ） ４段目右：墓室の状況（シルハラシドゥクマ）

図版15　第13号墓・第13−１号墓
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 １段目左：サンミデーの石敷き １段目右：サンミデーの暗渠（近景）
 ２段目左：サンミデーの暗渠（全景） ２段目右：サンミデーの暗渠（完掘）
 ３段目左：作業状況 ３段目右：撮影作業状況
 ４段目左：墓庭の遺物出土状況 ４段目右：墓庭の遺物出土状況

図版16　第13号墓・第13−１号墓



— 187 —

 １段目左：伐採完了の状況 １段目右：墓室の半裁状況
 ２段目左：墓室の遺物検出状況 ２段目右：墓室の遺物出土状況
 ３段目左：墓室の遺物出土状況 ３段目右：墓室の遺物出土状況
 ４段目左：墓室の完掘状況 ４段目右：墓室の完掘状況

図版17　第14号墓
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 １段目左：墓室の半裁状況（第20号墓） １段目右：墓室の遺物出土状況（第20号墓）
 ２段目左：墓室の完掘状況（第20号墓） ２段目右：遺物取上げ後の状況（第21号墓）
 ３段目左：遺物出土状況（第21号墓） ３段目右：遺物出土状況（第21号墓）
 ４段目左：遺物出土状況（第21号墓） ４段目右：遺物出土状況（第21号墓）

図版18　第20号墓・第21号墓
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 １段目左：調査前の状況 １段目右：伐採完了の状況
 ２段目左：墓室の完掘状況 ２段目右：墓室の完掘状況（近景）
 ３段目左：踏査時の古墓（No.11） ３段目右：踏査時の古墓（No.14）
 ４段目左：踏査時の古墓（No.15） ４段目右：踏査時の古墓（No.17）

図版19　第22号墓及び近接する踏査時の古墓
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 １段目左：遺構検出時の状況 １段目右：写真撮影作業状況
 ２段目左：墓室の検出状況 ２段目右：墓室の半裁状況
 ３段目左：墓室の遺物出土状況 ３段目右：墓室の完掘状況
 ４段目左：墓庭の遺物出土状況 ４段目右：墓庭の遺物出土状況

図版20　第23号墓
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 １段目左：墓室の半裁状況 １段目右：墓室の半裁状況
 ２段目左：墓室の遺物出土状況 ２段目右：墓室の遺物出土状況
 ３段目左：墓室の遺物出土状況 ３段目右：墓室の遺物出土状況
 ４段目左：墓室の遺物出土状況 ４段目右：完掘状況

図版21　第25号墓
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 １段目左：遺構検出時の状況 １段目右：完掘状況
 ２段目左：完掘状況 ２段目右：墓庭周辺の状況
 ３段目左：墓室の遺物出土状況 ３段目右：墓庭の遺物出土状況
 ４段目左：墓庭の遺物出土状況 ４段目右：墓庭の遺物出土状況

図版22　第26号墓
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 １段目左：墓室の遺物出土状況 １段目右：墓室の遺物出土状況（左は第23号墓）
 ２段目左：墓室の遺物出土状況（近景） ２段目右：取り出した遺物の状況
 ３段目左：蔵骨器No.1の内部の状況 ３段目右：作業状況
 ４段目左：完掘状況 ４段目右：完掘状況（近景）

図版23　第27号墓
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 １段目左：調査前の状況（右は第29号墓） １段目右：墓口の検出状況
 ２段目左：遺構の外観 ２段目右：墓口の検出状況（近景）
 ３段目左：墓室の遺物出土状況 ３段目右：墓室の完掘状況
 ４段目左：墓庭の人骨出土状況 ４段目右：墓庭の人骨出土状況（近景）

図版24　第28号墓
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 １段目左：遺構の外観（左は第28号墓） １段目右：墓口の検出状況
 ２段目左：墓室の半裁状況 ２段目右：墓室の遺物出土状況
 ３段目左：墓室の完掘状況 ３段目右：墓室の完掘状況
 ４段目左：墓庭の遺物出土状況 ４段目右：墓庭の遺物出土状況

図版25　第29号墓
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 １段目左：調査前の状況（左側） １段目右：遺構の外観（右は第31号墓）
 ２段目左：遺構の外観（右は第31号墓） ２段目右：墓庭の半裁状況
 ３段目左：墓口の半裁状況 ３段目右：墓室の状況（調査前）
 ４段目左：墓室の完掘状況 ４段目右：墓室壁面の近景

図版26　第30号墓
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 １段目左：遺構の外観（左は第30号墓） １段目右：遺構の外観（左は第30号墓）
 ２段目左：墓口の状況 ２段目右：墓室の遺物出土状況
 ３段目左：暗渠の検出状況 ３段目右：暗渠の検出状況
 ４段目左：暗渠の検出状況 ４段目右：暗渠の検出状況

図版27　第31号墓
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 １段目左：墓口の検出状況 １段目右：墓口の状況（墓室より）
 ２段目左：完掘状況 ２段目右：墓室の完掘状況
 ３段目左：墓室の遺物検出状況 ３段目右：墓室の遺物出土状況
 ４段目左：墓室の遺物検出状況 ４段目右：墓室の状況

図版28　第32号墓
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 １段目左：遺構の外観（右は第39号墓） １段目右：墓口の検出状況
 ２段目左：墓口の状況 ２段目右：墓口の状況（暗渠を完掘）
 ３段目左：墓室の状況 ３段目右：墓室の遺物出土状況
 ４段目左：墓室の完掘状況 ４段目右：墓室の完掘状況

図版29　第34号墓
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 １段目左：墓庭の半裁状況 １段目右：墓口の状況
 ２段目左：墓口の状況 ２段目右：遺構の外観
 ３段目左：墓室の完掘状況 ３段目右：墓室の完掘状況
 ４段目左：墓口の人骨出土状況 ４段目右：実測作業状況

図版30　第35号墓
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 １段目左：調査前の状況 １段目右：遺構の外観（上は第35号墓）
 ２段目左：墓室の遺物出土状況 ２段目右：墓室の完掘状況
 ３段目左：墓口の状況 ３段目右：墓口の状況
 ４段目左：墓庭の暗渠検出状況 ４段目右：暗渠の近景

図版31　第35−１号墓
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 １段目左：遺構の外観（第36号墓） １段目右：墓室の半裁状況（第36号墓）
 ２段目左：墓口の状況（第36号墓） ２段目右：墓室の状況（第36号墓）
 ３段目左：遺構の外観（第37号墓） ３段目右：遺構の外観（第37号墓）
 ４段目左：墓室の完掘状況（第37号墓） ４段目右：墓室の完掘状況（第37号墓）

図版32　第36号墓・第37号墓
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 １段目左：遺構の外観（第37−１号墓） １段目右：作業状況（右は第42号墓）
 ２段目左：墓室の半裁状況（第37−１号墓） ２段目右：墓室の状況（第37−１号墓）
 ３段目左：墓室の完掘状況（第37−１号墓） ３段目右：第42号墓室の確認状況
 ４段目左：第42号墓室の確認状況 ４段目右：第42号墓室の確認状況

図版33　第37−１号墓（及び第42号墓室の確認状況）
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 １段目左：調査前の状況 １段目右：遺構の外観
 ２段目左：墓室の半裁状況 ２段目右：遺構の外観（右が第38号墓）
 ３段目左：実測作業状況（左は第40号墓） ３段目右：第38−１号墓の完掘状況
 ４段目左：墓室の遺物出土状況 ４段目右：墓室の完掘状況

図版34　第38号墓・第38−１号墓
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 １段目左：第17号墓周辺の作業状況 １段目右：残土搬出状況
 ２段目左：第71号墓周辺の作業状況 ２段目右：作業状況（第48号墓）
 ３段目左：作業状況（第51号墓） ３段目右：作業状況（第41号墓）
 ４段目左：写真撮影作業状況（第49号墓） ４段目右：測量作業状況（第46号墓）

図版35　平成22年度の調査状況
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 １段目左：遺物整理作業状況 １段目右：写真整理作業状況
 ２段目左：写真解析作業状況 ２段目右：図化作業状況
 ３段目左：遺物洗浄作業状況 ３段目右：遺物洗浄作業状況
 ４段目左：遺跡見学状況 ４段目右：遺跡見学状況

図版36　平成22年度の調査状況
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 １段目左：伐採完了の状況 １段目右：伐採完了の状況
 ２段目左：遺構の半裁状況 ２段目右：作業状況
 ３段目左：バックホーによる作業状況 ３段目右：バックホーによる作業状況
 ４段目左：完掘状況 ４段目右：写真撮影作業状況

図版37　第15号墓
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 １段目左：第16号墓（左）と第18号墓（右）の外観 １段目右：第16号墓の外観（左）
 ２段目左：伐採完了後の状況（第16号墓） ２段目右：遺構の外観（第16号墓）
 ３段目左：遺構の外観（第18号墓） ３段目右：墓室の状況（第18号墓）
 ４段目左：墓室の半裁状況（第18号墓） ４段目右：暗渠の近景（第18号墓）

図版38　第16号墓・第18号墓
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 １段目左：遺構の外観 １段目右：遺構の外観（右下が第17−１号墓）
 ２段目左：墓室の遺物出土状況 ２段目右：墓室の遺物出土状況
 ３段目左：完掘状況（上が第17−１号墓） ３段目右：完掘状況（下が第17−１号墓）
 ４段目左：完掘状況（上が第17−１号墓） ４段目右：墓室の遺物出土状況（第17−１号墓）

図版39　第17号墓・第17−１号墓
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 １段目左：遺構の外観（第39号墓） １段目右：墓室の完掘状況（第39号墓）
 ２段目左：墓室の遺物出土状況（第39号墓） ２段目右：墓室の遺物出土状況（第39号墓）
 ３段目左：遺構の外観（第41号墓） ３段目右：墓室の完掘状況（第41号墓）
 ４段目左：墓室の遺物出土状況（第41号墓） ４段目右：墓室の遺物出土状況（第41号墓）

図版40　第39号墓・第41号墓
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 １段目左：遺構の外観 １段目右：墓室の状況
 ２段目左：墓室の遺物出土状況 ２段目右：墓室の遺物出土状況
 ３段目左：完掘状況 ３段目右：完掘状況
 ４段目左：暗渠の検出状況 ４段目右：暗渠の検出状況

図版41　第42号墓
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 １段目左：遺構の外観（第43号墓） １段目右：遺構の外観（第43号墓）
 ２段目左：墓室の検出状況（第44号墓） ２段目右：墓室の半裁状況（第44号墓）
 ３段目左：墓室の遺物出土状況（第44号墓） ３段目右：墓室の遺物出土状況（第44号墓）
 ４段目左：墓室の遺物出土状況（第44号墓） ４段目右：完掘状況（第44号墓）

図版42　第43号墓・第44号墓
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 １段目左：遺構の外観（第45号墓） １段目右：墓口の遺物出土状況（第45号墓）
 ２段目左：遺構の外観（第46号墓） ２段目右：遺構の外観（第46号墓）
 ３段目左：完掘状況（第46号墓） ３段目右：完掘状況（第46号墓）
 ４段目左：墓庭の遺物出土状況（第46号墓） ４段目右：墓庭の遺物出土状況（第46号墓）

図版43　第45号墓・第46号墓



— 214 —

 １段目左：遺構の外観と墓庭の遺物出土状況 １段目右：墓口の状況
 ２段目左：墓庭の半裁状況と遺物出土状況 ２段目右：墓庭の遺物検出状況
 ３段目左：墓庭の遺物出土状況 ３段目右：完掘状況
 ４段目左：右ソデ掘込遺構の検出状況 ４段目右：右ソデ掘込遺構の完掘状況

図版44　第47号墓
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 １段目左：遺構の外観 １段目右：墓室の遺物出土状況
 ２段目左：遺構の外観 ２段目右：完掘状況
 ３段目左：墓室の完掘状況 ３段目右：墓室の完掘状況
 ４段目左：墓庭の遺物出土状況 ４段目右：墓庭の遺物出土状況

図版45　第48号墓
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 １段目左：遺構の外観（第49号墓） １段目右：遺構の外観（第49号墓）
 ２段目左：墓室の遺物出土状況（第49号墓） ２段目右：墓室の完掘状況（第49号墓）
 ３段目左：土坑No.１・２の状況（第49号墓） ３段目右：土坑No.２の遺物出土状況（第49号墓）
 ４段目左：遺構の外観（第64号墓） ４段目右：墓室の遺物出土状況（第64号墓）

図版46　第49号墓・第64号墓
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 １段目左：遺構の外観 １段目右：墓室の半裁状況
 ２段目左：遺物の出土状況 ２段目右：遺物の出土状況
 ３段目左：墓室の完掘状況 ３段目右：墓室の人骨及び遺物出土状況
 ４段目左：墓室の人骨及び遺物出土状況 ４段目右：完掘状況

図版47　第51号墓
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 １段目左：遺構の外観 １段目右：墓室の半裁状況
 ２段目左：墓室の遺物出土状況 ２段目右：墓室の完掘状況
 ３段目左：墓室の掘込土坑 ３段目右：墓室の掘込土坑（遺物出土状況）
 ４段目左：完掘状況 ４段目右：墓室の完掘状況

図版48　第52号墓
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 １段目左：遺構の外観 １段目右：遺構の完掘状況（左が第53号墓、右が第54号墓）
 ２段目左：墓室の完掘状況（第53号墓） ２段目右：墓室の状況（第54号墓）
 ３段目左：墓室の半裁状況（第55号墓） ３段目右：墓室の遺物出土状況（第55号墓）
 ４段目左：完掘状況（第55号墓） ４段目右：完掘状況（第55号墓）

図版49　第53号墓・第54号墓・第55号墓



— 220 —

 １段目左：遺構の検出状況（第56号墓） １段目右：墓室の遺物出土状況（第56号墓）
 ２段目左：完掘状況（第56号墓） ２段目右：完掘状況（第56号墓）
 ３段目左：遺構の検出状況（第57号墓） ３段目右：墓室の半裁状況（第57号墓）
 ４段目左：完掘状況（第57号墓） ４段目右：完掘状況（第57号墓）

図版50　第56号墓・第57号墓
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 １段目左：遺構の外観（第58号墓） １段目右：人骨の出土状況（第58号墓）
 ２段目左：墓室の遺物出土状況（第59号墓） ２段目右：墓室の遺物出土状況（第59号墓）
 ３段目左：遺構の検出状況（第60号墓） ３段目右：トレンチの状況（第60号墓）
 ４段目左；墓室の検出状況（第61号墓） ４段目右：完掘状況（第61号墓）

図版51　第58号墓・第59号墓・第60号墓・第61号墓
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 １段目左：遺構の検出状況 １段目右：墓室の遺物検出状況
 ２段目左：墓室の遺物出土状況 ２段目右：墓室の遺物出土状況
 ３段目左：作業状況 ３段目右：作業状況
 ４段目左：墓室の遺物出土状況 ４段目右：墓室の遺物出土状況

図版52　第62号墓
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 １段目左：墓室の遺物出土状況 １段目右：墓室の遺物出土状況
 ２段目左：墓室の遺物出土状況 ２段目右：墓室の遺物出土状況
 ３段目左：墓室の遺物出土状況 ３段目右：墓庭の遺物出土状況
 ４段目左：墓口の状況 ４段目右：墓口の完掘状況

図版53　第62号墓
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 １段目左：遺構の検出状況 １段目右：墓口の検出状況
 ２段目左：墓室の遺物出土状況 ２段目右：墓室の遺物検出状況
 ３段目左：墓室の状況 ３段目右：作業状況
 ４段目左：墓庭の土坑 ４段目右：墓庭の土坑

図版54　第63号墓
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 １段目左：遺構の検出状況（第65号墓） １段目右：遺構の外観（第65号墓）
 ２段目左：完掘状況（第65号墓） ２段目右：完掘状況（第65号墓）
 ３段目左：遺構の検出状況（第66号墓） ３段目右：墓室の半裁状況（第66号墓）
 ４段目左：完掘状況（第66号墓） ４段目右：完掘状況（第66号墓）

図版55　第65号墓・第66号墓
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 １段目左：遺構の検出状況 １段目右：遺構の半裁状況
 ２段目左：墓室の遺物出土状況 ２段目右：墓室の遺物出土状況
 ３段目左：墓室の遺物出土状況 ３段目右：墓室の完掘状況
 ４段目左：完掘状況 ４段目右：墓室右壁の掘り込み状況

図版56　第69号墓
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 １段目左：遺構の検出状況 １段目右：墓室の半裁状況
 ２段目左：墓口の検出状況 ２段目右：墓室右壁の掘り込み状況
 ３段目左：墓室の人骨及び遺物出土状況 ３段目右：墓室の人骨出土状況
 ４段目左：墓口周辺の状況 ４段目右：墓口の状況

図版57　第70号墓
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 １段目左：遺構の検出状況 １段目右：完掘状況
 ２段目左：墓室の遺物出土状況 ２段目右：墓室の遺物出土状況
 ３段目左：墓室の完掘状況 ３段目右：墓室左壁の掘り込み状況
 ４段目左：完掘状況 ４段目右：完掘状況

図版58　第71号墓
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 １段目左：遺構の検出状況（第72号墓） １段目右：遺物の出土状況（第72号墓）
 ２段目左：遺物の出土状況（第72号墓） ２段目右：遺物の出土状況（第72号墓）
 ３段目左：遺構の検出状況（第73号墓） ３段目右：墓室の半裁状況（第73号墓）
 ４段目左：完掘状況（第73号墓） ４段目右：第73号墓周辺の作業状況

図版59　第72号墓・第73号墓
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 １段目左：遺構の検出状況（第74号墓） １段目右：遺構の半裁状況（第74号墓）
 ２段目左：墓室の完掘状況（第74号墓） ２段目右：墓室の完掘状況（第74号墓）
 ３段目左：遺構の検出状況（第75号墓） ３段目右：墓室の半裁状況（第75号墓）
 ４段目左：墓室の完掘状況（第75号墓） ４段目右：墓室の完掘状況（第75号墓）

図版60　第74号墓・第75号墓
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 １段目左：第76号墓近景 １段目右：蔵骨器の安置状況
 ２段目左：作業状況 ２段目右：墓室の完掘状況
 ３段目左：図面作成作業状況 ３段目右：平板実測作業状況
 ４段目左：蔵骨器の取り出し作業状況 ４段目右：出土した蔵骨器

図版61　第76号墓
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 １段目左：第77号墓検出状況 １段目右：第77号墓検出状況
 ２段目左：第77号墓検出状況 ２段目右：第77号墓人骨検出状況
 ３段目左：第77号墓人骨検出状況 ３段目右：第77号墓人骨検出状況
 ４段目左：第78号墓蔵骨器検出状況 ４段目右：第78号墓蔵骨器検出状況

図版62　第77号墓・第78号墓
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 １段目左：第78号墓蔵骨器検出状況 １段目右：第78号墓蔵骨器内の状況
 ２段目左：第78号墓完掘状況 ２段目右：第79号墓検出状況
 ３段目左：第79号墓掘削状況 ３段目右：作業状況
 ４段目左：作業状況 ４段目右：作業状況

図版63　第78号墓・第79号墓



図版64　（第38図）　第62号墓出土専用蔵骨器（ⅡＡ類）
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図版65　（第39図）　第62号墓出土専用蔵骨器（ⅡＡ類）
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図版66　（第40図）　第62号墓出土専用蔵骨器（ⅡＡ類　8 ～ 10）・（Ⅲ類　11）

11

9

10

8



— 237 —

図版67　第63号墓出土専用蔵骨器（ⅡＡ類）
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図版68　第62号墓出土転用蔵骨器（2・4・5）
 第63号墓出土転用蔵骨器（1・3・6）
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図版69　第21号墓出土専用蔵骨器（Ⅰ Ba ②類　銘書1722・1736・1751・1764 年）
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1

3 4

図版70　１：第46号墓出土専用蔵骨器（ⅡＡ①類　銘書1686・1688 年）
 ２：第48号墓出土専用蔵骨器（ⅡＡ①類　銘書1714 年）
 ３：第17号墓出土専用蔵骨器（ⅡＡ③類　銘書1746 年）
 ４：第46号墓出土専用蔵骨器（ⅡＡ③類　銘書1775 年）

2
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2

3

1

図版71　 1：第21号墓出土専用蔵骨器（ⅡＡ③類　銘書1775 年）
  2：第17号墓出土専用蔵骨器（ⅡＡ③類　銘書1778 年）
  3：第46号墓出土専用蔵骨器（ⅡＡ③類　銘書1779 年）
  4：第69号墓出土専用蔵骨器（ⅡＡ③類　銘書1736・1796 年）

4
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43

図版72　１：第77号墓出土専用蔵骨器（Ⅱ Ba ①類　銘書1795 年）
 ２：第78号墓出土専用蔵骨器（Ⅱ Ａ類　　 銘書1754 年）
 ３：第29号墓出土専用蔵骨器（Ⅱ Ａ類　　 銘書1757 年）
 ４：第21号墓出土専用蔵骨器（Ⅱ Ａ類　　 銘書1775 年）
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図版73　（第41図）　第62号墓出土遺物①
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図版74　（第42図）　第62号墓出土遺物②
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図版75　（第43図）　中国産陶磁器
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図版76　（第44図）　本土産陶磁器
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図版77　（第45図）　沖縄産陶器①
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図版78　（第46図）　沖縄産陶器②
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図版79　（第47図）　沖縄産陶器③
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図版80　（第48図）　沖縄産陶器④
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図版81　（第49図）　沖縄産陶器⑤
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図版82　（第50図）　硯・人形
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図版83　（第51図）　円盤状製品・釘・指輪

11

8

5

10

7

4

9

6

3

14

13

12

2

1



— 254 —

図版84　（第52図）　簪・鏡
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図版85　（第53図）　煙管
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図版86　（第54図）　ガラス製品・プラスチック製品
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図版87　（第55図）　銭貨①
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図版88　（第56図）　銭貨②
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図版89　（第57図）　銭貨③
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図版90　上：貝類遺殻
 下：脊椎動物遺体
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上　（二枚貝） 

1 ヌノメガイ

2 ウミギクガイ科

3 ベニエガイ

4 リュウキュウサルボウガイ

5 カブラツキガイ

6 ウラキツキガイ

7 カワラガイ

8 ヒメジャコ

9 ヒレジャコ

10 イタボガキ科

上　（巻貝） 

1 チョウセンサザエ

2 チョウセンサザエのフタ

3 ナガミノムシガイ

4 マガキガイ

5 ホシダカラガイ

下　 

1 ブタ　頭頂骨

2 ブタ　犬歯　左

3 ブタ　犬歯　右

4 ブタ　切歯

5 ブタ　後頭顆　左

6 ブタ　後頭顆　右

7 ブタ　上顎骨　左

8 ブタ　上顎骨　右

9 ブタ　下顎骨　右

10 ブタ　下顎骨　左

11 ウシ　上顎歯

12 ウシ or ウマ　不明
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名町

47201
26度
13分
58秒

（世界測地系）

127度
43分
28秒

（世界測地系）

平成20年度調
査2008.09.24～
2008.11.19

約2,000㎡

那覇広域都市計
画道路事業3・3・
16号国際セン
ター線の建設工
事

平成21年度調
査2009.08.03～
2010.01.29

平成22年度調
査2010.07.20～
2011.01.11

所収遺跡名 種         別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

前田・経塚近世墓群
（首里大名地区） 古墓群 近　世 古　墓

蔵骨器・中国産
陶磁器・本土産
陶磁器・沖縄産
陶器・硯・人形・
釘・簪・指輪・鏡・
煙管・ガラス瓶・
歯ブラシ・プラ
スチック製品・
貝類・獣骨・人骨

今回の調査は、
道路事業に伴っ
たものである。
事業計画内の調
査において、84
基の古墓が確認
されたが、その
周辺は、墓群が
現存する。今後
も周辺の開発計
画には注意が必
要である。

要　　　約

本遺跡では、平成20年度から平成22年度にかけて近世における古墓84基を調査した。調査当初は、
18基を予定していたものの、埋没した古墓が多数確認されることとなった。これは、基盤の細粒砂
岩（ニービ）が脆いためにおこった事象と理解される。遺構の多くは小振りで簡素なものであった。
そのなかで、第11号墓は亀甲墓の外観をうかがわせるもので、第13号墓と合わせて比較的複雑な構
築方法を用いていた。第62・63号墓からは、主に古いタイプの蔵骨器が多数得られている。墓の構造
と構築年代を検討するうえで、貴重な成果である。一方、出土遺物としては、第25号墓から出土した
２点の人形は注意される。数個の貝類とともに共伴して出土しており、葬送儀礼に際しての意義に
注意される。また、一次葬や蔵骨器に納められた人骨、先の大戦時の人骨と考えられる資料につい
ては、関係機関との調整を行う。
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